やすいゆたか著作集第二十二巻

熟年よ、今、歴史がおもしろい

―くすのき塾歴史講演集―
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１持統天皇と天照大神
　日の神に己の想い託してや天孫降臨夢物語る
    　

　皇室典範では男子にのみ天皇位が継承されることになっていますが、現在天皇の孫に男子がいないので、女子にも皇位継承を認めようということになりかかっていました。ところがそれはまかりならん、天皇制が崩壊してしまうという議論がでてきました。過去にも女帝がいまして何の問題もないと思いますが、女帝というのはあくまで男系男子に引き継ぐまでの中継ぎだったというのです。それで天皇遺伝子説という珍説まで出てきまして、天皇遺伝子は男子しか引き継げないというのです。
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　天皇遺伝子が仮に存在したとしても、それが別段優れた遺伝子であったわけでもなく、一般庶民の遺伝子以上にありがたいご利益があって、日本がそれで栄えたというなんの徴もみられません。現在天皇は神ではないのですから、そういう血統を神聖として崇拝し、保存しないと日本は大変なことになるという迷信に取り付かれる必要は全くありません。

　それより無理に男系男子にこだわりますと、室町時代まで遡って遠縁の遠縁を探し出してこなくてはなりません。その方が、象徴天皇家に対する違和感が国民に高まるのではないでしょうか。
やはり国民統合の象徴なのですから、お世継ぎというのも、家族としての繫がりがある方がいいのです。それほど遠縁でない方が親しみが持てます。別に女の子が天皇になり、婿養子との間に子供をもうけて皇位継承してもいいわけで、なんの問題もありません。ちゃんと血もつながっているわけですから。
　それにそもそも、天皇の血統は神話まで遡りますと、天照大神が孫のニニギノミコト(瓊瓊杵尊)に地上支配権を譲って天孫降臨させたという話から始まっています。つまり元は女神ですから女系ですね。このことを指摘した尊王的な学者が右翼から猛烈に反発されています。

　実は持統天皇と天照大神信仰は繫がりが深いのです。物部氏の祖先神はニギハヤヒノミコトです。『先代旧事本紀』では、天照地照天火明櫛玉饒速日尊（あまてるくにてる あまのほあかり くしたま にぎはやひ の みこと）といいアメノオシホミミの子でニニギの兄であるアメノホアカリと同一の神であるとしています。実際に全国にある天照神社のほとんどがニギハヤヒ信仰です。その点からみても日の神を女神とする前に、男神とする信仰があったと考えるのは合理的です。
　六九二年、持統天皇は伊勢神宮に御幸しています。伊勢神宮の信仰は外宮の豊受大神の信仰でした。それは大地の作物を生み出す産土神だったのです。内宮の天照大御神の信仰は、この時に造られたと想像されます。伊勢の二見が浦からの日の出は、大変神々しいものでしょう。その日の神と持統天皇は自らを一体化させたのです。

　伊勢が天照大御神の国であることを持統天皇に教えたのは、実は夢に現れた天武天皇だったのです。次の持統天皇の歌を紹介しましょう。

　天皇崩りましし後八年九月九日、奉為の御齊會の夜、夢のうちに習ひ給ふ御歌一首

明日香の清御原の宮に　天の下　知らしめしし　やすみしし　わご大君　高照らす　日の皇子　いかさまに　思ほしめせか　神風の　伊勢の国は　沖つ藻も　靡きし波に　潮氣のみ　香れる國に　味こり　あやにともしき　高照らす　日の皇子

どうして持統天皇は天照大神を自分と同一視しようとしたのか、梅原猛によりますと、それには二つの理由があります。高天原の神々の主神が女神だと、地上の支配者である天皇が女帝でも不自然じゃありませんね。それから彼女は孫の軽皇子に皇位を継承したかったので、祖母から孫への皇位継承がスムーズにいくようにということで、天孫降臨説話を作らせたということです。他の時期はともかく、少なくとも持統天皇は女系天皇でもいいじゃないかと考えていた節がありますね。

２．大津皇子の変

才劣るわが子可愛やそのあまり秀でし皇子を謀りし愚母かは

[image: image17.jpg]


　　　                               


さて今日は「持統天皇は怖い女か？」という題目でお話したいと思います。持統天皇、ご存知ですか？天武天皇の皇后だった人です。名前は鸕野讃良皇女です。天武天皇は六七二年の壬申の乱で天智天皇の息子大友皇子を倒して飛鳥浄御原宮で即位したのです。天智天皇が中大兄皇子(葛城皇子)で天武天皇は大海人皇子です。ご承知のように六四五年の乙巳の変で蘇我蝦夷・入鹿父子を倒したのは中大兄皇子と中臣鎌足が中心でしたね。その中大兄皇子こそ彼女の父なのです。母は蘇我倉山田石川麻呂の娘遠智媛です。
　持統天皇は自分の息子草壁皇子を皇位につけるためにライバルの大津皇子を抹殺したという、怖い女帝のイメージがありますね。わたしは持統天皇をそういう風に見るのは頷けません。それは当時同じ時期に則天武后が聖神大帝という中国で最初で最後の女帝になったので、彼女の強烈なイメージが投影しているのです。なにぶん大津皇子の変は、関係者が皆罪を問われずに大津皇子だけ死を賜ったということで、皇后が草壁皇子のライバルを排除した陰謀のようにみられがちです。

　だれかが皇后の気持ちを推察して、大津皇子を謀略にはめたことは大いにありえますが、そのことを、夫を亡くして落ち込んでいる皇后にわざわざ相談して行うでしょうか？相談したとしますと、その人は皇后から恐ろしい陰謀家と警戒されますね。わたしは皇后には言わずにやったと思います。

　それに皇后が陰謀の首謀者だとしますと、皇子たちから皇后は裏切り者とみなされますね。皇后が既に絶対権力を掌握していたのならともかく、当時は皇親政治の時代です。天皇が皇族を団結させて、要職につけ、朝廷を運営していたのです。つまり皇子たちが皇后を中心にまとまって政治を相談しあって運営していました。

　

  天武天皇は、六七九年（天武天皇八年）吉野に行幸して、皇后、皇子たちに皇位継承争いを起こさないよう誓わせています。「異腹でも団結して朝廷に尽くす。」と先ず草壁皇子が唱え、他の皇子たちが復唱しました。天皇・皇后も「異腹でも同等に扱う」ことを盟約したのです。これを「吉野の盟約」といいます。この時草壁皇子がリードしたので、六八一年に立太子しました。大津皇子は皇后の姉大田皇女の皇子だったのですが、大田皇女は壬申の乱以前に夭折しています。年齢も草壁皇子の方が上でした。でも文武に優れていたので大津皇子も有力後継者だったわけです。

　しかし六八六年に天武天皇が亡くなって、草壁皇子は皇太子だったので二四歳だし、すぐに即位しそうですが、どうも病弱というか腺病質、神経質で本人が即位を嫌がったようですね。仕方なしに皇后が称制といって、即位せずに政を行ったのです。その矢先ですね。大津皇子の変は、大津皇子は皇位継承が済む前にクーデターで政権を確立すれば、うまくいくかもしれないという賭けの気持ちがあって、謀略にはまったかもしれません。どうみても才覚が劣る草壁皇子に跪くのは真っ平だと思っていたかもしれません。

　その後、皇后による称制で皇子たちはまとまっていたと思われます。大津皇子が亡くなったので、すぐに草壁皇子か皇后が即位していますと、草壁皇子や皇后に大津皇子の変を陰で仕組んだという嫌疑がかけられて、皇子たちの心が離反したかもしれませんが、草壁皇子は病気で閉じこもり、皇后はみんなに支えられる形をとったので、かえって皇后は権力欲がないように見えたのではないでしょうか。
３．父中大兄皇子への愛憎　　　　

祖父・母の仇なるかな吾が父はその父のために吾身捧ぐや
　　　　　　　　　　　

　持統天皇を恐怖独裁の女帝のようにいう根拠に、幼児期の父への愛憎をあげる人がいます。当時は政略結婚というのが皇族や貴族たちの間では盛んだったようです。中大兄皇子は、645年の乙巳の変に備えて、蘇我氏分断のために蘇我倉石川麻呂に接近し、遠智媛と結婚したわけです。それで大田皇女、鸕野讃良皇女が生まれました。讃良皇女は六四五年に生まれたのです。
　石川麻呂は大化の改新で大活躍をし、右大臣まで出世しますが、六四九年四年足らずで異母弟蘇我臣日向（そがのおみひむか）の讒言により自殺に追い込まれたのです。石川麻呂は戦って死ぬより山田寺で自害することで身の潔白を示し、自らの名誉を守ろうとしました。『日本書紀』に彼の最後の言葉があります。
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「それ人の臣たる者、いづくにぞ君に逆ふることを構へむ。いづくにぞ父に孝ふことを失はむ。おほよそ此の伽藍(てら)は元より自身(みづから)の故(ため)に造れるにあらず。天皇のおほみために誓ひて作れるなり。今我身刺(むざし)にしこぢられて、横(よこしま)に誅(ころ)されむことを恐る。いささかに望はくは、黄泉(よもつくに)にも尚忠(いさを)しきことを懐きてまからむ。寺にきつる所以は、終の時をやすからしめむとなり」「願はくは我、生生世世に君主を怨みじ」

　翌日三月二十六日には一族のもので殉死する者も多かったと言われます。山背大兄皇子の抗議の自殺を思い起こさせますね。もし戦って死ねば、やはり石川麻呂は反逆者だったのかと思われますが、自害して身の潔白を主張しますと、非は忠臣を信用せず、逆臣の讒言を信用した中大兄皇子にあることになります。中大兄皇子は石川麻呂を死に追いやったことを後悔します。

「追ひて悔い恥づることをなして、哀び歎くこと休み難し。」とあります。後悔先に立たずで、豪族たちの支持を失い、改革は進捗しないことになります。

　これがショックで遠智媛は「遂に心を傷るに因りて、死ぬるに致りぬ」とありますから、気がふれて死んだのでしょうね。自殺したということかもしれません。遠智媛は大田皇女と讃良皇女と建皇子の三人の子がいました。建皇子は母が気が触れたので精神的に発育せずに言葉がしゃべれないまま8歳で夭折したのです。建皇子を不憫に思った祖母の宝皇女(皇極天皇=斉明天皇)が引き取って育てたと言われています。『日本書紀』の斉明天皇の次の歌は夭折した建皇子を偲んでいるのです。

飛鳥河水漲ひつつ行く水の間(あいだ)も無くも思ほゆるかも

山越えて海渡るともおもしろき今城の中は忘らゆましじ

　石川麻呂の死は讃良皇女がまだ四歳ですから、祖父の死を歎き悲しんで母が気がふれ死んでいったことが、幼心に大きな傷となったことは想像がつきます。ただしそこから権力闘争とはそういうもので、権力を守るためには冷徹に邪魔者は消せるぐらいでないといけないということを幼児体験から学び取ったごとく解釈するのはどうでしょう。もちろんそういう人もいるでしょうが、一概に決め付けるのはどうかと思います。

　十三歳で大海人皇子の妃になっているわけです。そして草壁皇子を産んだのは十七歳です。姉大田皇女が大津皇子を産むより早かったのです。姉妹がともに政略結婚で中大兄皇子のために大海人皇子に嫁ぐということは蘇我倉山田氏がそれだけ中大兄皇子の支配下にあったことを意味しているのでしょうね。やはりたとえ石川麻呂という一族の長を殺されても、中大兄皇子の庇護のもとにしか生きられなかったということでしょう。蘇我氏と中大兄皇子とは複雑な愛憎関係にあったのです。大田皇女や讃良皇女は、中大兄皇子と大海人皇子の関係をとりもつと共に、蘇我氏の生き残りためにも、皇族と結婚して朝廷内に蘇我氏の血統を残す必要があったのです。

４．持統天皇と高市皇子

御位に就かむとすれば恐ろしき闇の中より魔の手うごめく

        　      

  六八九年には草壁皇子は病没してしまいました。そこで皇位が天武天皇の他の遺児たちに継がれてしまうのを嫌がり、自ら天皇に即位したとみられています。草壁皇子の息子の軽皇子に皇位を継がせる為の中継ぎの天皇になったという解釈が有力です。

　当時高市皇子が草壁皇子亡き後、最有力の皇子なのです。それで後皇子尊と呼ばれていました。もし高市皇子が皇位を継承していれば、その次は高市皇子の子である長屋王に移っていくことになったでしょう。そうすれば持統天皇の孫の軽皇子への皇位継承はできなくなってしまいます。

　高市皇子はどうせ自分の方が、鸕野皇女より先に死ぬことはあるまいと考えたのでしょうね。それで太政大臣のポストで我慢することにしたようです。下手に御位に就こうとすると大津皇子のように謀略で殺されるかもしれないと思ったのです。それに高市皇子は、大津皇子事件で、義母の鸕野皇女をそれ程疑っていなかったのかもしれません。
　大津皇子が草壁皇子擁立派の大規模な謀略で非業の死に追いやられたことは、連座した連中がほとんど無罪になっている[image: image19.jpg]


ことから、賢明な高市皇子なら自明のことだったでしょう。次は我が身が危ないと警戒していたに違いありません。

　でもそれは謀略を仕組む悪臣がいて、その悪玉が皇后の知らないうちに事をすすめていたように見えるのです。それは何故でしょう、人はどうしても喜怒哀楽の表現、特に女の涙で騙されてしまいます。義母鸕野皇女は歴史に翻弄された気の毒な女性だという先入見が天武の皇子たちにはあったのでしょう。
　祖父と母を父に殺されたのも同然の鸕野皇女です。その父の要請で、大海人皇子に嫁いだ為に六七二年の壬申の乱では夫と共に逃げ回ったりしなければなりませんでした。また、弟を殺す側に身をおかなければならなかったわけです。その際、平然と弟の遺体を見て、勝ち誇った笑みを浮かべていたでしようか。内心は笑みを浮かべていたとしても、それでは夫も夫の皇子たちも恐ろしい女だと警戒するに違いありません。女に期待されているのは、家族が殺しあわなければならない歴史の運命悲劇の前に、泣き崩れる姿です。
　姉の大田皇女が亡くなった時も、これで大海人皇子の第一夫人に成れたと、内心はほくそえんでいたかもしれませんね。しかし表面では頼りの姉をなくして狼狽する哀れな妹を演じなければなりません。そうでなければ夫や皇子たちに恨まれてしまいます。

　鸕野皇女は皇后になり、天皇にまでなったので、いかにも気丈でいつも堂々としていたように受け取られがちですが、それは本質において仮にそうであったとしても、そのような素振りは微塵もみせなかったのではないでしょうか、「ああおいたわしや、義母上は悲しみに堪えて、重い荷を背負ってよくやっておられる」と心から慕われていたのでないか、そんな気がします。でないと皇子たちはみんなで団結して義母上を支えなければと思わないでしょう。
　ただし表面的な演技では、心まで届きませんよ。すぐに本性を見破られてしまうのです。だから鸕野皇女は、真情からそう感じるようにしたのじゃないでしょうか。それは意識的にやれるものではありませんね。無意識に自分を守ろうとする心の働きです。フロイトはこれを「自我防衛機制」と言います。それだからこそ彼女はある意味恐ろしい女なのです。
　それなら草壁皇子が病没した時点で、何故高市皇子に皇位を継がせなかったのかが謎になりますね。草壁皇子は天皇にはならなかったのですから、直系相続の原則では、高市皇子になって当然でしょう。おそらく高市皇子は、大津皇子事件が引っかかっていて、身の危険を感じていたと思われます。鸕野皇女には高市皇子の即位に反対する理由は表向きは、何もなかったのです。
　もちろん内心は草壁皇子に継がせられなかったのが残念でたまらず、草壁皇子の死で皇位がころがりこんで喜ぶであろう高市皇子が憎くて堪らなかったかもしれません。殺したいくらい憎かったかもしれませんね。あるいは自分が天皇になる絶好の機会だと思っていたかもしれません。しかしそんな素振りを見せれば、かえって逆効果で、持統天皇は実現しなかったでしょう。

　鸕野皇女は、真剣に高市皇子に皇位を継いでくれるように頼んだと仮定してみてください。しかし高市皇子はそれを固辞したのです。正体の分らない陰謀団から脅かされ、身の危険を感じていたこともあります。また中大兄皇子のように皇位を継がないで、実権を振るっているほうが改革政治はやりやすいという気持もあったのでしょう。そのことを正直に皇后に告げた。そして「もし許されるなら、私は太政大臣として思う存分実力を示し、父の皇親政治の理想を実践したいのです」と申し出たのです。自分の父中大兄皇子を手本にしたいと言われれば、父を憎みながらも、その決断力、行動力には憧れていたファーザー・コンプレックスの鸕野皇女は、それ以上反対できなかったのではないかとわたしは推理しています。
　「それでは私が天皇になって高市皇子が存分に腕を振るえるように協力しましょう」ということになりました。「その代わり次の皇位は必ず継いでくださいよ」と念を押すことは忘れなかったのです。高市皇子は、「そのお言葉は身に余る光栄ですが、二人だけの話にしておきましょう。臣下である太政大臣が皇太子では格好がつきません」といなして立太子はしなかったのです。しかし後皇子尊と呼ばれていたのですから、実質的な皇太子のようなものでありました。もしここで立太子をしようと動けば、大津皇子を葬った連中が動いて、高市皇子も闇に葬られたかもしれません。それは皇后の心の奥底にある高市皇子への憎悪を代行しようとする、闇の権力者が動くからです。
５．不改常典(あらたむまじきつねののり)

親が子に御位継ぐはよけれども兄弟相続乱の因かは
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　父の本当の理想は安定した律令国家体制でした。その場合皇位継承は、原則的には、皇后の長子への直系相続でなければなりません。何故なら兄弟相続なら、だれが後を継ぐかで兄弟が争い、それが派閥や党派の争いと結びついて国が乱れてしまうからです。しかし大海人皇子は、大和や東海の豪族たちと強く結びついていて、侮りがたいものがありました。だから天智天皇は即位したときも、次は大海人皇子だと公言していたのです。

　大海人皇子は、兄の理想が分っていましたから、兄の息子の大友皇子に皇位継承権を譲って、吉野に引きこもったのです。ところが大友皇子は大海人皇子が恐ろしいから、つい吉野を攻めてしまいました。その時点で大海人皇子は大友皇子を討つ名目ができたのです。おそらく大海人皇子は、そのことを鸕野皇女に語っていたと思われます。
　「律令国家では直系相続が理想で、兄弟相続を続けてはいけないのだ。だから私は、その考えに基づいて吉野に引いたのだ。ところが大友皇子は、そのことを幾ら言っても信用してくれないのだ。この道理が分らないようでは、大友皇子では理想の律令国家はできない。だから私が討たれてやるわけにはいかないのだ」と言って、正当防衛権を行使して、大友皇子を討伐したと推理できます。もっとも天智天皇が病死ではなく、なお『扶桑略記』には「一云」として、山科に行幸した際山林に入ったまま還御せず、崩所を知らず、とあるので、謀殺された可能性もありますが。それなら話は別ですね。

　鸕野皇女が皇后の長子への直系相続にこだわり、この原則を元明・元正の両女帝が「不改常典（あらたむまじきつねののり）」と強調したのも、それが「壬申の乱」の精神だったからなのです。一見、壬申の乱は直系相続を否定して兄弟相続にしたように見えますね。もしそうなら持統天皇は天武天皇を裏切り、父天智天皇の仇をとったことになります。でもそれでは決して天武の皇子たちの理解を得られないことになるでしょう。
　それでは直系相続を守るために適当な継承者がいない場合、あるいは幼少の場合中継ぎで女帝を立てるのは、不改常典から言っていいでしょうか。それは不改常典についての当事者の受け止め方次第でしょうね。

　大海人皇子は兄弟相続は争いの因だという立場で僧となって吉野に籠りました。皇后の時には鸕野皇女は皇后の長子が引き継ぐのが最も不改常典からいって望ましいと考えて、草壁皇子に継がせようと思ったけれど、本人の意志や体調もありそれはできなかった。
　草壁皇子が亡くなって、やはり親から子という場合、皇后はまだ即位していなかったので、天武からその子へですから当然高市皇子だということになります。しかし本人が断ったために、その気になるまでの中継ぎとして皇后が引き受けたわけです。それは先例としては舒明天皇の没後の皇極天皇ですね。中大兄皇子が成人するまでの中継ぎのつもりでした。

　次に696年に高市皇子が亡くなったので、次はだれにするかです。これが大変難しい。『懐風藻』という漢詩集によりますと、そこで群臣会議がありまして次の皇太子をだれにするか議論があったのですが、大友皇子の第一皇子、葛野王(かどのおおきみ)の次の言葉で決まったのです。これが不改常典ですね。

「我が國家(みかど)の法(のり)と為(な)る、神代より以来、子孫相承けて、天位を襲げり。若し兄弟相及ぼさば則ち乱此より興らむ。仰ぎて天心を論らふに、誰か能く敢えて測らむ。然すがに人事を以ちて推さば、聖嗣自然に定まれり。此の外に誰か敢へて間然せむや」

　これを解釈するのに、天位を継ぐのは親子であって、兄弟ではないということですね。天皇は持統天皇ですから、子がいないわけです。同母では兄弟というのもいません。持統天皇は中継ぎだから、天武天皇からの親子相続というのでしたら、天武の皇子たちが軽皇子よりも優先順位が上だということになります。状況からいってそれはおかしいですね。では兄弟が天武の皇子たちに当たるとすれば、天位は草壁皇子か高市皇子にあったということになります。実際そういう解釈をする人もいます。持統天皇は即位していなかったという説です。でもわざわざ高市皇子に後皇子尊という尊号を作ったというのは、作り話にしたら出来過ぎですね。

　それに高市皇子が天皇だったら親子相続では当然、長屋王が皇太子になったはずです。草壁皇子が天皇になっていて、死後天皇位が空位で、その皇位を継ぐ話だったら、一応つじつまはあいますが、これも後皇子尊と高市皇子が呼ばれていたわけがわかりません。

　ですから子孫相承を直系相続を意味すると捉え、兄弟相続を傍系相続と捉えれば葛野王の発言で軽皇子に相続されるのが当然と分かります。これは今日重大な意義がありますね。つまりあたりまえですが、持統天皇を基準に相続しているからです。男系天皇制という意識はなかったということです。男系天皇制説の人は女帝はあくまで中継ぎでしかないという前提があるのですが、それは後からとってつけた解釈だったのです。

　持統天皇は高市皇子に対して期が熟するまでの中継ぎのつもりだったのが、彼が死んだ以上皇位継承は、持統天皇からの継承だと考えているわけです。そうでないと兄弟争いになってしまうので不改常典の趣旨にも反しますから。ちなみにこの際には男系云々の議論は全くなかったわけです。
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　それでは文武天皇から首皇子(聖武天皇)へと皇位を継がせるための、元明天皇、元正天皇の二女帝は明らかに中継ぎだったのではないでしょうか。ええ、たしかに中継ぎだということで皇位を継承したわけですが、それは別に男子が天皇でなければならないとか、男系遺伝子を守るためではありません。子孫に継承していくために適当な有力な皇位継承者が直系でまだ幼い首皇子しかいなかったので、皇統に連なる女性が中継ぎとして登板したわけです。

６．持統天皇と藤原不比等

この人と並べて優る人ぞなき藤原の世の基固めぬ

                  　　　　　　　　　　　

さて持統天皇の時代にもっとも台頭してきたのは、藤原不比等です。なんと驚くべきことに持統天皇は『扶桑略記』によれば藤原邸で即位したことになっていますし、六九四年には藤原京に遷都しています。もっとも『扶桑略記』に書いてあることをどこまで信用してよいかは問題です。

　でも都の名前が藤原京というのですから驚きですね。これは藤原氏から付けた都の名ではなく「藤井が原」に造ったので藤原宮、あるいは藤原京と呼ぶわけです。もともと井戸があって傍らに藤の木があったそうです。それで「藤井が原」という地名ができたそうです。でも藤原不比等に特別の好意がなければ、藤井宮、藤井京になっていたでしょうね。

　中臣鎌足が雷に打たれて、病床に就き死ぬ間際に藤原姓を天智天皇から賜ります。壬申の乱では、藤原氏は近江京の大友皇子の側につき、その後天武天皇の親政期には冷飯を食わされていたわけです。藤原史(不比等は尊称のようなもの)は、六八九（持統三）年、三十一歳の時直広肆(従五位下)の高位でデビューしました。同年草壁皇子は薨ずる直前に愛用の佩刀を不比等に遺贈し、息子軽皇子(文武天皇)のことをよろしくと託したそうです。

　元々鎌足のことを天武天皇が尊敬していたということが重用の理由ですが、それにしては持統天皇の時代になって正式にデビューしたのはやはり、壬申の乱のしこりでしょうか。それにしても早速持統天皇の側近中の側近になったのはどうしてでしょう。もちろん不比等と呼ばれるぐらい頭がよくて、有能だったからですが、それだけでは説明できません。実は不比等は鎌足の実子ではなく、中大兄皇子の御落胤だったという説があるのです。

　『興福寺縁起』によれば母は鏡王女で天智に召され、のち鎌足の正妻となったのですが、鎌足に譲られた際に母は妊娠していて、もし女の子が生まれたら中大兄皇子が引き取り、男の子が生まれたら鎌足の子として育てることになっていたといわれています。そうでないと家族同然のような不比等の異常な重用ぶりは説明できません。
つまり不比等は持統天皇の異母ですが、実の弟だった可能性があるのです。あるいはそういうことにして重用したとも考えられますね。藤原不比等は持統天皇に寵愛されていたということで男女関係を想定する人もいますが、わたしは皇子たちをまとめなければならない手前、そんな反発を買いそうなことはしなかったのではないかと思っています。

　わたしはどうも不比等たちは大津皇子の変を陰で演出した張本人ではなかったかと睨んでいます。鎌足以来中臣氏は謀略はかなりの得意で、組織的に訓練して諜報・謀略の陰の軍団を持っていたと思われます。中臣鎌足は百済王家の出身だといういう説もありますが、そう云われるぐらい藤原氏と百済系渡来人との関係は親密だったようですから、高度な大陸の諜報技術や組織を使って、情勢を有利にし、勢力を拡大していったようです。脅かし、挑発、偽手紙、替え玉その他さまざまな手を使って追い詰め、すでにいろんな証拠がでっちあげられて謀反の計画が偽作され、先手を打たなければ殺されると思い込ませるぐらいはできたでしょう。

　こんなことをいいますといかにも藤原氏は悪玉と決め付けているようですが、不比等には彼なりの律令国家の理想像があり、その実現のために邁進していたのです。彼らにとってなんとしても切り崩さなければならないのは、皇親政治の体制です。天皇中心の律令国家づくりには二つのタイプがあります。ひとつには天皇を中心にその周囲を皇子たちでかためた皇親政治の体制です。これに対して藤原不比等たちは貴族官僚による貴族官僚独裁体制をめざしていたのです。

　皇親政治派にすれば、貴族官僚独裁は有力豪族が実権を握り、天皇を傀儡(かいらい)にして高位高官を独占し、政権を私物化し、腐敗堕落の政治に落ち込むということです。貴族官僚独裁派にすれば、天皇親政は英邁な天皇に当たればいいのですが、そういう例はほとんどありませんから、独善的で思い込みの激しい天皇が国家を台無しにしてしまいます。しっかりした皇子たちが補佐すればまだましですが、皇子たちは世継ぎ争いを始めてしまい、結局安定しません。それより整ったした官僚体制を作り上げ、よく教養や才覚を身につけた貴族官僚がしっかり支え、天皇は印璽だけでよいようにしておくのが、一番安定した強大な国家権力を構築できると考えたのです。

　貴族官僚独裁は、太政官中心の政治ということですね。天皇が政治に介入しないように、女性天皇が貴族官僚にとっては好都合なのです。ですから女帝を実現させ、それを維持するのに藤原不比等は大いに陰で支えたと推測されます。また女帝も皇子たちにまかせておけない気持ちもありました。賢い皇子たちに牛耳られないように、不比等を相談役にしておく必要があったのです。もちろん持統天皇にはこの路線対立は自覚できていませんから、貴族官僚たちは皇親政治を支えてくれているのだと思っていたわけです。

　天武天皇が病気がちになり、やがて死後、称制になっていく過程で、不比等をはじめとして近江朝の貴族官僚たちをつぎつぎ復権させ、重用していきます。いよいよ本格的な律令国家体制作りが行われたわけですが、この過程を天皇中心の皇親政治の衰退と嘆く人々もいたわけです。柿本人麿の悲劇はこうして起こるべくして起こります。
７．柿本人麿の何が逆鱗に触れたのか

人麿は女帝の心を疑ひてヤマトタケルであてこすりしや
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持統天皇は吉野にたびたび御幸しています。称制をはじめて五年目の六九一年から七〇一年までで実に三十三回も吉野の神仙境に遊び、山の神や川の神と交わって自らも神となろうとしていました。それで柿本人麿を伴って、天皇を神と讃える歌を詠ませています。

吉野の宮に幸しし時、柿本朝臣人麿の作る歌

やすみしし　わご大君　神ながら　神さびせすと　吉野川　激つ河内に　高殿を　高知りまして　登り立ち　國見をせせば　疊づく　靑垣山　山神の　奉る御調を　春べは　花かざし持ち　秋立てば　黄葉かざせり、逝き副ふ　川の神も　大御食に仕え奉ると　上つ瀨に　鵜川を立ち　下つ瀨に　小網さし渡す　山川も　依りて　仕ふる　神の御代かも

　反歌　　　山川も依りて仕ふる神ながらたぎつ河内に船出せすかも（万葉集）

　柿本人麿は歌人として仕事で天皇を神と謳っているだけでしょうか、それとも本気で天皇が神としての大御心で皇国(すめらみくに)をしろしめすことを理想と考えていたのでしょうか。わたしはやはり歌人はロマンチストですから、天皇は神であって欲しいし、純粋に民の幸せを願って人民を大切にする政治をされる方だと信じたいタイプだと思います。そのように思い込んで心をこめて、天皇を神と讃美していたはずです。

　なのに柿本人麿は持統天皇の逆鱗に触れて、流され鴨島で水刑にされたというのが梅原猛の『水底の歌―柿本人麿論』です。では天皇を神と讃美していたのにどうして天皇の勘気に触れてしまったのでしょう。

　その原因を「高市皇子への挽歌」に求めています。それは皇太子だった「草壁皇子への挽歌」よりずっと激しくて、哀切です。しかも「やすみししわご大君の天の下申し給へば万代に然しもあらむと」とあります。これは高市皇子が元気で天皇になれれば万代までうまくいったのにという思いが篭められていると梅原猛は解釈します。

　その上、短歌を添えています。

「ひさかたの天知らしぬる君ゆゑに日月も知らず恋ひ渡るかも」

という歌です。地上で天皇になれなかったので、今は天上を支配しているだろうというのですから、これは先になくなった草壁皇子を無視しているともいえますね。だからこれはかなり持統天皇の逆鱗にふれただろうというのです。それに草壁皇子への挽歌で

「あかねさす日は照らせれどぬばたまの夜渡る月の隠らく惜しも」

とありました。日は持統天皇を月は草壁皇子を指しているのですから、「日月も知らず」は「時を忘れて」という意味ですが、持統天皇と草壁皇子のことは忘れてしまったという裏の意味があると取られることになります。
わたしはこの裏の意味を意識的に籠めて歌ったのではないと思います。つい書いてしまったのですね。無意識にやっています。皇子への挽歌というのは、非常に重大な意義を持っていたでしょうから、みんな覚えているはずです。意識的に天皇や皇太子をシカトするような挑戦的な歌を詠めるはずはありません。

　ところでこれは公然とは問題になりませんでした。だから『万葉集』にも載っていますし、歴史でもそういう筆禍事件は記録されていません。そういうつもりはなかったと言い逃れられてもなお罪を問うのは、非情すぎると天皇の評判を落としますね。ですから梅原猛はなにか破廉恥行為や不倫などで罪を問われたり、不正をデッチ上げられたのでないかという幻視をしています。

　たしかに高市皇子への挽歌は、持統天皇の逆鱗にふれかねなかったかもしれませんが、わたしはそれは決定的ではなかったと思います。なぜなら高市皇子を後皇子尊とまで持ち上げ、半ば公然と次代の天皇のごとく扱っていたのは持統天皇自身です。だからその突然の死で驚いて、激しい愛惜の想いから草壁皇子への挽歌を忘れて、誤解を与える表現になっても、それほど怒りを天皇は、表せなかったと思います。それより逆に表面的にはこの歌に激しく感動して涙されたかもしれないとさえ思います。

　わたしはあくまで持統天皇は皇親政治のまとめ役のつもりで行動していたという前提に立っています。その場合だれを世継ぎにするのかでもめないように心を砕いていたわけです。皇后の息子で大津皇子より年長だから草壁皇子、次に順番として高市皇子ですが断られたので、その気になるまでの中継ぎで持統天皇、次の天皇のしるしに後皇子尊の尊号、高市皇子没後は持統天皇の直系血族で軽皇子ですから、筋は通っています。そこからは邪魔者は消せということは出てきません。

　ただ高市皇子が死んだショックで柿本人麿が異常なまでの思い入れをしているのが気になりますね。ひょっとして高市皇子の死で人麿は皇親政治の危機に気づいたのではないでしょうか。大津皇子や高市皇子などの文武の誉れ高い皇子が亡くなり、次の皇位は腺病質だった草壁皇子の幼い遺児にいくというので、これでは神としての天皇の大御心による政治にはならないのではないか、高市皇子亡き後は、藤原不比等らの貴族官僚たちが律令国家を食い物にするのではないかと気づいたのです。

　それで結局持統天皇は皇親政治から貴族官際独裁への橋渡しという役割を担っていたと考えました。持統天皇は藤原不比等に利用され、大津皇子や高市皇子に皇位がいかないようにしたことになります。わが子や孫に皇位につかせるためアマテラス神話まで作らせたわけですからね。そこでひょっとして持統天皇は表向きは公明正大のように振舞いながら、実際は陰では有能な皇子たちを葬っていたのではないかという推理がはたらいたのです。

　それで人麿は持統天皇の反応を試すために、ヤマトタケル説話を創作したのでないかというのが私の幻視です。これが実は持統天皇の逆鱗に触れる作品だったのです。ですから現在は改作されて問題の箇所は残っていません。ただし梅原猛の戯曲『ヤマトタケル』には、皇后の陰謀が示唆されているのです。

　柿本人麿がヤマトタケル説話を創作したしたという確たる証拠はありません、でもあまりに見事な作品です。それにその中の歌がすばらしい

「さねさし相模の小野の燃ゆる火の火中に立ちて問ひし君はも」

とか痺れますね。梅原猛は同時代にそれほどの文学者がそう何人もいないということで、『古事記』の創作部分には宮廷歌人である人麿の役割は大きかったとにらんでいます。

　梅原猛の戯曲が柿本人麿の原作の消された部分とどうして同じだと言えるか疑問でしょう。梅原は人麿に成りきって書いているのです。それで人麿の想いが乗り移っています。
戯曲『ヤマトタケル』では兄大碓皇子と弟小碓皇子の兄弟を、彼らの亡母に代わって皇后に納まっている叔母が暗殺しようと企んでいるけです。それでやられる前にやろうと大碓皇子はクーデターをたくらみます。叔母を殺すと父帝に殺されるので、父帝を殺して帝位につこうとするわけですね。小碓皇子はその計画を打ち明けられて協力を断ったので、兄に殺されそうになり、逆に兄を殺してしまい、それで兄殺しで罪を問われて熊襲征伐を命じられるという筋書きです。

　この叔母と叔母の勢力の陰謀というのは現在の『古事記』にはありません。あったかもしれないけれど削除されたのです。梅原猛が創作で復活させたわけです。彼が柿本に成りきって当時の世を憂えて書けばそうなったわけです。

　つまり叔母の皇后は鸕野皇女で、兄大碓皇子は大津皇子、弟小碓皇子は高市皇子をモデルにしているのです。兄弟の年齢などは実際とは逆ですが、露骨にそのままにすればあてこすっているとだれでも気づいてしまいます。それでは不敬罪に問われやすいですね。
持統天皇は柿本人麿にこの話を聴かされたときには気づかなかったと思います。彼女は私の推理では全く陰謀には加わっていませんから、でも一緒に聴いていた藤原不比等は皇后をあてこすっているのだと気づいたのです。だって彼がいろいろ陰謀を陰でやっているのですから。それで不比等は持統天皇に、この物語はそういう持統天皇をあてこする意図があるのだと解説したわけです。

　これにはさすがに持統天皇も頭にきますよね。まったくの濡れ衣、冤罪です。人麿はそんな疑いの目で自分を見ていたのかと思うと怒りは収まりません。おそらく別の破廉恥罪か、不倫の罪、あるいは不正事件にひっかけて流罪にしたのでしょう。

　もちろん持統天皇も人の母です。わが子がかわいい、孫に継がせたいと思わなかったことはないでしょう。でも天武天皇の志を守り、皇親政治をまとめ、不改常典に則る皇位継承を貫いてきたわけで、後ろ指を差されなければならないことはしていないわけです。でも藤原不比等をあまりに信用しすぎたので、実際には貴族官僚独裁体制としての律令国家の方向へと変質していったわけで、人麿の恐れていたとおりになってしまったのです。
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聖と俗の挟間にゆれて
１．髪長姫物語 

水底に光る仏をひろい上げ祈りこめれば緑の黒髪

　　　　　　　　　　　 

　梅原猛著『海人と天皇』を材料に前回は「持統天皇は怖い女か」と題して講演いたしました。今回は文武天皇の妃になった宮子の話から入ります。彼女は藤原不比等と賀茂朝臣比売の子とされていますが、実は道成寺にはこういう言い伝えがあるのです。ＷＥＢから引用しましょう。
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　「昔この辺りで生まれた海女の子がいました。しかし、いつまで経っても髪の毛が生えません。みんなが心配していました。ある時、母親が海底で光るモノを見つけます。それはなんと“千手観音像”です。それを家に持ち帰り、祀ってお祈りをしました。すると髪の毛の生えなかった女の子に、髪の毛が生えてきたのです。その後、藤原氏の養女となり文武天皇の夫人となり、この道成寺を創立したお話。」

　このお話は私のホームページ「やすいゆたかの部屋」の「やすいゆたかの創作集」のコーナーの「物語『海人と天皇』」に詳しく物語にしてあります。この話だけで一時間はかかりますので、ぜひホームページをお読みください。

http://www7a.biglobe.ne.jp/~yasui_yutaka/amatotennou/mokuji.htm

　ともかく髪が生えると絶世の美女になつたのです。物語では抜けた髪の毛を仏のご利益だということで大切に干していたらツバメが宮子の髪を都に運んでそれを藤原不比等の目に留まって、こんな長い髪の娘はきっと美しいだろうと思い、持統天皇にお願いして朝廷の命令で探させたのです。それで紀州に髪長姫のうわさがあることが分かり、藤原不比等が養女に迎えたのです。　

　それで不比等の夫人賀茂朝臣比売が九海士という貧しい漁村の娘宮を「マイフェアレディ」よろしく朝廷での行儀作法を教え込んで、右大臣藤原不比等の娘宮子姫に仕立て上げたのです。そして六九六年八月一日に軽皇子が即位して文武天皇となったのを記念して、妃の一人となりました。あまりの美しさに寵愛を一身に受け、七〇一年に首皇子を出産したのです。

　ここまではシンデレラストーリーで一見めでたいお話ですね。道成寺の創建は、身重になった宮子姫がホームシックにかかったので、千手観音像のご利益だということで、故郷に宮中あげて行幸して千手観音像にお参りしたのです。そして文武天皇の勅願でお寺を建てることになったわけです。本尊の千手観音像の中にこのミニ千手観音像が納められているということなのです。

　この伝承はお寺の格を上げるための作り話のように思われていたのですが、最近の創建時の遺構の調査によりますと大変大きな寺だったので、文武天皇の勅願寺であることは間違いなさそうです。わざわざ紀州の辺鄙な漁村に寺を創建したということは、梅原猛の睨んだところ、この髪長姫伝説もあながちフィクションではないということになります。

　ところで首皇子の出産で、これまでのサクセス・ストーリーは突如暗転します。現在でも民間から皇室に入った女性は失語症になったり、メランコリー(鬱病)になったりで不適応を起こしていますね。髪長姫も深刻なホームシックから身重の身をおして故郷に里帰りしましたが、ともかく出産は相当の難産で、産後回復も思うように行かなかったのです。　

　なんとかもともと体力があったので一命をとりとめたもののメランコリーから人を寄せ付けず、皇子を抱こうともしなかったのです。結局七三七(天平九)年、皇后宮で僧玄昉(げんぼう)の看病を受け、やっと正常な精神状態に戻りました。そこへ偶然行幸した聖武天皇にやっと母子対面ができたのです。七〇一年に出産していますからなんと三十六年ぶりの奇跡ともいえる対面ですね。

　光明皇后と宮子は異母の妹と姉ということになっていますが、宮子は養女なので血縁はなかったのです。ともかく玄昉の治療法は公開されていません。皇后宮の中に法華堂があってそこで密室状態の中で何日もかかって治療をおこなったので、いろいろ噂もされたようです。たしかに鬱病を治す特効薬など当時はありませんから、裸になって一人の女に戻って一人の男に抱かれることによってしか、回復の方法はなかったかもしれませんね。
２．光明皇后の不倫と広嗣の乱

帝には観音様に見えしかは玄昉と語る皇后の笑み
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　玄昉の治療法にセックス療法があったらしいことは、光明皇后のノイローゼ治療がとんでもない結果を生んだことからも想像できます。七三七年には天然痘が流行し、光明皇后の四人の兄たちが次々と亡くなりました。それがどうも藤原氏に誣告の謀略で葬られた長屋王の怨霊の祟りではないかといわれていたようなのです。それで皇后宮はパニックに陥ります。なぜなら、皇后宮は以前は長屋王の大邸宅だったのですから。

　そこで光明皇后が頼りにしたのが僧玄昉です。吉備真備や僧玄昉は唐の最新の医療技術や呪術を学んできているのです。長屋王事件は『続日本紀』では誣告による冤罪事件ですが、藤原氏は自分たちの関与を認めていません。それに長屋王の怨霊を祀ったり、正式な名誉回復もしていません。

　藤原氏にすれば、藤原四子の死が長屋王の祟りだと認めることは、長屋王の冤罪と藤原氏の謀略を認めることに繋がると考えて、むしろ長屋王事件や四子の死も聖徳太子の祟りと考えて、法隆寺の改増築を行ったと思われます。もちろん聖徳太子をいくら祭っても長屋王の祟りなら、何の効果もなく、ますます恐ろしい祟りを呼びそうですが、長屋王は父高市皇子の権勢を引き継いでいるだけで、聖徳太子のように徳の高い人物には見えなかったかもしれませんね。

　長屋王は四子に嵌められて自害に追い詰められますが、その時に山背大兄皇子のような一家心中の形をとっています。妻の吉備内親王や息子たちも首をつっています。これは自害しないと斬首されると脅かされたせいかもしれません。『日本霊異記』によれば王は自らの子や孫に毒を飲ませた上絞殺し、その後服毒自殺したともいいます。もしそうなら山背皇子を真似て、一族が怨霊になって祟ろうと考えたのかもしれません。

　ともかく有力な後ろ盾であった四人の兄を失い深刻な精神的危機に見舞われてふさぎ込んでしまった皇后の治療は、母宮子を見事に治癒した玄昉以外に考えられません。そこで聖武天皇は直々に玄昉に頼んで治してもらったのです。

　ところが式家宇合の長男藤原広嗣がクレームをつけました。玄昉は皇后宮に入り込んで光明皇后といかがわしい行為に及んでいると聖武天皇に直訴したのです。そんなことを言われても、聖武天皇にすればこちらから治療をお願いした手前、その仕方にけちをつけるわけにも行きません。でも執拗に広嗣が訴えるものですから、『源平盛衰記』によりますと、一緒に覗きに行ったのです。すると確かに何やら抱き合っているようにも見えるわけです。

　聖武天皇は内心すごくショックを受けたでしょうが、光明皇后は十一面観音に、玄昉は千手観音となって現れてどうすれば衆生を済度できるかを語ったというのです。つまり聖武天皇は皇后の不倫現場に立ち会っても、あれは観音様が教えを説かれているのだと言って、取り合わなかったということです。なんと寛容な、なんと気の弱い天皇でしょうね。

　この夫婦は実に特別な関係なのです。宮子姫は産後難産で苦しみ、鬱病になって閉じこもりました。それで首皇子は乳母が専ら育てることになります。その乳母になったのが藤原不比等の妻である橘三千代です。実は彼女は三十七歳ぐらいの高齢出産で安宿媛(光明子)を生んだばかりだったのです。彼女は元々宮中の女官でした。軽皇子(文武天皇)の乳母も勤めたことがあったのです。それは六八三年に美努王との間に橘諸兄を出産したところだったということです。なんと偶然にも二代に渡って天皇の乳母を勤めたということです。

　美努王は大宰帥に赴任して筑紫に行きましたが、子供たちを都で育てたかったこともあり、宮中で女官たちを仕切っていたこともあって都に残っていたのです。そこで宮子姫の世話をよろしくということで、近づいたのでしょうね、藤原不比等と気が合ってじょじよに親密になっていったのです。

　それで同じ乳房から首皇子と安宿媛は乳を飲んだのです。そして藤原氏は将来この二人を夫婦にして天皇と皇后にしようと目標を定めました。それで安宿媛は自分は首皇子を一生支えていく存在だということは重々承知していましたから、そのために命がけで尽くそうと思っていたでしょう。

  でもそれは使命感であって恋愛や憧れの感情ではありません。つまり安宿媛は首皇子を命がけで愛していたけれど、彼女の女としての感情では燃える物はまったくないし、憧れも感じないので、別の人にそれを求めざるを得なかったということです。唐帰りの最先端の高僧となると憧れの対象にはぴったりですね。それに宮子の病を奇跡的に治癒したとなると、彼女の胸に激しく燃え上がるものがあったかもしれません。 

　おそらく少しだけ安宿媛の方が早く生まれただけですが、すっかり姉のような意識で幼いころから世話を焼こうとしたのではないでしょうか。それに父軽皇子や祖父草壁皇子同様、腺病質で自信無げなところが首皇子にはあって、その分安宿媛は母性本能をくすぐられて世話をやこうとしましたし、首皇子は安宿媛に対して依存心があり、また劣等感を抱いていたと想像されます。

  その分安宿媛への憧れと執着は強く、また安宿媛から認められたいという気持ちが強かったと思われます。安宿媛に認められることが最大の喜びであったかもしれません。そのためには偉大な天皇にならなければならないと願っていました。どうせなら藤原氏が最も尊崇し、信仰しているかにみえる聖徳太子の目指していたような理想の国づくりがしてみたいというのが念願だったのです。
 

　ところが現実はどうでしょう。平城京は巨大な都で人口は十万人を超え、役人だけでも一万人に達しています。そして太政官という組織があって、そこで重要施策は審議され、仕上がって、天皇は詳しい事情はよくわからないまま御璽を押すだけが仕事です。

　それに太政官を取り仕切っている実力者がいて、その意向ですべて決まってしまうようになっています。当時は長屋王が皇親勢力を代表し、元正上皇の住まいも長屋王の邸宅内にあったといわれています。長屋王は実質的に国政を担当していた高市皇子の嫡男として、政治上のことに詳しく、学識においても儒教、仏教だけでなく道教にも大変造詣がありました。そして自宅で宴会を開いて、漢詩などを披露しあっていたようです。つまり当時の文化の中心は長屋王の邸宅であったといわれています。
 

　長屋王は不改常典を盾に藤原氏が朝廷を外戚支配しようとしていることに、強い警戒心を持っていました。つまり藤原不比等が貴族官僚をまとめあげ、天皇を象徴化して、太政官中心の政治体制を確立しようとしていたのです。
 

　聖武天皇が即位して、長屋王は正二位左大臣に昇りました。正一位藤原夫人(宮子)を大夫人と称する詔が発せられましたが、これに対し長屋王らは令では皇太夫人なので令に違反することを指摘し、天皇は先勅を撤回したのです。その代わり大御祖（おおみおや）という呼び方をするようにしたのです。
 

　これでは光明子の立后に賛成するはずがありません。皇后は皇族からと令でもされていたのですから。それで長屋王を排除しようと企んだのです。そのきっかけが基皇子の死です。七二七年に生まれたので、早速立太子をして皇太子にしてしまいました。ところが翌年一歳になる前に病死しました。これを藤原氏は利用して、七二九年に長屋王が左道を行い、基皇子を呪い殺したという誣告をさせて、すぐさま兵で囲み、自殺に追い込んだのです。
 

　こうして藤原氏は皇親勢力の親玉を排除して、貴族官僚独裁を樹立したつもりだったのです。邪魔者がいなくなったので、詔勅で光明子を皇后にしました。令にはなくても皇族以外から皇后になった例はあるのです。たとえばオキナガタラシヒメつまり神功皇后ですね。彼女は夫仲哀天皇に、神がかりしているときに死んでしまえといったので、それで仲哀天皇がなくなってから、実質的に政治をとっていました。だから大王だったのですが、記紀編纂時に皇族出身でなかったのに大王になったのは困るということで、皇后のままだったことにしたのです。
 

　ともかく光明皇后が実現し、兵権をほぼ掌中にした藤原氏の後ろ盾のもとで光明皇后の発言力は強くなります。聖武天皇はますます何もできないお飾りになってしまうわけです。これでは落ち込む一方ですね。ところが藤原氏の専制も長くは続きません。天然痘が猛威を振るい、四子南家の武智麻呂 北家の房前　式家の宇合　京家の麻呂の全員が死んでしまいます。前の年には、光明皇后の生母橘三千代もなくなっていますから、光明皇后は後ろ盾をすべてなくしたような有様になるわけです。

　それで精神的にも落ち込み、御仏にすがるとともに僧玄昉の癒し治療を受けたわけで、これが藤原広嗣の乱の原因になったということです。なんとか皇后の病も癒えて、政権を建て直そうとします。皇后は異父の兄である橘諸兄を推薦します。それで相対的に藤原氏の力は後退します。橘諸兄では藤原不比等や長屋王あるいは藤原四子のように聖武天皇をお飾りにしておくだけの権勢はなかったのです。

３．聖武天皇と遷都始末

この国はすめらみくにぞ朕が理想(あがゆめ)の実りの秋(とき)ぞ今ぞ迎へむ
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　聖武天皇以前、最も天皇として業績が大きかったのはだれでしょう?これはなかなか難しい質問ですね。というのは天皇が象徴的な存在でしかないのなら、その時代に偉大な変化や進歩が見られても、その天皇の業績とは言えません。推古天皇などは蘇我馬子や厩戸皇子の活躍があってのことですから、推古女帝の業績といえるものは定かではありませんね。 

神武天皇は日本の国を創建したので創業者として偉大だといえますが、あれは西の方からやってきて、暴虐にも侵略して国を建てたわけですから、もともと大和や河内に住んでいた人々にとっては外来の侵略者ですね。侵略されなかった方が平和で豊かな国としてもっと発達していたかもしれません。

　息長帯媛つまり神功皇后は新羅を討伐したということでその息子応神天皇(誉田別天皇)と共に戦の神様として祭られています。いわゆる八幡神というのは応神天皇のことです。彼らも侵略者ですね。高句麗好太王碑文で倭が攻めてきたとありますが、筑紫を拠点にして半島に侵略し、その勢いで大和を征服しました。もともと仲哀天皇はヤマトタケルの息子ですから、大和朝廷内の内紛で、筑紫に来ていたのかもしれません。まあ軍神なのです。軍事的に強かったということですね。私はあまり軍事的に強いだけなのは評価したくありません。

　仁徳天皇は河内湖と大阪湾をつなぐ堀を作って、治水に成功し、河内王朝の基礎を築いたということで偉大な業績ですね。難波津を作って交易を発展させました。仁徳天皇陵というのはあれは間違いらしいですね。

　中大兄皇子は大化の改新で有名ですが、実際には政敵の粛清で信用をなくして、豪族たちの協力はあまり得られなかったといわれます。だからどこまで改革が進んだのか怪しいところです。大海人皇子は天皇中心の律令国家形成に歩を進めましたが、病気がちでした。その意味では持統天皇は皇親勢力と貴族官僚をまとめ律令国家づくりを本格化させた意義は大きいですね。ただ実務的能力はなかったので精神的なまとまりの核みたいな存在です。

　結局律令国家は藤原不比等のイニシアティブでできていきました。大宝律令や平城京遷都なども天皇の力で行われたものではありませんから、平城京を作ったのは元明天皇だという人はあまりいませんね。

　そこで聖武天皇が七四〇年に、藤原広嗣の乱で切れまして、豹変するのです。そして俄然理想の国づくりを強行しようとします。もちろん密かにいつかやってやろうと思っていて、その機を覗っていたのでしょうね。平城京を棄てて、伊勢に行幸し、それから美濃から近江に出て、山城をとおり恭仁宮到着します。
これは壬申の乱を真似ているという解釈もあります。その解釈では、天武天皇の国づくりの原点に帰って、貴族官僚独裁を打倒し、天皇親政に戻すクーデターだということですね。壬申の乱は近江大津京をやっつけたわけですが、貴族官僚は藤原氏をはじめ大津京の出身が多いわけで、藤原氏へのクーデターの意味があるわけです。

　もちろんこれだけの大掛かりなことですから、天皇一人の胸に秘めて突如決行というわけにはいかないでしょう。橘諸兄との密議の上だったと考えた方が現実的です。諸兄も藤原氏で固められた官僚機構を崩すことによって、政権を固めようという腹だったかもしれません。恭仁宮のあたりは橘氏の勢力圏だったということです。

しかし巨大な都城である平城京を棄てるということは、国家の財政を預かる橘諸兄にすればとても正気の沙汰とは思えなかったでしょうが、帝の着想ということで、それに従っただけということで、自分の責任ではないと考えたのでしょうね。それより藤原氏の支配体制を崩すチャンスだと思ったかもしれません。

　そしてこの遷都の期間に全国に国分寺・国分尼寺をつくり、大仏を造立する詔を出します。ただ平城京を棄てただけではなく、ちゃんと聖徳太子の『憲法十七條』の理想に則って仏教中心の国づくりをするという詔勅です。遷都だけでも財政的に大打撃なのに、その上、国々に国分寺・国分尼寺を建てる、そして山の中の紫香楽宮に大仏を造立するというのですから、ぶったまげます。ただし大仏に関しましては寄進を集めて造ろうということですね。財政的破綻や人民の負担増の問題はあるにしても、結果的には聖武天皇は仏教を飛躍的に繁栄させ、天平文化を絶頂にしましたね。だから天皇としての存在感はすごく大きいのです。

　聖武天皇は藤原氏の影響か、聖徳太子に強い憧れがありましたから、行基が仏教中心の国づくりを進言したのでしょう。行基は始めは許可なく僧になったり、布教したりしたので取り締まられ、集会を禁じられたりしますが、都近くに一万人以上の大集会を主催するなど民衆への影響力も絶大でした。橘諸兄は行基を利用することを考え、恭仁宮の予定地に寺を作って行基に与え、そこで聖武天皇と会わせます。そこで聖武天皇はすっかり行基に帰依してしまうのです。
山上の聖都、そこに大仏を造るなどのアイデアは行基のものだと思われます。それに行基は聖徳太子の生まれ変わりだという噂があったらしいですから、聖徳太子を尊敬していた聖武天皇にすれば帰依したくなるのも当然です。

　宗教が絡んできますと確信犯ですから、本人は慈悲の気持ちです。この世を仏国土にし、衆生を救おうという気持ちです。せっかく帝になったのだから、仏教を盛んにして苦しんでいる民衆を救うのだという使命感があるわけです。実際彼は自然災害や国の乱れなどがありますと、自分の徳が足らないからだと深刻に反省し、落ち込むタイプだったのです。自分の非力というのを痛感し、その責任をすごく感じる人だったのです。

　実際は寺を建て、大仏を造りますと、それだけたくさんの僧侶も要りますね。経費はどんどん嵩んでいって、それが民衆の負担につながるわけです。それでも平城京を棄てるという発想はすごいですね。

　これは現実性はともかくとして、官僚体制への批評としては共感できます。強大な律令国家を作るには膨大な人数の官僚機構と膨大な文書の処理が行われるので、なかなか詳細を知らない帝にとっては口出しのしようがなくなるのです。また巨大な都では意思の疎通がうまくいきません。官僚機構やその人数を大胆に削減してスリムで単純な機構にするほうが、帝の意向がストレートに反映するのではないかと考えたのでしょう。それに役人を減らすことができればそれだけ人民の負担も軽くなります。

　しかし都のひとびとにとっては、狭い都になればそれだけ仕事がなくなるのではないかと戦々恐々です。それに不便な辺鄙なところでは行政効率もわるくなり、国家の弱体化につながりかねません。その上、遷都や造寺の経費は膨大ですから、地方の負担は重くなり反乱を誘うことになりかねません。

　その上、難波宮を改修して副都にする計画もありました。恭仁宮の建設がはかどらないので、難波宮を都にしようともしますが、紫香楽宮の大仏造立が気になって、紫香楽宮に行くとそこを都にすると言い出します。もともと山の中ですから紫香楽宮は宗教的な意味での聖都にして、実務的には恭仁宮か難波宮にするつもりだったのです。大仏や仏教への思い入れが強すぎて、山に篭って政治をしようというのですから、平城京に住み慣れた人々はあきれ果てて、山火事を頻発させて抵抗します。
　

天も聖武天皇を見放したのか地震まで起こって、聖武天皇は完全に行き詰まります。そして役人たちにアンケートをとり都はどこがいいかと尋ねますと、全員平城京だったということで、還都が決定しました。やむなく大仏は平城京に隣接した地に東大寺をつくり、そこに大仏殿と共に大仏を造立することになったのです。 

挫折によって平城京に戻ってからは、彼は直接政治にタッチしなくなり、皇后と台頭してきた藤原仲麻呂が仕切るようになります。そして天皇の地位も娘の阿倍皇女に譲り、もっぱら大仏造立に没頭します。

　梅原猛は、『海人と天皇』で聖武天皇が嫡流としての誇りと、海女の子としての卑母コンプレックスの相克に苦しんでいたと捉えています。光明皇后に頭が上がらないのも卑母コンプレックスから読み解けます。実際母宮子はずっと鬱病で閉じこもっていたわけですから、上流社会に適応できない下流の卑しい女であり、その血が自分の中にもあるという劣等感です。

　しかしそういう劣等感が強ければ、逆にそれを跳ね返そうとする気持ちも強くなります。それが嫡流としての誇りですね。皇国は自分のものだから思い通りにしてもいいのだという強い気持をもっていたのです。それに矛盾しますが、卑母への差別に反発して仏教的絶対平等主義の傾向もありました。自らを毘盧舎那仏という宇宙の本体仏と同一視する一方、衆生済度の気持が強く、鑑真から戒を授かり、一介の僧として御仏に仕えようという気持ももっていたのです。

　聖武天皇は、やったことは無茶苦茶で破天荒です。まさしく破綻に向かって突き進んだのですが、とても人間的な苦悩が読み取れて、私は好きですね、結局光明皇后には認められなかったかもしれませんが。それはともかくとして聖武天皇の天平文化についての功績は絶大であったといわざるを得ません。

　光明皇后は聖武天皇の暴走を抑えられなかったのですが、それは原因が藤原広嗣の乱にあり、故を糺せば彼女の不倫が原因だったからです。国分尼寺は「法華滅罪の寺」といいますが、梅原猛は光明皇后の罪の意識が反映しているというのです。もちろん自分の憧れの対象に身を焦がすという不倫が乱を呼んだというのが、直接的な罪です。でもそれだけじゃなくて、藤原氏が貴族でありながら自分の娘を皇后になって外戚支配を作り上げるために、さまざまな謀略があったわけで、いちいち相談を受けていなくても、兄たちの動きにその影を見て、藤原氏であることの罪業を皇后も感じていたはずです。

　光明皇后は不倫伝説と聖女伝説を両方もっているのです。施薬院や悲田院を設けたのですが、普通ならそういう社会事業を実現するように取り計らったということですね。ところが光明皇后はそれにとどまりません。そういう施設でボランティア活動をしているのです。病人の体についた垢を自ら洗い落としたり、癩病患者の膿を口で吸い取ったりしたというのです。これは藤原氏が目指す国家が決して国家を私物化して、自分たちだけが贅沢三昧するための国家ではないと言いたいのでしょう。御仏の慈悲を実践するための国家なのだという思いです。

４．孝謙上皇と道鏡

　朝廷の孤独地獄に喘ぎたる魂救ふに命惜しむや

　孝謙天皇は七五八年一度上皇になりますが、七六四年に天皇に返り咲きます。これを重祚(ちょうそ)と呼びます。称徳天皇になるわけです。それでいよいよ道鏡というお坊さんを天皇にしようとしたわけです。天皇は不改常典によるまでもなく、原則的に[image: image25.jpg]


は血縁によって継承されてきたことになっていたわけですが、称徳天皇は血縁なんてナンセンス、その人の徳によって一番立派な人を天皇にしましょうよと言ったのです。もちろん言い方は違いますよ、彼女は自分が即位するときに、父の聖武天皇は、次の天皇はお前が決めなさい。そしてその天皇が気に入らなければ、やめさせてもいい、奴を天皇にするのも、天皇を奴にするのも思うままにしなさい。と言ったのだと言って、それで道鏡を天皇にしようということなのです。

　『続日本紀』によりますと天皇に返り咲いたときの宣命にこうあります。

「かけまくもかしこき朕が天の先帝の御命以て朕に勅りたまひしく、天の下は朕が子汝(いまし)に授け給ふ事をし云はば、王を奴と成すとも、奴を王と云ふとも汝のせむまにまに、たとひ後に帝と立ちて在る人い立の後に汝のために礼(ゐや)なくして従はずなめく在らむ人をば帝の位に置くことは得ざれ、また君臣の理に従ひて貞(ただ)しく浄き心を以て助け侍へ奉らむし帝と在ることは得む、と勅りたまひき。」天平宝字八年十月

　そうなりますと天皇の血統というのはなくなります。それで女を天皇にすれば皇統を絶やすことにもなりかねないということで、それ以後江戸時代まで女帝は置かなかったのです。そして明治時代からは皇室典範に男子のみに継承されることになったわけですね。しかし天皇を徳で選んだり、選挙で選んだりしても別にいいわけですね。中国では徳の高い人に譲るのを禅譲といいますし、東ローマ帝国では元老院、市民、軍隊の推戴で選ばれていたのです。
 

ただ徳や選挙で選ぶという場合に、実際には軍事力を背景にして選らばれるようになりがちですから、我こそはということで内戦になりやすいかもしれません。民主主義的な政治風土がなければ無理でしょうね。

　しかしそれも公正な選び方ですよね。天皇の子だから天皇にふさわしいということはまったくありません。とくに律令においては天皇の命令は絶対ですから、とんでもない人物が天皇になったら大変なことになるわけです。その意味で孝謙上皇の見識はまことに素晴らしいといえます。何しろ天皇自ら既成の天皇制を否定してしまったのですからね。

　しかし明らかにおかしいのは、それならだれが徳が高いかを天皇が一人で判断すべきではないはずで、みんなで相談して決めましょうというべきです。そこを父帝の言葉というまことに信憑性のない記憶に頼って、私が決めるというのですから、その身勝手さにはあきれ返りますね。

　ではどうして道鏡がいいのでしょうか。そのいきさつを振り返りましょう。

　聖武天皇は七四五年に平城京に戻ってから、政治から身を引いて実権は皇后と藤原仲麻呂に任せます。そして大仏造立に専念します。七四九年に阿倍内親王に譲位し、孝謙天皇が即位します。満では三十一歳でした。初めての処女女帝の登場です。中継ぎではなく、聖武天皇の嫡子としての即位でした。しかし子供がいないので直系の皇位継承ができないという問題がでてきます。

　孝謙天皇が即位した年に藤原仲麻呂が皇后宮の長官である紫微中台になり、皇后と仲麻呂による支配体制が確立しました。ですから光明皇太后に柔順な象徴的な天皇だったのです。その意味で七五二年の大仏開眼供養で舞を奉納したのです。五節・久米舞・楯伏・踏歌(あられはしり)などの歌舞ですね。女性天皇ならではの華麗なものだったでしょうね。唐・天竺からの来た人の歌舞の奉納もあり、国際的な大イベントだったようです。
(写真は大仏開眼供養で晴れ舞台の記念に両親と記念写真を撮った孝謙天皇？)
[image: image3.jpg]



　七五六年に聖武上皇が崩御されたときに、遺勅で天武天皇の第十子新田部皇子の子道祖王(ふなどおほきみ)を立太子したのです。ところが翌年孝謙天皇は、道祖王が太上天皇の喪中にも関わらず侍童(じどう)と密通して、民間に機密を漏らし甚だ不行跡であるとし、廃太子を議したといいます。

　

聖武上皇にすれば道祖王を孝謙天皇と男女の関係にし、その子に皇位継承すれば直系相続ができると思ったのでしょう。その旨を道祖王に示唆していたので、道祖王は孝謙天皇にモーションをかけたと想像されます。ところが孝謙天皇はプライドが高いのでセクハラとしか感じなかった。表向き侍童と密通ということで問題にしましたが、裏にはどうもそういうことがあるようです。侍童と密通とはいわゆるお小姓とのホモ・セクシュアルです。

　孝謙天皇は自分を抱けるのは最高の男性でなくてはならないと思っていた筈です。当時最高の男といえば男ぶりからも知恵からも権力からみても南家武智麻呂の次男藤原仲麻呂しかいないわけです。仲麻呂は皇太后を支えて権勢を振るっていました。皇太后より五歳年下でした。皇太后は挫折して政治から身を引いた聖武天皇に代わって仲麻呂を使って朝廷を切り回していたのです。兄の橘諸兄も現役でしたが何しろ遷都の失敗で、諸兄の権威も失墜していましたから。

　梅原猛は皇太后と仲麻呂は当然男女の関係だったと見ていますね。仲麻呂にすれば夫に代わって務めを果たしている皇太后を立派でけなげと思い、命がけで支えようと思ったでしょうから、仲麻呂も本気でした。玄昉との不倫では罪の意識を感じていた皇太后も、仲麻呂とは同志的な関係でもあり、聖武天皇は挫折して閉じこもっているものですから、不倫という感覚はなくなっていたでしょう。

　皇太后にとって気がかりなのは娘である孝謙天皇の女としての幸福です。三十路になっても精神的に自立できていなくて、基皇子が亡くなったために、皇太子となり配偶者を見つけることもできなかったのです。吉備真備が皇太子の教育係でしたが、年齢差も大きくあくまでも師として尊敬していただけで、男女関係ではなかったと思われます。それに対して仲麻呂なら母との関係があるものの一回りほどしか年齢差もなく、男性として意識したことは大いにありえます。道祖王が駄目なら仲麻呂に頼むしかないと皇太后も考えたかもしれません。

　仲麻呂にしても皇太后も齢を重ねていきますから、やがては孝謙天皇と組む以外になく、そうしますと男女関係になっておいた方が、何かとやりやすいわけです。皇太后からもそれとなく頼まれると断れません。しかし仲麻呂は孝謙天皇に対しては少しも燃えるものはありません。たとえ抱いても何か職務的な感じで白けてしまっているのです。プライドが高い孝謙天皇にはそれはとても耐え難いことです。 

道祖王を廃太子して代わりに天武天皇の皇子である舎人親王の皇子大炊王が立太子します。孝謙天皇が推挙したことになっていますが、大炊王は藤原仲麻呂の子・真従（まより）の未亡人である粟田諸姉を妻として、仲麻呂の私邸に住んでいたようです。

ですから仲麻呂にとって子飼いの天皇ができるということになります。それと知って大炊王を推薦したとしたら、孝謙天皇と仲麻呂の関係も性的なものを含む寵愛関係にあったのじやないかと邪推してしまいますね。

　早速翌年七五八年に孝謙天皇は淳仁天皇に譲位します。この段階では孝謙天皇にはまったく権力への執着心はありません。皇太后と仲麻呂の傀儡に過ぎないのですから無理もありません。かたぐるしい儀式ばかりやらされて、その実何の力も振るえないということで馬鹿らしくてやってられないと思ったかもしれません。

　淳仁天皇は即位後すぐに藤原仲麻呂に恵美押勝という美称を贈りました。そして七六〇年には太師(太政大臣)に任命します。ところがこの年に光明皇太后が亡くなるのです。孝謙上皇はこれで両親を亡くしてしまったわけです。満で四十二歳ですが、これまで両親と共に歩んできて、天皇にまでなったのに、今や平城京の巨大な砂漠の中でたった一人に成ってしまったと実感したのです。
 

藤原仲麻呂が光明皇太后に捧げたような情熱の何分の一でも孝謙上皇に捧げていたら、あるいは孤独地獄には陥らなかったかもしれませんね。でも仲麻呂にすれば子飼いの天皇も実現したので、孝謙上皇には何の関心もなかったのです。光明皇太后の喪中ということもあり、孝謙上皇とはすっかりお見限りです。 

仲麻呂は近江に天皇や上皇用に保良宮という保養地を作りました。そこで孤独地獄から重い鬱病に陥った孝謙上皇を治療させたのです。七六一年保良宮で孝謙上皇を治療したのが道鏡です。この治療ですっかり道鏡が気に入り、道鏡を天皇にしようという超飛躍した話にまでなるわけです。
 [image: image4.jpg]



道鏡と上皇との間に男女の肉体関係があったかどうかということが議論になっています。実際いろんな歴史書で二人の下半身スキャンダルが書かれていまして、道鏡は性豪になって寵愛を勝ち得るために、蜂に男性自身を刺させて巨根にしたなどとまことしやかに書かれています。しかしそういう史料はみんな平安時代後期からのもので、そこから史実と考えるのは無理があるようです。

　しかし淳仁天皇とのトラブルになったのは、保良宮であまりにいちゃいちゃしすぎたせいでした。それを、天皇に注意されて上皇が切れていますので、まあそこから男女関係を想像されるのは無理もありません。ただ両者とも僧籍にあります。つまり鑑真から戒を授かっていて、セックスはしませんと御仏に誓っているわけです。そこで仏教関係者は当時の戒律の厳しさから言って両者に性的な関係があったなどとは考えられないと言います。坂口安吾も、上皇と僧侶の気高い精神的な深い交流として解釈しています。

梅原猛は両者は真剣に愛し合った、つまり純愛だったといいます。だから性欲に溺れて誑し込まれたような関係とは見なすべきではないということです。でも梅原猛は、二人の関係がセックスレスだったとは考えていません。たしかにセックスしていたら純愛でないとはいえませんからね。渡辺淳一いわく不倫こそ純愛だということらしいですから。もっともふたりは不倫というわけでもありません。結婚していないわけですからね。

　しかしこの二人、どうして純愛というものが成り立つのでしょう。上皇とそれを治療する僧侶という関係ではとても成り立ちません。阿倍皇女は朝廷の中で聖武天皇や光明皇太后との関係においてのみ存在価値があったわけで、そこにこだわる限り、本当の人格的な人間関係を取り結ぶことなどできないのです。ですから道鏡は彼女が天皇であったこと、上皇であることを棄てさせなければなりません。あらゆるしがらみや過去を断ち切って、一人の女としての自分に立ち返って、そこから生き直す覚悟が必要だったのです。
 

そんなことはあり得ない。彼女は太上天皇だから、それをやめることなどできっこないと思われるかもしれません。たとえ現実的にはそうでも、自分の中で上皇であることを棄てたと納得できればいいわけです。
しかし自分の聖性に強いアイデンティティがある以上それはできません。だから道鏡は治療で彼女の太上天皇としての聖性を徹底的に否定し、陵辱しなければならなかったのです。しかし上皇の聖性を陵辱すれば、道鏡は不敬罪で死は免れません。もちろんそんなことは承知の上で、命がけで徹底的に彼女を陵辱したのではないかと思われます。

  つまり治療は密室同然の空間で行われました。といってもここからは私の全くの幻視ですよ。歴史文学の世界です。実証史学ではありません。でもそこまでやらないとあり得ないことではなかったかといいたいのです。

　道鏡の前に吉備真備が治療に当たっているのです。宿曜秘法を使ったといわれていますが、その中身はよくわかりません。髑髏を使った占星術を治療に応用しているわけです。これが効かなかったから道鏡の出番ですが、彼も宿曜秘法を使ったといわれます。

　正直言って、太上天皇の聖性を汚すにはどうしたらいいのか、しかもそれが治療として成功し、その結果道鏡を男としても受け容れるそういう方法は？

私はこれは何かとんでもないことをしたと思うのです。罷り間違えばというより、ほとんど確実に死刑になりそうなことをした。「あんたの母ちゃんでべそ」みたいなことを言っても、それこそ死刑になるだけですね。中途半端は駄目です。どうせやるなら徹底的に命がけでやらなきゃ。 

　http://www7a.biglobe.ne.jp/~yasui_yutaka/amatotennou/doukyou.htm
私は、右のサイトにそれを書きましたが、大変勇気が要りました。「物の怪調伏」と唱えて、杖で叩くのです。つまり上皇の孤独の哀しみが固まって物の怪になってとり憑いたとして、それを追い出すと言って、恐怖で動けなくなるまで打ち据え、その上、髑髏で体中撫ぜ回します。途中で上皇が本当にショック死するリスクもありますが、それは覚悟の上ですから、ぎりぎりのところで行ったのです。

　それで御終いでは駄目ですよ。聖性を完膚なきまでに陵辱しなくてはいけません。相手は上皇ではなく、とりついている物の怪ということにするのです。そこで恐怖のあまり失禁した上皇の糞尿を体中に塗りたくる、それぐらいやったんじゃないか、これは効きますね、全く聖性を否定し切る行為です。 

でもそこまでやれば完全に死刑ですね。しかし僧たるもの本当に孤独地獄に苦しんでいる魂を救えるなら、自分は死刑になったっていいですよね。上皇だって糞尿の塊にすぎないわけです。何を天武天皇や持統天皇の直系だとふんぞりかえっているんだ、このウンチの塊！というわけです。ついでにこれでも食らえというわけで、自分の小便をぶっかけます。もちろん相手は「物の怪」です。上皇の体に憑依している「物の怪」にぶっかけるのです。 

これだけでははっきりいって余計に上皇の精神を破壊するだけで、救うことはできません。道鏡自身も糞尿にまみれ、自分の命にかけて上皇様をお救いすると、殺し文句をいいまして、強姦するわけです。

　ここまでやらないと愛のメッセージになりません。相手に通じないわけです。朝廷という地獄から魂を救い出すということですね。それには一人の女に返してやらなければならない、徹底的に聖性の仮面を剥がし、素っ裸の糞尿にまみれた女に返して、それを仏の慈悲で抱きすくめなければならない、そのために不邪淫戒に触れたとしてそれがなんでしょう。別に死刑になっても、地獄に落ちてもいいんだぞということです。 

藤原仲麻呂は光明皇太后に義理立てして抱いてくれたけれど、少しも自分を危ないところに置いてまで愛そうとはしてくれなかったわけですね。道祖王も聖武天皇の入れ知恵で皇統を守るためにはこれしかないみたいに言って迫ってきた。本当に孤独な魂を救おうと命を投げ出したわけではないわけです。ところが道鏡はどうですか、そんなことをすれば九分九厘死刑と分かっていて、孤独地獄に苦しんでいる魂を御仏の慈悲の実践として命を投げ出して救おうとしてくれているわけです。

　でももし上皇に聖なる血統に対する疑問や反発の要素が微塵もなかったら、この道鏡のパフォーマンスは通じたでしょうか？恐らく無理でしょう。彼女の祖母は海女の出身で皇室生活に適応できずに三十六年間息子と対面を果たせなかった。ずっと狭くて暗い堂の中に閉じ籠っていたのです。父聖武天皇は卑母コンプレックスに悩みながら、ついに傀儡から脱却して仏国土の理想国家作りに踏み出したけれど、挫折して引き籠ってしまった。天皇の血統といっても結局、藤原のお飾りでしかない。 

それに天智天皇や天武天皇の血を引いているとしてもどれだけ貴い人物がいるのだということですね。孝謙天皇が未婚で子がいないので皇位継承をしようとなると、変態的な道祖王やニートみたいな仲麻呂の居候大炊王しかいない、人間としてまったく嘔吐すべき対象でしかないわけで、これが天皇の血統の聖性の正体だということですね。
 

そういうことを彼女は感じていたのではないか、それで糞尿にまみれる事によって、一人の女に帰ることができたのです。ですから道鏡も偉大だけど、私は孝謙上皇も偉大だと思いますね。なかなか太上天皇(上皇)が一人の女に帰るということはできませんし、皇統を否定することはできません。
 

それはやすいゆたかの全く不敬極まりないおぞましい妄想的な幻視でしかなく、何の証拠もないじゃないかと言われるかもしれません。ではどうして孝謙上皇の病気が治り、しかも道鏡に深く帰依し、天皇にしようとまでするようになったのか、他に説明がつきますか？

私はただ優しい言葉をかけ、悩みを聞いてあげたとしても、それに対して素直に心が開けるような状態なら、恩師の吉備真備がとっくに治癒していたと思います。
 

 説明がつかないものだから、女帝は恐ろしいと思われたのです。性欲さえ満たされたら天皇の位をくれてやろうとさえするし、日本の国が滅んでもいいんだという認識です。それで女帝を避けてきたわけです。女は下半身で考えるということですね。こんな失礼な女性差別はありません。
血統ではなく徳によって皇位を継承すべきであるというのは、それなりに立派な見識ですし、彼女の皇室生活の総括から出てきた結論です。しかも儒教的にも正論なのです。

　とはいえ、道鏡の偉大さというのはあくまでも上皇にとっての個人的なものでして、政治家として道鏡になんらかのポリシーがあったわけではなく、政治的手腕もゼロでした。だからもし道鏡が天皇になっていたら、たちまち貴族官僚は離反し、内乱になったでしょうね。だから和気清麻呂のやったことは正しかったのです。

　この孝謙上皇と道鏡のコンビが七六二年に淳仁天皇の実権を奪い、藤原仲麻呂を圧倒します。どうも藤原氏の中でさえ、仲麻呂の専制政治は反発を買っていたのが原因らしいですね。そして七六四年に仲麻呂を乱に追い込み滅ぼしてしまいます。それから見事に称徳天皇として返り咲きます。
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　いよいよ道鏡を天皇にしようとしますが、和気清麻呂などの活躍でなんとか阻止されます。血統でなく徳で皇位継承をするように国家の律令体制を改変するだけの能力も余地も当時の貴族官僚体制にはなかったわけで、称徳天皇はもう邪魔な存在でしかなくなったわけです。
写真は宇佐八幡宮
そこで七七〇年、天皇は道鏡の本拠につくった由義宮で発病し、平城京に戻され、そこで亡くなりました。噂ではまともな治療を行わなかった、見殺しにされたということです。

まとめにかえて

　魂が聖と俗の間を揺れ動いて苦悩しているのがよく分かりますね。天皇が中心の律令国家体制が確立したばかりの奈良時代でさえ、天皇親政は困難だったということです。その意味では象徴天皇制こそ日本の伝統なのです。 

そして万世一系の皇統という幻想的な価値を引き継ぎ、自分の肩に背負わされた皇室の人々が、その聖性によって魂をいかに深く傷つけられ、病まざるを得なかったのかがわかります。元明天皇と元正天皇についても是非ふれたかったのですが、とても時間的に無理です。下のサイトに「中継ぎの女帝たち」として論じています。

http://www7a.biglobe.ne.jp/~yasui_yutaka/amatotennou/nakatsugi.htm

　歴史学を科学として展開する場合は、史料からここまで分かっているというように論じるわけですが、しかし我々にとっては、分かっていない部分をどう想像するか、推理するかが重要なのです。ですからむしろ歴史文学の領域ですね。文学的想像力でどこまでリアリティの感じられる歴史像を提供できるかという問題なのです。

　なぜ聖武天皇は、豹変して平城京を棄て、遷都を繰り返したのか、現存する史料を如何に並べても分かりっこありません。彼の魂の苦悩に迫るしかないわけです。彼が身に受けた天皇家の嫡男としての血、海女の子としての血、不比等の娘安宿媛(光明子)に認められたいという思い。それらから出てくる聖徳太子の夢を実現しようという天皇としての野望ですね。そういう様々なものから彼の苦悩の中身が構成されているわけです。

なぜ孝謙上皇は道鏡に惹かれ、復位してまで道鏡を天皇にしようとしたのか、これを下半身の欲望からだけ説明してしまっては、彼女の行動のラジカル(根源的)な意味がつかめません。何を彼女は言いたかったのか、人間にとって何が大切か、国家は何のためにあるのか、天皇である前に人間であることは可能なのか、愛とは何かを非常にストレートに問いかけています。
 

これも史料だけでは分かりませんね。男女関係があったかなかったかもはっきりしません。史料が古いか新しいかとか、仏教の戒律がどうだとかにひっかかって、判断がつかないのです。でも道鏡を天皇にするという意味ですね、これは天皇であった彼女にとって、根源的な価値転換、自己否定を伴っているわけです。血統で皇位を決めることへの批判ですからね。 

そこから彼女の身に何が起こったのか、それはきっとすごい衝撃的なことが道鏡によって引き起こされたに違いないわけです。幻想の聖性を無理やり剥ぎ取られ、一人の裸の女、裸の人間に立ち返るような、そういう激しい愛の攻撃が、命がけであった。
それは一見、驚愕すべき、おぞましき、身の毛もよだつ行為であったかもしれないということです。でも彼女は聖と俗の矛盾を抱えていたので、そこから真実の愛を，仏の慈悲のメッセージをしっかりと受け止めることができたわけです。それで朝廷という孤独地獄から救い出されたわけです。そうでなければ天皇位を一介の僧にくれてやるというようなことを思いつくはずはありませんね。

　このように歴史を通して人間の真実を読み取るということが求められるわけです。ですから歴史学は単なる科学でとどまってはならないわけで、心理学、倫理学、人間学そして哲学でなければならないわけです。根源的に問い直すというのが哲学ですから。

もちろん歴史学も実証可能性を前提にする科学にとどまるべきだという反論もあるでしょう。しかし、歴史的事実というものは、再現可能ではありません。ですから自然科学的な意味での実証はできないので、あくまでも史料からいって、矛盾なくこのような仮説で解釈することが可能だということしかできないわけです。
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イエス復活の謎


１．イエスの復活はデマゴギーか

　 
イエスには子孫があるかどうかより復活したかが真の問題
今日は十二月二十三日天皇誕生日であさってがクリスマスですね。イエス・キリストの誕生日ですね。と思い込んでいる方が多いでしょうが実は、ミトラ教という太陽信仰の宗教が冬至が陽光が一番弱くて、これから陽光が強くなっていくので太陽のお祭りをしていたので、これを世の光と呼ばれたイエスの降誕を記念する日にしようということになったのです。イエスの誕生日についての伝説はないのです。ですからベツレヘムで生まれたというのも信用できません。

さてみなさん、人類の歴史で最大の謎の一つであるイエス・キリストの復活を取り上げます。『ダ・ヴィンチコード』が映画化されてすごい話題になりましたね。あれはイエスとマグダラのマリアが夫婦であって、その娘がいてイエスの血統が受け継がれているのではないかという話題でした。
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　もしそうなら何か困ることがありますか？カトリックなどは強く反発していますね。でも『新約聖書』の福音書というイエスの言動を記録した部分を読んでも、マグダラのマリアと夫婦関係や性的関係がなかったとは書いていません。別にイエスに子供がいても支障はないはずです。それがイエスを人間くさく描くと、神聖さが損なわれるということで反発しているようですね。イエスが人間であるということは『新約聖書』で否定されているわけではありません。ただイエスには聖霊が宿っていたことになっていて、そこが特別ですが、だからといって性欲がなくなったりすることはありません。

  そういうことは実は今となればどうでもいいことですよね。イエスが本当にメシアつまり救世主かどうかが問題のはずです。そして本当に復活してそれを証明したのか、そういうことのほうが大切です。しかしそういうことは、キリスト教徒にとってはすごく大切だけど、イエスを信仰の対象にしていない大部分の日本人にとっては、関わりのないことでしょうか。

つまり日本人の大部分はイエスの復活なんかインチキに決まってると思っています。本当に処刑されて殺されたのなら生き返るはずはないので、復活がうそか、処刑がトリックだったかどちらかだろうということですね。
あるいはイエスなんて本当にいたのという人もいます。十九世紀にヨーロッパでもそういうイエス架空説が一時流行したのです。「聖徳太子は実在したか」みたいな議論ですね。たしかにローマ帝国やユダヤ教側の史料からイエスの実在は証明しきれないので、基督教団のデッチアゲの可能性も皆無ではありません。
しかしキリスト教を立ち上げたイエスの弟子たちも含め、みんな殉教を恐れずたくさんの犠牲者を出しても、武器を取らずに布教を続けました。そこにはやはり真面目な信仰があったと思われます。架空の人物への信仰からとは思えませんね。ですからイエス架空説も次第に鳴りを潜めていきました。

問題はイエスの復活です。当時のキリスト教徒の中にも奇跡を信じない人びとがいました。霊魂の不滅を説いたグノーシス派は、肉体の復活にこだわることを退けたのです。つまり復活を精神的事件として受け止めようとしたのです。イエスが弟子たちの心の中に生き続けているのが復活だというように受け止めたわけです。しかしまだイエスの直弟子たちが生きていたので、それじゃあイエスの復活を見たという俺たちは嘘をついていることになるじゃないかと頭にきて、そういう連中を破門してしまったのです。
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　キリスト教というのはやはりイエスの十字架と復活ですね、これが原点です。この体験の意味を問い続けているのです。それ抜きにキリスト教を語っても、全くピントはずれです。ですから、イエスの復活について、これを全くのデマゴギーみたいにみなすのは、キリスト教との対話を閉ざすことになります。弟子たちがイエスの復活を体験した、そのことを認めたうえで、キリスト教と非キリスト教との対話というのは成り立つのです。

異文化理解、宗教対話というのが今日大切ですね。その場合、相手を全くのインチキ宗教と決め付けて、その上で対話しますと、相手から学べませんし、相手の憎しみを増幅させるだけです。それで私は、イエスの復活体験を弟子たちはしたのだとしたら、どうしてそれは可能だったか考えるということですね、そういう態度をとるべきだと思うのです。

イエスの復活体験は、イエスが本当に復活した場合でなくても、起こり得るということです。幽霊を見たという人がいますね。それはみんな嘘でしょうか。幽霊が実在しないとしても、幽霊を見るという体験は成立します。イエスが実際に復活していなくても、復活したイエスを見るという体験も可能なのです。

  もちろんそれは余程の事がない限り起こり得ません。しかし余程の事があったからキリスト教というのができたわけです。滅多に起こりえないことが起こって、体験した人びとはイエスの復活に違いないと信じ込んだということです。そういう凄い事がないのに、キリスト教なんていう復活信仰の教団が立ち上がって今日まで続き、世界一の信徒数を誇っていることは有り得ないわけです。

　もちろんキリスト教徒は神がイエスを復活させたと信仰していればいいわけです。でも非キリスト教徒はそこまでは信仰できません。ですから別の説明が可能ではないかということです。もし別の説明が可能なら、イエスの弟子たちは確かに復活のイエスを体験したけれど、それはこのような事情からだと推測できるわけです。そうしますと、キリスト教をまともな宗教として理解できますから、謙虚にキリスト教徒との対話ができるということです。

　そう考えますと、福音書の記事も彼らの宗教的真実を語ったものとして受け止めるべきだということになりますから、嘘の塊みたいに解釈する必要はないわけです。かといって宗教ですから、信徒の信仰を妨げないようにある程度の粉飾や修正はあるわけで、文字通りに受け止めることはありません。各福音書の間にも違いがありますし、オーバーな表現やイエスの神格化に伴う神秘化やごまかしも当然含まれます。

　でも福音書には、彼らが宗教的真実を語ろうとしている限り、イエス復活の謎を解く鍵が含まれている筈です。

　

２．イェルサレムへ

 人の子はクロスにつくが運命でも復活信じいざイェルサレムへ
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特に今日は復活に至るイェルサレムでの八日間に焦点を合わせて、復活の謎解きをしたいと思います。この八日間をドラマ化したのが「イエス受難劇」です。映画『パッション』をご覧になった方もおられるでしょう。イェルサレムに日曜日に入って、次の日曜日にはイエスは復活したわけです。

　このイェルサレム入城はイエス教団の起死回生を狙ったものです。イエスのイェルサレム入城の神殿乗っ取り計画は失敗し、最高法院から総督に引き渡され、十字架刑に処せられるが、必ず復活すると予告していたのです。つまりイエスには処刑されても復活するという自信があったのですね。それはどこからきているのでしょう。

　イエスが神の霊が処女マリアに宿って誕生した生まれついての神の御子という信仰がありますが、これは眉唾なのです。イエスは元々はダビデ王の子孫だからメシアつまり救世主だと名乗っていたわけです。
念のために言っときますが、メシアのギリシア語がキリストですよ。イエス・キリストというのはイエスは救世主だという信仰告白なので、名前がイエス・キリストではないのです。
系図では、ダビデ王の子孫は父の大工ヨセフなのです。ですから処女マリアに神の霊が宿ったのならヨセフの実子ではないので当然メシアの資格がないことになります。ですからイエスの生前には、処女懐妊説話はなかったのです。ユダヤが解放戦争に敗れた紀元後七〇年以降に処女懐妊説話が作られたといわれています。

  つまりイエスは、神の実子だから復活するというわけではないのです。そうではなくて聖霊を宿していると確信していまして、聖霊があれば復活できると考えていたのです。それでは聖霊が処刑されたイエスから出て、弟子に入ったとすると、弟子の中にイエスの精神が引き継がれるグノーシス派の精神的復活論の方が、弟子たちが体験したという肉体的復活論よりもイエス自身の復活論には近かったことになりますね。実はそうなのです。事態はだからイエスの予想を超えて進んだのです。

３．ガリラヤのイエス教団

トーラーによるのではなく人の子の聖霊によれ救いの道は

それにしてもなぜイエスはイェルサレム神殿に乗り込もうと決心したのでしょうか。逆に言えば起死回生を狙わなければならないほどイエス教団はなぜ行き詰っていたのでしょうか。
イエス教団は実はパレスチナの南の方のユダヤ地方ではなくて、そこから百キロメートルほど北に離れたガリラヤ地方で布教していたのです。その布教の仕方は、「山上の垂訓」などで有名な説教ですね、「貧しいものは幸いである。天国はかれらのものである」という「幸せの説教」などです。

それだけではイエスブームにはなりません。エクソシズムつまり悪霊払いのパフォーマンスです。悪霊がとりついて起きる肉体的精神的疾患を治していたのです。彼の奇跡があまりにも見事なので、多くの民衆がガリラヤ湖の周辺に集まったのです。

　イエスと対立していたファリサイ派などは、彼の悪霊払いがあまりに見事なので、それをインチキだと攻撃することができなかったので、イエスは聖霊の力で悪霊を退治しているのではなくて、実は悪霊の親玉ベルゼブル(巨大な蝿としてイメージされているらしい)がイエスにとりついて悪霊たちを追い払っているのだと攻撃したのです。
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イエスは、悪霊の親玉が悪霊共をやっつけるなんて荒唐無稽だと反論したのですが、実はこのファリサイ派の攻撃が効いたのです。なにしろイエスの母マリアや弟たちが悪霊に取り付かれたと心配してイエスを引き取りにやってきたぐらいですから。

　これにはファリサイ派とイエス派のイデオロギー対立が象徴的に現れました。つまり救いは何によってもたらされるのかという対立です。ファリサイ派は律法（トーラー)を遵守することによってもたらされると説きました。それに対してイエス派はメシアの聖霊の力だとしたのです。

　唯一絶対の超越神ヤハウェはイスラエルと契約を結んだのです。律法を守ればイスラエルに栄光を与えると。そこでファリサイの律法学者たちは律法を民衆に読み聞かせて、これを守ればイスラエルが全地を支配するようになると教えたのです。その代わり守れないと、神は異民族を強くされて、イスラエルは異民族に支配されて惨めな状態に陥るわけです。
司祭階層であるサドカイ派や富裕層で構成されていたファリサイ派の人びとは律法をなんとか守ることはできたかもしれませんが、貧しい一般民衆である地の群れ（アムハーレツ）は、安息日だからといって休めませんし、生きていくためには、窃盗や売春をすることもありました。それに安息日に行き倒れを助けると安息日の律法に背き、助けないと隣人愛の律法に背くという、土台無理な律法もあったのです。

　ともかく金持ちはなんとか律法を守れても、貧乏人は守れないとすると、貧乏人はこの世でゲヘナ（地獄谷）のような苦しみを背負いながら、次の世もゲヘナが約束されているということで、律法は絶望しかないわけです。それに比べてファリサイ派はこの世で律法を守ってしかも豊かな暮らしができますし、次の世もパラダイスということですね。ですから地の群れはファリサイ派の説教師たちを憎んでいたといわれています。

　そこでイエスは「貧しいものは幸いである。天国は彼らのものである。」といきなり言ったわけです。しかも｢金持ちが天国に入るよりはラクダが針の穴を通る方がもっとラクダ｣と言ったのです。つまりイエスはあべこべになるといったわけです。今貧しい人、苦しんでいる人、哀しみにくれている人こそ、次の世はパラダイスだ。その代わり今富んでいる人、喜んでいる人は次の世ではゲヘナだぞというのです。こりゃあ絶望していた貧乏人にとってはいよいよ待ち焦がれたメシア登場だと思いますよね。

イエスに言わせれば、ファリサイ派が律法を守っているというのは実はとんでもない欺瞞です。だって彼らが律法を守るのは自分がパラダイスに入るためですよね。としますと「汝の隣人を愛しなさい」という律法を守って人に親切にしても、あくまでも自分の欲からですから、少しも愛情ではないのです。これは隣人と神を欺く行為でしょう。神からすれば絶対ゲヘナですね。第一富や権力を持っている人はそれを維持することで頭がいっぱいで、貧しい人々の苦しみなんか気にかけていられません。

他方、地の群れは今日一日の糧を得るのに精一杯で、なんとか神の御恵みを頼り、隣人と助け合って暮らしていくしかないわけです。イエスはガリラヤの寒村を回っていましたから余計にそれは実感したでしょうね。ですから個々の律法は守れなくても、一番肝心の「神への愛と隣人への愛」に生きていれば、そのために個々の律法は字句どおり守れなくても、その精神は成就しているということで、神的にはオーケーですよね。

　というのは神は決して律法を授けて人々を苦しめ、試してやろうというのじゃないはずです。イエスにいわせれば神は天の父だというのです。彼は「おとう」みたいな俗語で神を表現します。おとうなんだから子供たちをいじめて喜ぶはずがないので、二つの愛に生きていれば、あとは神の愛を信じなさい、大丈夫だよという言い方をするわけです。この世で苦しめて、次の世でも苦しめるそんな薄情な神だと捉えること自体不信仰の証拠だということですね。

　このことが分かりますと、律法にこだわらずに、二つの愛に生きればいいわけですから、それだけで大きな救いになりますね。絶望から脱却できます。それに神の国はこの二つの愛に生きる我々の中にすでにあるということです。そのことに目覚めれば、たとえ経済的に貧しくても精神的にはゆたかな生活ができるのです。それが実感できるようにイエス教団は、後に信徒を集めてカファルナウムというガリラヤ湖畔の寒村に「神の国」という共同体を作って暮らすようになります。

　イエスは｢二つの愛｣に生きることが律法の成就だという考えに到達したことで、これで地の群れを救えると確信し、そのことに思いついたのは天から聖霊を授かったからだと受け止めたのです。そしてその聖霊の力で悪霊を追い払って、人々を救えば、やがてユダヤや全人類も救えるかもしれないと考えるようになりました。それで悪霊払いをしますが、その際に画期的なパフォーマンスを考え付いたのです。

　聖霊や悪霊は目に見えません。ですからイエスが自らに宿っている聖霊の力で悪霊を払ってもだれにも見えませんから、信用してくれません。信用しないと効いた気になれませんから、効果もありません。そこで弟子を悪霊役者に仕立て上げて悪霊芝居を打ったのです。これは命がけですよ。芝居だとわかると民衆をだましたということで、皆殺しは免れませんからね。民衆は巧みなトリックで悪霊が追い出されるのを見て、すっかりはまってしまったのです。

　ところがイエスにとりついているのは聖霊ではなく悪霊の親玉だというのが、ファリサイ派の攻撃でしたね。すっかり聖霊の技と思わせて、聖霊を宿すメシアによってのみ救われるという教説が広がりますと、だれもユダヤ社会を成り立たせていた律法を省みなくなり、律法秩序が解体してしまうことになるわけです。そうすれば後は悪霊の天下になってしまうというのがファリサイ派の論理です。そういわれればイエスに宿っているのが聖霊か悪霊かどうして見分けられるのかということですね。預言者たちは偽メシアに用心するように預言していますから、民衆は引いてしまいます。

４．「命のパン」の教説―教団大分裂
血を飲みて肉を食べてや人の子の終わりの日にぞ甦りなむ

財政的に苦しくなったイエス教団は、｢神の国｣の出家信徒を減らさざるを得なくなりました。それで仕方なく、イエスが爆弾発言で信徒たちを脱会させるのです。それが「命のパン」の教説です。

　「私は天から降ってきた生きたパンである。このパンを食べるならば、その人は永遠に生きる。私が与えるパンとは世を生かすための私の肉のことである」（ヨハネによる福音書第六章46節）

と自分の肉を食べなさいというとんでもない表現をしたわけです。よく読んで考えますと、私の肉というのはイエスの教えのことで、それを血肉化しなさいという説教ともとれますが、あまりに例えにしては過激な表現ですね。

イエスを食べるということはイエスが人間である以上カニバリズム（人肉嗜食）であり、『バイブル』では最も犯してはいけないタブーです。それをイエスの方から言い出すなんてとんでもないわけです。もし比喩で言ったのなら、説明を求められたときに、はっきりさせるべきなのに、イエスは同じことを繰り返すのです。

（同53節）「私の肉を食べ、私の血を飲む者は、永遠の命を得、私はその人を終りの日に復活させる」と。

　それで大部分の信徒たちは呆れ果てて去っていきます。残ったのはですから、イエスの肉を食べる聖餐派ですね。もちろん比喩的に聖餐を解釈した人も残ったでしょう。イエスが生きている間はイエスの肉をイエスの言葉や教説と比喩的に解釈すればいいわけですが、実際にイエスの死という場面においてはどうでしょう。イエスの「命のパン」の言葉を聴いていますと、食べないと永遠の命を得られないと思うのではないでしょうか。これが前置きですね。「最後の晩餐」の伏線ですよ。

　その後もイエス教団はジリ貧になります。そこで起死回生でイェルサレム神殿に行こうということになったのです。

５．過越祭とメシアのパフォーマンス

過ぎ越しの祭りの日には我こそはメシアてふ人神殿に立つ

過越祭というのはユダヤ教最大の祭りです。どうも過越祭の一週間前には、祭りを盛り上げるために、我こそはメシアなりという人物がイェルサレム神殿でパフォーマンスを見せてもよいことになっていたようですね。その代わりロバに乗って武器を持たずに平和的に入城しなければならないことになっていたようです。イエスはそこで民衆の支持を得て、神殿権力を一気に奪取しようともくろんだのです。

　その代わり偽メシアと分かりますと、おとなしく引き下がるわけですね。ただその際にとんでもない危険な人物だということになりますと、神殿権力によって捕まえられて、最高法院（サンヘドリン）で裁判にかけられます。死刑となると当時はイェルサレムのあったユダヤ地方はローマの直轄領だったので、総督に引き渡され、ローマ権力によって十字架にかけられるということになっていたのです。

ですからイエスは、イェルサレムに向かうにあたって、自分は捕まえられて処刑されるけれど三日目に復活すると予告しているのです。この予告は神秘的な未来予知のように思われていますが、実はそうではなく、悲観的な見通しを述べて、それでも自分は復活するから大丈夫ということを言っているのです。

  当然、ペトロ（ペテロ）たちは止めますが、イエスは計画を進めます。イェルサレム在住の信徒たちには伝書鳩かなにかで連絡を取り、メシアの入城の手続きや準備をさせています。この時に、議員ヨセフに依頼して、彼の名義で最後の晩餐の会場や墓の手配までしていると思われます。イエスは決死の覚悟で出発し、弟子たちは後からついてくるのです。

６．宮清めと悪霊払い
この宮は神の館ぞ物売りの市にはあらめ御技に障る

今の四月にあたる太陰暦のニサン月の一四日が過越祭です。その年はその日が安息日にあたっていました。その前の日曜日にイェルサレムに入城し、大歓迎を受け、神殿に入りましたが、その日は夕方になりかけていたので様子を見てすぐに引き上げました。

翌朝イエスたちは神殿で宮清めを行います。神殿の庭で商売をしていた連中を追い払ったのです。名目は神殿を金儲けに使うとは冒涜だということですが、[image: image30.jpg]


長年認められていたことをイエスたちの一存で排斥したのですから、面食らったでしょう。祭司長たちや律法学者たちはイエスをどのようにして殺すか相談したとマルコの福音書にあります。早速神殿の管理権を侵害してきたわけですから、生かしておけないと感じたのでしょう。

  私は、宮清めをした隠された理由は、イエスたちのエクソシズムのパフォーマンスの邪魔だと考えたからだと思います。やはり説教のあとで目の見えない人や足の不自由な人の治療を行っています。エクソシズムのパフォーマンスは成功で、幼児までもが「ダビデの子にホサナ(どうぞ救ってくださいという意味の掛け声)」と讃えました。エクソシズムのパフォーマンスはうまくいっても、それだけで民衆が支持するわけはありません。イエスにとりついている霊が聖霊なのか悪霊なのかは、イエスの説教から判断するしかないのです。

７．イエスの挫折

ダビデの子世々に王なりヘブライの末にあらねば技も空しき
神殿での説教には、二つの愛の教説など律法学者も感心したものもありますが、メシアの出現を求めていた民衆の期待を裏切るものもありました。本日は説教の紹介が目的ではありません。復活の謎を明らかにすることが目的ですので、なぜイエスが偽メシアという印象を民衆に与えたのかに絞ってお話します。

まずメシアはユダヤ解放の王であるということで、民衆が期待していたわけです。ですからローマ帝国の支配からユダヤを解放する指導者としての見解を示さなければなりません。ファリサイ派にすれば、もしローマ帝国からの独立を唱えれば総督に叛乱の意図ありと訴えることができますし、ローマ帝国への服従を説けば偽メシアの烙印を押すことができます。そこでローマ帝国に納税すべきかどうかをイエスに質問したわけです。当時はローマ皇帝の絵が刻印されたローマ硬貨で納税することになっていましたので、イエスは「カエサル(皇帝)のものはカエサルに、神のものは神へ」と納税をすすめたのです。

　元々地上の権力はすべて神が立てたものという捉え方があるのです。たとえ異教徒の支配する帝国であっても、神のご意志で立てられたものだから背いてはならないということです。イスラエルはみずから律法を遵守し、神への強い信仰をもてば神はイスラエルに栄光を与えてくださるけれど、律法を蹂躙し、信仰を失えば、神は異教徒の帝国を強くされてイスラエルに異民族支配の試練を与えられるわけです。ですからローマ帝国に逆らってはならないというのがイエスの立場です。これでは民衆は失望します。

　イエスにも本当はユダヤ解放の戦略があるのです。それはユダヤの民衆には理解されません。イエスは「愛の解放戦略」を説いていたのです。「右の頬を打たれれば、左の頬を出せ」「汝の敵を愛し、汝を迫害する者のために祈れ」です。ローマ帝国にすればユダヤ人から憎まれ、叛乱を起こされれば、大軍を差し向けて平定できます。しかし自分たちが虐げ、抑圧している人たちから愛され、自分のために神に祈られることによって、憎めなくなりますね。精神的に優位が保てなくなり、逆に感化されてしまいます。イエスの死後キリスト教は一度もどんなに恐ろしい弾圧に会っても、おびただしい殉教者を出しても、憎しみに愛を返す戦略を貫いて、とうとうローマ帝国を宗教的に支配してしまったのです。

イエスはメシアであるためにはダビデ王の子孫でなければならないという制約を課せられていました。それでダビデ王の子孫に相応しい話をいろいろ考えたわけです。例えばダビデの出身地のベツレヘムで生まれたというのもそうです。でもやはりナザレ人イエスと呼ばれていたようにガリラヤの首都のフォッサリアの郊外にあったナザレ村の出身という説が有力です。

　ダビデ王の子孫であることを証明する家系図が作成されていたのですが、「マタイによる福音書」と「ルカによる福音書」に別の家系が記載されています。祖父の名前からして違うわけで、これではどちらも信用できません。それでイエスは神殿でも家系がハッキリしないことを追求されたのでしょう。彼は開き直って、メシアはダビデ王の子孫でないと言い出したのです。

　「イエスは言われた。『ではどうしてダビデは、霊を受けて、メシアを主と呼んでいるのだろうか。「主は、わたしの主にお告げになった。『わたしの右の座に着きなさい。わたしがあなたの敵をあなたの足もとに屈服させるときまで』と。」このようにダビデがメシアを主と呼んでいるのであれば、どうしてメシアがダビデの子なのか。 』 これにはだれ一人、一言も言い返すことができず、その日からは、もはやあえて質問する者はなかった。」（マタイ伝　第二二章 43～46節）

　「マタイによる福音書」の著者はイエスが論破して、だれも反論できなかったというように強がって解釈していますが、イエスの答弁に民衆の期待は裏切られ、失望のあまり反論する気力がなくなった様子が伺えます。急にメシアの定義を変えられても、はいそうですかというわけにはいきません。それに偽の家系図をつくっていたのはイエスの弟子たちですね。福音書にのっているぐらいですから、それがばれて居直ったのです。その責任は重大です。だからイエスは偽メシアだったことを自白したに等しいと民衆は感じたわけです。その証拠にイエスを捕まえにきたのは神殿の兵士たちではなく、この場でイエスの言い訳を聞いていた民衆だったのですから。

  説教は月曜日と火曜日に行われたのが福音書にありますが、水曜日、木曜日のは記録されていません。つまり聴衆はほとんどなく、イエスは民衆からみはなされたということでしょう。その間に、民衆はガリラヤから過越祭に来ていたファリサイ派の学者たちから、ガリラヤでのイエス教団の悪い評判をたくさん吹き込まれたでしょう。
悪霊の親玉ベゼルブルに取り付かれて、悪霊払いをしているらしいという噂や、弟子たちが布教に失敗して町を出るとき靴のほこりを払って、審判の時にはソドムよりひどいことになると呪いをかけているとか、いかにも恐ろしいカルトだと言いふらしたのでしょうね。次第に民衆は「偽メシア」イエスを処刑しないと安心して眠れないというように思い始め、ファナティックになってきます。そのあたりは福音書は書いていません。でも推理すれば分かることです。

８．「最後の晩餐」はリハーサル

パンは肉ワインは血なり人の子の時迫りたり過ぎ越しの宴

最後の晩餐は何曜日でしょう。処刑されたのは金曜日です。ということは前日の木曜日と思いますね。残念ながらそれは不正解です。これはユダヤの暦を知らないと分かりません。ユダヤ暦では一日は夕方から始まります。ですから最後の晩餐は金曜日の始まりと共に始まったのです。土曜日は安息日ですから、処刑や埋葬はできません。金曜日に済まさなければならないということです。
　イェルサレム市街の立派な建物の二階を借りて、最後の晩餐がもたれます。(写真はダ・ヴィンチの『最後の晩餐』)裁判や処刑があるとしたら、金曜日しか残っていないのです。水曜日や木曜日に逮捕がなかったので、弟子たちはほっとしていたかもしれません。土曜日の過越祭が済めば、こっそりガリラヤに帰ろうと思っていたでしょう。でもイエスは金曜日に裁判と処刑があると思っていたようです。やはり最高法院)準備や民衆の煽動に時間がかかるだろうと見ていたようです。
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　最後の晩餐には過越祭用の食事が用意されていました。本来ならあくる日のメニューです。種無しパンと子羊の肉を食べるのです。過越というのは神がイスラエルの家を過越されるために目印に羊の血でイスラエルのマークを描くためです。神はイスラエルの家を過越されてエジプト人の家でその長子を殺されたわけです。その記念が過越祭です。

　何故翌日のメニューなのでしょう。私の推理では「最後の晩餐」は翌日の晩餐のリハーサル(予行演習)なのです。それで明日の食事はこの要領でしなさいということなのです。でも肝心の翌日の晩餐の様子は福音書に出てきませんね。それは決して書けない内容だったということです。

　「時刻になったので、イエスは食事の席に着かれたが、使徒たちも一緒だった。イエスは言われた。『苦しみを受ける前に、あなたがたと共にこの過越の食事をしたいと、わたしは切に願っていた。言っておくが、神の国で過越が成し遂げられるまで、わたしは決してこの過越の食事をとることはない。』そして、イエスは杯を取り上げ、感謝の祈りを唱えてから言われた。『これを取り、互いに回して飲みなさい。言っておくが、神の国が来るまで、わたしは今後ぶどうの実から作ったものを飲むことは決してあるまい。』

それからイエスはパンを取り、感謝の祈りを唱えて、それを裂き、使徒たちに与えて言われた。『これがあなたがたのために与えられるわたしの体である。わたしの記念としてこのように行いなさい。』食事を終えてから、杯も同じようにして言われた。『この杯は、あなたがたのために流される、わたしの血による新しい契約である。しかし、見よ、わたしを裏切る者が、わたしと一緒に手を食卓に置いている。人の子は定められたとおり去って行く。だが、人の子を裏切るその者は不幸だ。』そこで使徒たちは、自分たちのうち、いったいだれが、そんなことをしようとしているのかと互いに議論を始めた。」（「ルカ伝」第二二章 14 - 23 節）

　これがキリスト教会で行われている「主の聖餐」つまり「ミサ」の起源なのです。つまりキリスト教会ではパンをイエスの肉、赤ワインをイエスの血として飲食しているわけです。命のパンというのは種なしパンをイエスの肉と思って食べることなのだという解釈ですね。イエスの肉を食べなくてもいいんだということです。キリスト教会ではパンがイエスの肉になり、ワインがイエスの血になるのですから。それなら簡単ですね。それにイエスの死後も永遠にイエスを食べ続けることができるわけです。

でもそういう解釈はおかしいですね。最後の晩餐でパンとワインを飲食すれば、それでイエスの肉と血を飲食したことになるでしょうか。だってイエスがそう言っているものと言えますか。そしたら翌日イエスが死んだ時にイエスの肉を食べ、血を飲まなくてもいいのでしょうか。

　こういう問題を考える時には、イエスの身になって考えることが大切ですね。自分はこれから逮捕され、裁判にかけられ、処刑されます。自分の肉を食べ、血を飲んで欲しい時に、パンを回してこれが自分の肉であり、ワインを回して、これが自分の血であるからこれを飲食してくれとイエスが言う場合、それは何を意味しているでしょう。

　イエスは、やはり明日の晩餐で犠牲の羊になった私の肉をこのパンを食べるように食べ、私の血をこのワインを飲むように飲みなさいと言っていると思います。それ以外には解釈できません。だってガリラヤで、イエスが「私は命のパンである」と言ったときに、パンは比喩でした。まさかパンがイエスの肉ではなかったはずです。

  この問題は結局、イエスの肉を食べ、血を飲む目的は何かという問題につきますね。しかもこれから二十時間以内に死ぬ時に行ったということも考慮すべきです。ですからイエスは自分は処刑されて死ぬけれど三日目に復活するという予告とも関係しているはずですね。そういう最大のテーマと切り離して、パンとワインの聖餐を解釈して、パンとワインを飲食すればイエスの肉を食べ血を飲んだことになると解釈するなんて、ちょっと滑稽です。

　二千年間近くキリスト教会ではパンをちぎり、ワインを飲んで、イエスの肉と血をいただき、キリストの体と一つになることにしています。キリスト教会の日曜日の礼拝の中心は主の聖餐にあるのです。キリスト教徒以外の人はそれを知らないでしょう。イエスは復活されて永遠の命を得られたので、イエスと一体化すればキリスト教徒も永遠の命を得れるという理屈です。

　そのことの吟味は、さておいて、今はイエスは絶体絶命の危機ですね。その時にイエスは既に復活を予告しています。どのようにして復活するのですか。そんなの決まっているでしょう。神様が義と認められ死者の内から甦らせるのです。というのがクリスチャンの解釈ですが、それなら聖餐と復活は無関係になってしまいます。何故最後の晩餐に聖餐が登場したのかも分かりません。

　イエスは聖霊を信仰していました。聖霊による救いがもっとも特徴的なパフォーマンスだったわけです。処刑にあって最大の問題は聖霊をどう引き継がせるかですね。それが聖餐なのです。イエスから弟子へ聖霊が移転する方法です。聖霊が気体だったら、イエスの鼻や口から出て、弟子たちに入るかもしれません。未開社会のシャーマニズムでは、首長やシャーマンが霊を引き継がせるときに心臓を食べさせるという風習が最近まであったようです。

　イエスは既に「私は命のパン」だと言って肉を食べ、血を飲むように命じています。つまりイエスの聖霊はイエスの肉を食べることで、弟子の体に宿り、イエスの血を飲むことで、弟子の血に宿ることになります。肉や血は消化されて排出されるけれど聖霊は弟子の体や血にとりつくのです。そこで三日目の復活という謎も解消しますね。土曜の夕べに食べ、日曜の朝や昼に復活ですから、一日半から二日の間に、肉は消化排出され聖霊が体内で活動を始めるのじゃないかと予測できます。それじゃあ三日目じゃないと思われますか、金曜日から数えて、金・土・日で三日目なのです。

９．墓に埋葬されたか

白布に包まれ屍墓にありなれど三日目布はたためり

裁判・処刑の話は省略します。ただ死んだとみせかけて仮死状態にしておき、三日目に目覚めさせたという説があります。それでは本当に死んだわけではないわけで、弟子たちもそのことを知っていますから、復活信仰はインチキだったことになりますね。私の前提として、イエスの弟子たちはイエスの復活を体験したと信じていることがあります。

　イエスは墓に埋葬されたことになっています。アルマアタの議員ヨセフが彼の名義で墓を刑場の近くに買っていたのです。そこへイエスを埋葬したわけです。

その時にイエスの弟子たちに遺体は渡されて、イエスの弟子たちはイエスの遺体を頭まで白い布でくるんで埋葬しています。途中で摩り替えて綿や布で作った人形を身代わりに埋葬したかもしれません。

そういう摩り替えは、お得意なのです。だって悪霊芝居で、悪霊が患者の体から追い出される場面を見事に演じていますから、いろいろな身代わり、入れ替わりは十八番ではなかったかと思われます。後から神殿兵が警備についたのですが、頓馬なことに墓の中はあらためていません。

　

⒑.聖餐の儀礼は

人の世の始まりしよりこの日より聖なる日ぞなし時は至れり

本物のイエスの肉を食べ、血を飲む聖餐があったとしたら、それはどこでしょう。最後の晩餐と同じ場所でしょうか？もし露見したら大変なので、別の場所を借りたでしょうね。あまり刑場から遠くへは運べないので、やはり街中の地下室か何かかもしれません。あるいはイェルサレムから二ないし三キロメートルしか離れていないベタニアのラザロの家ということも考えられます。

　カニバリズムは最大のタブーですから、なかなか肉は喉を通りません。それでイエスの聖餐は神との合一の神聖な儀礼だと納得できるような、おごそかな式典の形式をとったはずです。部屋は白い布が敷き詰められ、清潔感があふれています。消臭のために薔薇や百合などの花がたくさん飾られました。遺体は剥き出しでなく、布でくるまれていて，少しずつ切り取られ、焼かれたと思われます。イエスの一番弟子のペトロが式次第を考え、仕切ったのです。その式次第を幻視しましょう。

　それは天使の賛美の歌声が聞こえるような厳かで神聖な雰囲気を醸し出したのです。

　

        式次第

一、主の祈り

二、「ダビデの子にホサナ」の歌を斉唱

三、「イザヤ書」第五三章の朗読

四、「命のパン」の説教、「最後の晩餐」のイエスの言葉を唱和しながら、イエスの肉を食べ、血を飲む聖餐をペトロの司会で進行、一人ずつ順番に食べ、飲む

五、主イエスの聖餐が無事行われたことを感謝する祈り。 

「イザヤ書」第五三章を紹介しておきます。

「わたしたちの聞いたことを、誰が信じえようか。主は御腕の力を誰に示されたことがあろうか。

乾いた地に埋もれた根から生えでた若枝のように、この人は主の前に立った。

見るべき面影はなく、輝かしい風格も、好ましい容姿もない。

彼は軽蔑され、人々に見捨てられ、多くの痛みを負い、病を知っている。

彼は私たちに顔を隠し、私たちは彼を軽蔑し、無視していた。

彼が担ったのは私たちの病、彼が負ったのは私たちの痛みであったのに、

私たちは思っていた、神の手にかかり、打たれたから、彼は苦しんでいるのだと。

彼が刺し貫かれたのは、私たちの背きのためであり、彼が打ち砕かれたのは、私たちの咎のためであった。

彼が受けた懲らしめによって、私たちに平和が与えられ、彼が受けた傷によって、私たちは癒された。

私たちは羊の群れ、道を誤り、それぞれの方角に向かって行った。

その私たちの罪をすべて、主は彼に負わせられた。

苦役を課せられてかがみ込み、彼は口を開かなかった。

屠り場に引かれる小羊のように、毛を切る者の前に物を言わない羊のように、彼は口を開かなかった。

捕らえられ、裁きを受けて、彼は命を取られた。

彼の時代の誰が思いを巡らしたであろうか。

私の民の背きのゆえに、彼が神の手にかかり、命ある者の地から断たれたことを。

彼は不法を働かず、その口に偽りもなかったのに。

その墓は神に逆らう者と共にされ、富める者とともに葬られた。

病に苦しむこの人を打ち砕こうと主は望まれ、彼は自らを償いの献げ物とした。

彼は、子孫が末永く続くのを見る。

主の望まれることは、彼の手で成し遂げられる。

彼は自らの苦しみの実りを見、それを知って満足する。

わたしの僕は、多くの人が正しい者とされるために、彼の罪を自ら負った。

それゆえ、わたしは多くの人を彼の取り分とし、彼は戦利品としておびただしい人を受ける。

彼が自らをなげうち、死んで、罪人のひとりに数えられたからだ。

多くの人の過ちを担い、背いた者のために執り成しをしたのは、この人であった。」

⒒.イエス復活のメカニズム

聖霊の宿りし者と覚えたる目にこそ見えたり復活の子よ

イエスの聖餐による復活は、聖餐した弟子たちの中で聖霊が活動を再開することを意味するはずでした。ところが予想を超えて、復活したイエスが肉体を備えて登場したのです。グノーシス派はそんなことは眉唾だと思っていたので破門されたのですね。私は眉唾ではなく、彼らは復活したイエスを見たと思います。そうでないとこれだけの強い信仰やキリスト教の存在は説明がつかないと思いますから。

　ただ非キリスト教徒まで神がイエスを復活させたいう彼らの言説をそのまま信仰することはありません。それは宗教心理学的に説明がつくことなのです。ただし本当にイエスの肉を食べ、血を飲んだと仮定すればですよ。これは強烈な体験ですから、ドラック効果以上に強烈な効き目があると思われます。

　まず復活したイエスを見るというのは、全能幻想の作用によるのです。彼らは、彼らが神の子であると信仰していたイエスの肉を食べ、血を飲んで、自分たちの体内に聖霊が宿っていると信じ込んでいます。三六時間ぐらいで、そろそろ聖霊が活動するのではないか、潜在意識では期待が異常に高まっているのです。そうしますと全能幻想が強くなって、自分が一番見たいものつまり復活したイエスを見れるのです。

既にイエスは彼らに三日目の復活を予告して暗示にかけていますね。あとはイエスと何かしら共通点のあるものを見るとイエスを連想してそれがイエスに見えるというメカニズムが働きます。実際福音書の例は皆これに該当します。ですから福音書は復活体験については、それほど出鱈目を書いているわけではないのです。

　イエスと見られる側には二つのタイプが考えられます。一つは本人はまったく自分を復活のイエスとは考えていない場合です。相手が勝手に自分とイエスの共通点からイエスの復活と思い込んでしまうので、驚いてしまうという例です。もう一つは、自分もイエスの聖餐に参加したので、イエスの聖霊が活動しだすと、イエスの魂に乗り移られ、人格をジャックされるという体験です。いわゆる二重人格症状ですね。これは後で我に返った時にイエスになっていたことはまるで思い出せないことが多いのです。

　きっかけとしては、自分をイエスと見間違えられることで、全能幻想から自分がイエスに成りたいという憧れが実現してしまうわけです。もちろんイエスに成ってしまっている最中には元の自分は思い出せません。

  復活体験は、聖餐の記憶が呼び起こされる時に起こりやすいわけですから、パンをちぎったり、ワインを飲んだりするとイエスに見えたりイエスに成ったりすることが多かったでしょう。では福音書の例を紹介しておきます。

　

１２．マグダラのマリアに現れた復活イエス

マリアと呼ぶ声聞きて園丁がいとしラボニに見えにけるかも

まず最初に日曜日の朝に墓を見に行ったマグダラのマリアに現れました。彼女もイエスの聖餐に加わっていた可能性は大です。二世紀から三世紀に成立したといわれる「フィリポによる福音書」には彼女はイエスの伴侶と呼ばれていたことになっています。

　「こう言いながら後ろを振り向くと、イエスが立っておられるのが見えた。しかしそれがイエスだとは分からなかった。

イエスは言われた。『 婦人よ、なぜ泣いているのか。だれを捜しているのか。』

マリアは、園丁だと思っていた。『あなたがあの方を運び去ったのでしたら、どこに置いたのか教えてください。わたしが、あの方を引き取ります。』
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イエスが、『マリア』と言われると、彼女は振り向いて、へブライ語で『ラボニ』と言った。『先生』という意味である。

イエスは言われた。『わたしにすがりつくのはよしなさい。まだ父のもとに上っていないのだから。』」（「ヨハネ伝」第二○章 14 - 17 節）

  園丁に見えていたとありますが、園丁だったわけです。だって復活したイエスが園丁の格好をするはずがありません。彼の話しぶりがイエスに似ていたのかもしれません。「マリア」と言ったというのは、イエスがいつもマリア呼んでいたので、イエスに感じの似ている園丁が何か言ったら、全能幻想のはたらきで「マリア」と聞こえたわけです。そしたらもう園丁はイエスにしか見えません。後は園丁の言うことがイエスの言いそうな言葉に聞こえるわけです。

　このことを弟子たちに報告しますと、きっとマグダラのマリアは気性的に熱に浮かされやすい性格だから、悲しみのあまり幻想を見たのだろうと決め付けられたのです。

13エマオに現れた復活イエス

苦しみを受けて栄えに入りたると語る旅人パンを裂く時
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「ルカによる福音書」によりますと、その日、エマオに向かっていたイエスの親類のクレオパともう一人、おそらくイエスの弟ヤコブが旅人と婦人たちの墓での不思議な話しをしていると、旅人が「メシアはこういう苦しみを受けて栄光に入るはずじゃなかったか」と諭したそうです。一緒の旅館で食事中に旅人がパンを裂いていると、その旅人が復活のイエスと分かったというのです。でもそのまま旅人はいなくなってしまいました。
(写真はカラバッジョ画『エマオの晩餐』)

これも神の子の肉を食べた結果の全能幻想で説明がつきます。はじめはイエスに見えなかったのに、その人がイエスが言いそうなことをいったわけです。おそらくイエスの処刑についてイエスに同情していた人でしょうね。励ましのつもりで言ったのでしょう。それでパンを裂くと、聖餐の記憶が蘇り、全能幻想から旅人がイエスに見えたのです。旅人は二人の様子に驚いてその場から立ち去ったということです。

14.弟子たちに現れた復活イエス

主イエスの聖霊を受けその余り己を主イエスと違わざりしか
クレオパと弟ヤコブは早速このことを報告にイェルサレムの弟子たちのところに戻ります。そして「マルコ伝」では食事中に復活のイエスが現れます。実は、この時密室状態だったのにイエスが現れたので、よけいに不思議がられています。壁をすり抜けてきたのかと。

しかしそれはイエスに似た者が全能幻想で自分がイエスだと思い込んだのです。特に弟ヤコブだと容貌が似ていたので、本人が全能幻想で自分がイエスだと思い込みますと、弟子たちがヤコブを復活イエスに見えてしまうのは無理がありません。
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「その後、十一人が食事をしているときイエスが現れ、その不信仰とかたくなな心をおとがめになった。復活されたイエスを見た人々の言うことを、信じなかったからである。それから、イエスは言われた。『全世界に行って、すべての造られたものに福音を宣べ伝えなさい。信じて洗礼を受ける者は救われるが、信じない者は滅びの宣告を受ける。信じる者には次のようなしるしが伴う。彼らはわたしの名によって悪霊を追い出し、新しい言葉を語る。手で蛇をつかみ、また毒を飲んでも決して害を受けず、病人に手を置けば治る。」（「マルコ伝」第一六章 14 - 18 節）
(写真はPierodellafrancescaの復活のキリスト。)

15. 何故「主の聖餐」を行うのか

パンはパンイエスの肉にはあらねども聖なる時よ嗚呼リフレイン

キリスト教会は、教会の主な礼拝儀礼として「主の聖餐」をパンとワインで行っています。にもかかわらず、弟子たちがイエスの血と肉を飲食したことを認めません。パンとワインがイエスの肉と血になることができるのなら、そしてそれを食することがもっとも聖なるイエスとの合一であるのなら、本物のイエスの肉を食べ血を飲まなかったというのは理屈に合いません。

それにパンとワインの聖餐は、キリスト教の教義としては唯一絶対の超越神信仰に反しています。パンやワインが神の肉や血となることができるということになり、最も幼稚なフェティシズム(物神崇拝)に堕していることになります。

パンがイエスの肉だというのは、イエスがそういえばそうなるのだというのは理不尽です。イエスがパンをイエスの肉だというはずがありません。パンはイエスの肉ではないのですから。

ところが最後の晩餐でそういったとしたら、それは別の意味で解釈すべきなのです。これが私の肉だとパンをさして言われたのなら、それはこのパンを食べるように、明日は私の肉を食べなさいという意味なのです。したがって教会がパンをイエスの肉だというのはとんでもない間違いなのです。幼稚なフェティシズムそのものです。

しかし何故幼稚なフェティシズムを二千年間も続けてきたのかということですね。それは反復による合理化という自我防衛機制なのです。つまり弟子たちは、イエスの聖餐をほんとにおこなった可能性が高いのですが、それは人肉を食べていることには違いなく、明らかにタブーを犯しているわけです。もしイエスが神の子でなければ、弟子たちは人肉を食べるという悪魔や魔女のごとき悪行を行ったことになり、間違いなくゲヘナですね。

　でもイエスは神の子ですから、神の子の肉を食べ、血を飲めば永遠の命につながれるということになります。イエスは終わりの日に、主の聖餐者を復活させると約束されたのです。ですから主の聖餐が聖なる行為であったということを確認するために、その行為を反復する必要があったのです。ところがイエスの肉体は昇天してしまえば、この世界には存在しないので、食べることができません。そこで「最後の晩餐」でのイエスの言葉を捉えて、パンとワインの主の聖餐で、イエスへの聖餐を代理させようということなのです。こうして原行為を象徴的に反復することで、イエスを食べた行為が神聖な行為であったことを合理化しているわけです。

16.聖餐による復活仮説の意義 

大いなる命の廻り示すため命のパンに成りにけるかも

この「聖餐による復活」仮説は、イエスの復活を弟子たちが体験したことを認めたうえで、それが神による復活だと解釈しなくても、宗教心理学的に説明できるということを論証しました。その意味ではキリスト教徒以外の人々がキリスト教をインチキとして捉えないでまじめに対話できる道を開いたのです。

ところがこの仮説は、イエスの肉と血へのカニバリズム的原行為を炙り出しました。カニバリズムがもっともタブーとされた忌まわしい行為だけに、それをイエスが自分に対して行うように命じたという解釈は、キリスト教を冒涜するものではないかという反発が考えられます。

  しかしイエス自身の「命のパン」の教説や二千年間続けられた「主の聖餐」によって、パンとワインをイエスの肉と血として飲食し続けているのに、その原点にイエスの肉と血に対する聖餐があったと考えることが冒涜ということはありえないわけです。

　むしろイエスが自己の肉と血を飲食させた「命のパン」の思想には、永遠の命に対する深い思想が現れているのです。人間は食物連鎖の頂点に立っているので、食べることばかりで、食べられることに対する自覚がありません。しかし食べてばかりでは生命の循環ということが成り立ちません。食べたり食べられたりで命が循環し、大いなる命が永遠性を保つのです。食べるだけでは、命の循環から切り離されてしまいます。食べられてこそ大いなる命の中で永遠の命を生きることができるということです。

ですから深い生命に対する宗教的な悟りは、食べられるという自覚からくるのです。それはイエスだけでなく、釈尊にも見られます。飢えた虎に吾身を与える捨身虎餌の悟りです。これは実際には飢えた人々に吾身を捨身した僧を身近に知って釈尊が悟りの契機にされたということだという解釈も成り立つのです。ともかく自己一身の保身ばかり図っていては、永遠の命に迫ることはできません。

  イエスも聖霊としての永遠の生命を自己の一身から解き放ち、弟子や人々の中に再生させてこそ、イエス自身の命も永遠の輝きを得ることができたということです。ですから我々も、これを単純にカニバリズムだということで気味悪がるのではなくて、自己の個体的生命を超えて、永遠の命の中に生きるためにいかなる生き方が可能なのか、考える契機にしなければならないでしょう。
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１イエスは実在したか。

ローマにもユダヤにもなしイエスなる受難を受けし男の証は

聖徳太子は架空ではないかという議論が流行していますが、十九世紀に西洋で「イエス・キリストは実在したか？」という議論が流行したのです。といいますのが、ローマ帝国のイエスの処刑の記録はありませんし、ユダヤ教の記録の中に最高法院でイエスの死刑を決めた等のイエスの存在を明確にする資料がないのです。

イエスが架空の聖人だとしますと、インチキ宗教のために、嘘で固めた福音書を偽造した人々を含め、たくさんの人々が殉教をおそれず、布教したことになりますので、そりゃあないだろうということで、次第にイエス架空説は下火になりました。

たしかにイエスが架空の人物だった可能性は皆無ではありません。とはいえ実在の可能性を完全否定するのも無理ですね。反キリスト者なら、架空の可能性を強調するかもしれません。インチキ宗教と決め付けるために。特にユダヤ人ならユダヤ人によるイエス殺害を否定のためにイエス架空説を唱えるのは分かります。

反対に、キリスト教徒なら、現存する資料から再構成してイエスの実在を主張するでしょう。イエスの実在を信仰しないで、クリスチャンであることは維持できませんから。

第三者ならどうでしょう。イエスの十字架上の死と幻想的復活体験はあっただろうと思うでしょうね。でもさまざまなエクソシズム(悪霊退散)の奇跡や事実としての復活には懐疑的でしょう。

でもイエスが実在したかどうかは事実問題です。実在か虚構かのどちらかですね。両方でありうるとは考えられません。その意味で歴史研究者は客観的実在は存在するという歴史学的唯物論に立たざるをえません。

　同時に歴史研究者は自らの歴史観から資料を再構成して歴史像を構築するしか歴史の説明ができませんので、歴史学的観念論の立場もとらざるを得ないのです。「聖徳太子は実在したか？」を考える場合も同じことですね。

２．聖徳太子架空説の諸説

蘇我氏の王朝ありきそのことを消さむと造作絵空の君や
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　一九九二年に石渡信一郎著『聖徳太子はいなかった』(三一新書)が出て、衝撃を与えました。

彼は蘇我馬子は大王だったという蘇我王朝説だったので、用明天皇は架空の人物で、したがって厩戸皇子も存在しなかったというわけです。彼の説では、昆支―欽明―敏達―馬子―蝦夷―入鹿と大王位は継承されたのですが、蘇我王朝の存在を否定するために『日本書紀』の編纂にあたって、安閑・宣化・崇峻・推古・舒明・皇極という架空の天皇をつくりだしたとしています。

　そういうことがいえるのは、７世紀までは同時代の文字史料がほとんど残っていないので、これらの大王が『日本書紀』の創作でないという確たる証拠はないわけです。

古田武彦の九州王朝説からも聖徳太子架空説が言われます。『隋書』の「日出ずる処の天子」は男王ですね。倭王は姓は「阿毎」、字は「多利思比孤」と名乗ったということです。「ヒコ」は男王です。女王なら「ヒメ」ですから。それで推古女帝に当てはまらないから架空だというわけです。これに対して、女性が大王というのは中国では野蛮だと思われるので、男だということにしたとか、裴世清が六〇八年に大王に挨拶したときには相手は男王だったわけですから、皆で騙したことになります。渡来人がたくさんいたわけですから、そんなごまかしがきいたのかどうかは怪しいですね。
ちなみに古田説では上宮法皇は天皇でなければならないから、九州王朝の皇帝であり、大和朝廷の太子ではありえないとして、別人説をとっています。
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オーソドックスな歴史学界内部から架空説を打ち出したのが大山誠一『<聖徳太子>の誕生』（吉川弘文館、歴史文化ライブラリー65、一九九九年）です。大山説の特色は厩戸皇子は実在したが、聖徳太子説話は架空だというものです。


この発想、実は津田左右吉の実証史学の伝統を踏まえたもので、聖徳太子関係の太子の業績についての史料に信憑性がないので、厩戸皇子は実在したけれど、聖徳太子といわれるほどの人物ではなかったというのです。つまり聖徳太子伝説のほとんどは後世の太子信仰によって捏造されたものだという解釈ですね。その意味では戦後史学の直木孝次郎らの説に近いわけです。

「一般に、『古事記』『日本書紀』に関してであるが、継体朝以後の系図の信憑性は高く、いわんや、天智・天武の一、二代前の人物の実在自体を疑う必要はないであろう」（７頁）

この大山の考えに対しては、聖徳説話が造作があるなら、系図に造作がないとは言い切れないのではという疑問も生じますから、何故後世評判の悪い蘇我系の人物を聖人化したのかという疑問も生じます。

３『憲法十七条』は厩戸皇子の作か？
明けぬれば弟に代わりぬ兄王は四六駢儷いかで綴らむ

大山は、廐戸皇子が、蘇我系の有力王族であり、法隆寺や斑鳩宮を建立したことを認めているわけですが、それでは廐戸皇子は『憲法十七条』を作ったのかというと、それは到底無理だというのです。つまり廐戸皇子が儒教・法家・仏教を深く理解していないと書けないと思われる『憲法十七条』を書くのは無理だったというわけですね。

『日本書紀』には高句麗の慧慈や百済から慧聡などの高僧を招いて、太子に英才教育を施したとあります。大山によると慧慈・慧聡は名前からして対になっていて、いかにも慈悲深く、聡明な渡来僧に教わったということで作り話だろうというのです。つまり架空の人物だということですね。架空の人物でない証拠はだせませんが、僧名としてはいかにもありそうな名前なので、対になっているからといって実在しなかったとは言い切れないですね。

当時は梁の武帝を筆頭に百済の聖明王など、東アジアでは皇帝が深く仏教に帰依して、菩薩となり、その徳で国をまとめ、治めるというやり方が善しとされていたわけです。何分仏教は難しい学問でもありましたから、推古女帝が菩薩になるわけにもいかず、その代わりに摂政の厩戸皇子を菩薩太子に養成するというのは国家的な要請ではなかったかと思われます。

高句麗・新羅・百済の朝鮮三国の側にも半島での覇権争いがあり、倭国を後ろ盾にするために倭国に文化輸出によって接近せざるをえない事情があったと考えられます。それで高僧を菩薩太子の家庭教師役に送り込んだことは十分考えられるのです。梅原猛『聖徳太子』はそのことを強調しています。
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『憲法十七条』は四六駢儷体の文章で儒家・法家・仏教の思想の精華が盛られている素晴らしい文章です。梅原の分析では「思想の五重塔」の構造になっています。大山によると夜が明ける前に兄である天が祭りごとをし、夜が明けると弟の日が政をするような国だと遣隋使が報告したので、隋の皇帝はあきれてしまったということです、『隋書』にそうあるわけですが、そんな文化レベルの国がどうして『憲法十七条』のような、最高水準の文章を書けるのだ、そんな筈はないだろうということです。

でも『憲法十七条』は衆知を集めて造られたものであり、廐戸皇子の一人の創作ではないのです。そのことは条文からも分かります。

「十七に曰く、それ事はひとり断むべからず。かならず衆とともに論うべし。少事はこれ軽し、かならずしも衆とすべからず。ただ大事を論うに逮びては、もしは失あらんことを疑う。ゆえに衆と相弁うるときは、辞すなわち理を得ん。」

廐戸皇子は、その編集責任者なのですが、渡来僧を中心に法興寺(飛鳥寺)で豪族の選りすぐりの子弟を英才教育しながら作成していったのでしょう。慧慈・慧聡らも大いに智恵を貸したと考えれば書けないと決め付けるのはどうでしょう。
また第十二条に「国司」の語が見えるので、大山は、津田左右吉『日本古典の研究』を参照して推古朝に
『日本書紀』に収録するにあたって、八世紀の律令国家での役人の心得になるように『憲法十七条』に大幅に手を加えた可能性はあるかもしれませんね。でも和を強調して天皇中心の国家をつくろうとした骨子は厩戸皇子が摂政だった頃に出来ていたと考えるのはあまり無理はないのではないでしょうか。思想内容の解説は次回に回します。
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　は「国司」がないので、大宝律令が出た七〇一年以降に書かれたとしています。「国司」は、律令制の前の段階で国から地方に派遣されていた役人であった可能性があるという説もあります。

４．廐戸皇子が『三経義疏』を書いたのか？尊きは智顗の教へぞ法華義疏隋に送りし僧学ばずや　　　 聖徳太子が実在した証拠として『法華義疏』が遺っています。これは廐戸皇子の直筆だとされているものです。ところがこれも怪しいのです。『法隆寺伽藍縁起竝流記資財帳（法隆寺資財帳）』によれば天平十九（七四七）年になって突然出現したのです。「上宮聖徳法王御製」と記され、『法華義疏』に貼付された紙には「此れは是れ大委国上宮王の私集にして、海彼の本に非ず（此是大委国上宮王私集非海彼本）」と書かれてありました。

大山は、「いつ貼付された紙かわからないので、とてもそれだけで聖徳太子の著作と信じる勇気は、すくなくとも私にはない」としています。
『日本書紀』には『勝鬘経』『維摩経』『法華経』について講経を行ったという記述があります。だからその講義用にノートである「義疏」を作ったと想像されますね。そこで奈良時代になってから誰が書いたか分からない義疏を入手して誰かが法隆寺に売り込んだ可能性があるのです。大山は行信だろうと述べています。

古田武彦によれば、『法華義疏』には隋の時代に大活躍した天台智顗の所説が取り入れられていないから、これが真筆なら何のための遣隋使だったか分からないとしています。
私もこの古田説はかなり説得力があると思っていましたが、天台智顗の教説が書物にまとめられたのは、死後だいぶ経ってかららしいので、留学僧たちは耳学問は苦手で古い文章化された教説しか伝えられなかったのかもしれませんね。
梅原猛は天才的な直観と稚拙な誤解が混ざっているところが太子らしいという理由で真筆としていますが、若き留学僧なら、だれにでも見受けられることかもしれません。

それから聖徳太子が天台智顗の師匠である南岳慧思の後身とされたのは、天台智顗の教説が『法華義疏』に含まれていない口実に考え出したのかもしれません。
それに天台智顗『法華義疏』に含まれていないの教説が『法華義疏』に含まれていないのら、智顗の教説を学んでいたとした場合、『法華義疏』が廐戸皇子の真筆でない方が、むしろ聖徳太子実在論にとっては都合がよいことになります。太子の仏教思想については次回にその意義を説明したいと思います。
５．法隆寺釈迦三尊像光背銘文は偽作か？

蘇我氏の栄へ伝ふる法興の元号などを偽作に記すや
  法隆寺の釈迦三尊像光背銘には、母間人(はしひと)皇后を「鬼前太后」と表記したり、妻の膳部妃を「干食王后」と記したりしています。首を傾げざるを得ないところがあるのです。
もっとも大山によると「鬼前太后」ではなく、「鬼」を暦に組み込み「十二月鬼、前太后」という解読ができるそうです。ちなみに「十二月鬼」とは十二月の鬼の日で、28日のうち第23番目の吉日です。でも『上宮聖徳法王帝説』は「鬼前」を「神前」ととります。
薬師如来像光背銘には、用明天皇が病気になった折、炊屋姫と廐戸皇子を自分の病床に召して、寺を造って薬師像を作くりたいと頼んだけれど、亡くなったので、推古朝になって六〇七年に完成したことが書いてあります。大山が問題にするのは「天皇」「東宮」の語があることです。
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「天皇」や「東宮」の言葉は、飛鳥浄御原令によってであり、七世紀末だというのが大山だけでなく、現在の通説です。でも「東宮」が「皇太子」を意味するのは何故でしょう。それは実は廐戸皇子が推古天皇がいた豊浦宮から見て東にあたる、用明天皇がいた池辺宮の南の上宮に住んでいたからではないでしょうか。聖徳太子が皇太子の理想像みたいになったので、聖徳太子を意味した「東宮」が皇太子の意味になったかもしれません。

では問題の釈迦三尊像の光背銘文を引用しておきます。

「法興の元三十一年歳次辛巳十二月鬼前大后崩りましぬ。明年正月廿日、上宮法皇枕病してもやもやもあらず。干食王后仍りて以って労疾し、並びに床に著きましぬ。時に王后王子等及び諸臣と、深く愁毒を懐き、共に相発願し、仰ぎて三宝に依り、まさに釈像尺寸王身なるを造る。此の願力を蒙りて、病を転じ寿を延べ、世間に安住したまわん。若し是れ定業にして以って世に背かば、往きて浄土に登り、早く妙果に昇りたまわんことを。二月廿一日癸酉王后即世、翌日法皇登遐す。癸未の年三月中、願の如く敬しみて釈迦の尊像并びに俠侍、及び荘厳具を造ること竟ぬ。司馬鞍首止利仏師をして造らしむ」(原文漢文)

大化以前の年号がありますね。「法興」です。これは法興寺の建立が始まった五八八年が「法興」の元年になっているわけです。大化が最初の年号だというのは、蘇我氏の実質的な支配下にあった法興年号を反蘇我氏の時代になって否定したからだとも解釈できます。ということは、「法興」という年号があるのは、六四五年以降の偽作でない証拠になりますね。偽作なら「法興」年号は書かないはずです。

「天皇」号があるから「法皇」もあるとすれば、「天皇」号が成立したのが、天武天皇以降なら偽作になります。ただ三経の講経によって廐戸皇子は、法の皇と認められたという解釈も可能かもしれません。

大山は天武十五年初出の「知識」と、天平六年初出の「仏師」の語が使われていることに疑念を抱いています。しかし、この時代の文字史料は極めて少ないので、他に使用例がないということは、現在のこっていないということを意味するだけで、それ以前に使われなかったことを断定するのは無理です。

病気平癒を祈りながら、もし宿業で亡くなられるのなら、早く浄土に登らせたまえとお祈りしています。よほど重い病と見えたのでしょうが、まだ亡くなっていないのに縁起でもない、こんな文章を書くはずはないとも思われます。
それで梅原猛は『隠された十字架』では、後世の偽作説をとっていました。でも、『聖徳太子』では一転して後世の偽作説を引っ込めているのです。つまりこの不自然さの中に一族の廐戸皇子と膳部夫人に対する愛情の深さが感じられるからです。逆にいえば、これが後世の偽作なら、そんな縁起でもないような文章をわざわざ書く筈がないとも受け取れるのです。

６天寿国繍帳も後世の偽作か？ 

天寿国天の向こうの国ならず阿弥陀浄土と違わぬものを

『天寿国繍帳』は、推古天皇の孫で廐戸皇子の正妻であったといわれる橘大郎女(たちばなのおおいらつめ)が作らせた刺繍です。廐戸皇子は膳部(かしわべ)妃と一緒にくらし、彼女の死んだ二月廿一日の翌日に後を追うように亡くなったのです。それで橘大郎女は、とても悔しい思いをしていたわけです。

梅原の解釈では、死後登ることになっている天寿国というのは相当高貴でないと入れてもらえないらしいのです。つまり膳部妃は入れないが、天皇の孫である橘大郎女なら入れるから、あの世では皇子を独り占めにできることになるのです。こういう女性の哀しくまた切ない思い、狂おしい嫉妬心などがにじみ出ている文章を、聖徳太子の実在を証拠付けるために造作できるでしょうか、それは疑問だというのが梅原の読みですね。

[image: image40.jpg]mmmuzm &



ところがこの梅原の解釈には疑問点があります。ＮＨＫのテレビで特集があり、高句麗では「天寿国」は阿弥陀浄土の意味で使われていたらしいのです。とすれば七世紀初頭の倭国では別の意味であったという論証は難しいので、橘大郎女が死後太子を独占できると思っていたという解釈は説得力がありません。

大山はこの刺繍にも疑問を呈しています。天皇号の使用、和風諡号はこの刺繍以外には、現存するのでは『古事記』『日本書紀』しかないので、後世の偽作だというのです。ただし『隋書』には倭王は姓は「阿毎」、字は「多利思比孤」と名乗りましたね。これは諡ではありませんが、この「アメタリシヒコ」と同様の要領で諡を作ったと思われますから、推古朝に和風諡号があったとしても不自然ではないでしょう。

７廐戸皇子の崩日は？

つま逝きぬ我も逝くべし天寿国その崩日は二つはあらで

『日本書紀』は六二一（推古二九）年二月五日薨去とあります。ところが釈迦三尊像光背銘や天寿国繍帳、『上宮聖徳法王帝説』などの法隆寺系史料は、翌年六二二（推古三〇）年二月二十二日を崩日と明記しているわけです。古田武彦はこの食い違いを重大視して、廐戸皇子と上宮法皇を別人と解釈しています。
大山によると、『日本書紀』は法隆寺系史料を参照していませんので、『日本書紀』成立の時点では法隆寺系史料は存在していなかった筈であることになります。もし法隆寺に聖徳太子史料があったなら、『日本書紀』は聖徳太子を格別に重視し、神格化して取り上げているのですから、法隆寺を調査した上で書いた筈だからです。この点は大山説で最も説得力があるところです。 

大山によると、『日本書紀』の聖徳太子伝の仏教的説話の部分を担当したのは道慈という留学僧だったようです。廐戸皇子は百年前になくなった上、子孫も死に絶えてしまったので、命日は伝わっていなかった。そこで道慈は、弥勒信仰で共通する聖徳太子の没日を玄奘三蔵法師の命日に合わせたというのです。もし廐戸皇子が聖徳太子といわれるほどの偉人ならきちんと崩日を調べたはずだというのです。

梅原は崩日については法隆寺系の二月二十二日が正しいとしています。『日本書紀』の編纂にあたっては法隆寺系史料を引用できなかったわけですね。何らかの事情で法隆寺に入れなかったのか、書紀編纂時に聖徳太子系史料が法隆寺になかったのかも知れません。そこが法隆寺系史料が後世の偽造と見なされやすい弱点でもあります。

　

８天皇号は何時から使用されたか？ 

天皇と呼ばれし君の初めなる推古女帝か天武天皇

　

　[image: image7.jpg]


　
 推古天皇 

大山が法隆寺関係資料に信憑性を疑う最大の根拠「天皇」「法皇」「東宮」などの用語があることです。最近天皇号は天武朝以降に初めて使用されたはずだという説が有力になってきたのです。
つまり推古朝の文字史料自体が極めて少ないわけで、「天皇」などの語は法隆寺関係資料以外にはないわけです。しかしそれ以外に例がないことがこれらの史料が偽造であることを決定づけるでしょうか。ただ言えるのはこれらの史料しかないということだけのはずですね。

　では何故天武朝になって天皇号の使用が開始されたといえるのでしょうか。その論拠は、中国で、唐の高宗の上元元年（六七四）に、君主の称号が一時「皇帝」から「天皇」に代わったことです。その情報が、天武朝（六七二～六八六）に日本に伝わり、持統三年（六八九）に編纂された飛鳥浄御原令において正式に採用されたのではないかといわれているのです。
最近（一九九八年）、奈良の飛鳥寺の近くの飛鳥池遺跡から「天皇」の語を記した木簡が出土しましたが、その年代は、天武・持統朝ということです。しかし中国の方が日本より先に天皇号を使用したということは言い切れません。

　「天皇」は、本来は、中国の伝統思想である道教において、宇宙の最高神とされた存在でした。熱心な道教信者であった高宗にいたって君主号を「天皇」とすることになったのです。天武天皇も道教には関心が深く「八色の姓」でも「真人」という道教の言葉を使っています。

　しかし日本でもすでに三世紀の三角縁神獣鏡に道教の絵や銘文があります。道教の最高神である天皇を日本の方が先に使っても不思議はないのです。特に推古朝では隋と対等外交をしたかったわけですが、同じ称号を使うのを憚って「天皇」号を使用したとも考えられます。

　天皇号が単なる模倣なら唐が天皇号をやめれば倭国もやめたはずですね。天が、『隋書』にある「阿毎（アメ）」の漢字にあたるとすれは、天は大王の姓か別称だったことになります。また「阿毎多利思比孤」は「アメタリシヒコ」と読むとすれば、「天として足りる男子」という意味になり「天子」に匹敵します。この天に王号をつけるさい、道教風に天皇としたとも考えられるわけです。
そうだとすれば「天皇」号が倭国の方が先行したことになります。そうなら倭国は当初は唐に対しては天皇号は使わなかったでしょう、もし使っていれば、唐が倭のまねをすることになり、屈辱でしょうから。でも半島諸国に対して使っていたという可能性はありますね。

  梅原説では、「日出る処の天子、日没する処の天子に書を致す、恙なきや」という言葉には隋に対する対等意識の目覚めが表現されているので、この時代に「日本」や「天皇」という用語が生まれたとしています。つまり聖徳太子が日本を作ったというわけです。

　　　　 

太子の母穴穂部間人（あなほべのはしひと）大后の眠る御廟に、太子と、前日に亡くなった妃の膳部大郎女(かしわべのおおいらつめ）が合葬され三骨一廟となっています。神亀元年(七二四)聖武天皇の勅願で、太子御廟の東西に、東の伽藍を転法輪寺、西の伽藍を叡福寺とする、その規模６町(約660ｍ)四方に及ぶ大伽藍が建立されました。この墓も後世作られたという説もあります。
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１和の国つくり

縄文の森の民とも共存し和の国建てむ大和ますらお

                       　　　　　　　　　　　　

『評伝　梅原猛―哀しみのパトス』の続編を書いているのですが、今度はテーマは「哀しみのパトス」ではありません。「哀しみのパトス」をどのように「夢の翼」に昇華したのかということです。
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「夢の翼」というと、ヤマトタケルが白鳥になって天翔けるイメージを連想されるでしょう。ヤマトタケルは、熊襲や蝦夷とも共存共栄できる大和の国づくりを目指していたのです。凱旋して大和に帰るということは、大和を本当の意味での和の国に変革するということだったのです。

その意味ではヤマトタケルの夢は、「和を以って貴しとなせ」という『憲法十七条』の「聖徳太子の夢」とも共鳴しているのです。それに熊襲や蝦夷は、梅原戯曲では森と共に生きてきた縄文時代からの狩猟・採集文化を残している人々なのです。彼らとの共存は森との共生、自然との共生というテーマでもあるのです。聖徳太子の和の精神も、不殺生戒を戒の中心におく仏教から大きな影響を受けています。仏教の不殺生は獣まで含めた不殺生なのです。つまり個々の命だけでなく、大いなる生命の環があって、生まれ変わり死に変わるということなのです。

　

２菩薩太子

御仏の慈悲の光に照らさむと菩薩太子が経講じけり

聖徳太子の和の精神といっても、彼は五八七年、十三歳の時に蘇我・物部戦争に参戦しています。馬子の妹堅塩媛が厩戸皇子の父用明帝の母にあたり、蘇我氏の一員だったのです。それで蘇我一族と仏教の命運がかかっていたこの戦争に動員されたのです。思想形成過程にこの戦争体験があって、互いに独善的になり、排斥しあうのは良くないことだと悟ったのかもしれません。

成人してからも絶対平和主義と矛盾した行動をとっています。新羅に占領されていた任那からの御調(みつぎ)を要求して、高句麗や百済と同盟し、新羅出兵を図っています。六〇二年には弟の来目皇子を撃新羅将軍にして筑紫にまで二万五千人を派遣したました。でも弟が病死して、兵を引いたのです。
これなどは推古天皇が父欽明天皇、夫敏達天皇の遺勅により任那回復を熱望したので、それを抑えきれず、筑紫までは兵を出したということかもしれません。

他方、高句麗は隋に侵略されそうなので、新羅からも攻められたら大変だというので、倭に接近してきました。そして、倭の出兵を求めてきたのです。ところが来目皇子は熱心な仏教徒だったので、将軍に任命されたものの、戦争がいやで病気になったと推察しています。仏教というのは戦争には向いていないということですね。

梁が滅亡したのも、菩薩天子の武帝が仏教にはまりすぎて、仁慈にあふれて寛容だったので、つけ込まれたようです。その直前に百済の聖明王が新羅との戦いで敗れて首を斬られています。蘇我稲目は、建国の神を祀らなくなったからと指摘していますが、仏教信仰が百済を文弱にしたのかもしれません。

それでも蘇我氏は信仰の統一によって国をまとめようと、仏教を導入しましたが、国神を排斥しようとしたのではありません。だから蘇我・物部戦争も決して神祇を廃して、仏教に代えるためではなかったのです。仏教導入を排斥する国粋主義との対決だったのです。それでも聖徳太子や来目皇子、さらには山背皇子などには仏教の不殺生戒が影響して，厭戦的で文弱な気風が生まれてしまったわけです。

　

３大和(やまと)の国

和を以って貴しとなす国ならば大和と書きてやまとと読ましむ

ですから聖徳太子自身も仏教だけで国づくりができると考えていたわけではありません。『憲法十七條』も仏教だけでなく、儒教や法家の思想もとりまぜて見事な思想の五重塔の構造になっているということです。『聖徳太子上』(梅原猛著作集１)七四三頁の表を紹介しましょう。数字は条を表しています。

梅原は『憲法十七條』の偽物を作るとしたら、こんなにすごい偽ものを作ることができるだろうかというのです。実際、この憲法で説かれていることは、すばらしい。現代でも人類が常に戻るべき原点です。しかしそういうすごいものだから本物だということも言い切れないかもしれません。

「倭」は「和」に通じます。チビというような蔑称で倭と呼ばれていたのを逆手にとって、『憲法十七條』で和合や平和を尊ぶ「和」の国ということにしたのです。ところが聖徳太子の時代から日本という国名にしたというように梅原は言っているのです。隋への国書に「日出ずる処の天子」という表現があるからです。
とはいえ「日本」の国名の文字で残っているのは最古のものでも奈良時代より遡れません。長安だった西安から出土した「井真成墓誌銘」がそれです。だから国名まで変更したとするのはどうでしょう。私は「倭国」を「和国」というようにし、大和で「やまと」を表現したということでいいのじゃないかと思いますね。

　

４話し合いの国

大きなる事を決すにあたりては衆と論ぜよ和の心にて

『憲法十七條』は「和を以て貴しとなせ」といいながら、「三に曰く」で「詔を承りては必ず謹め」となっています、それで天皇の支配のための憲法ではないかという見方もあります。もちろん天皇中心の律令国家を形成するために作ったのですから、天皇の支配権を確認するのは当然です。民主主義国家にしようというのではありません。それでも詔が作られるまでには、衆智を集め議論を尽くして、みんなが納得できるものをつくろうとするところにこの憲法の特色があるのです。そうでないと和ができるわけがないという主旨ですね。参考までに関連箇所を引用しておきます。

一に曰く、和を以って貴しと爲し、忤ふること無きを宗とせよ。人皆黨有り、亦達れる者少し。是を以て或いは君父に順はず、乍た隣里に違ふ。然れども、上和らぎ下睦びて、事を論ふにかなひぬるときには、則ち事理自づから通ふ。何事か成らざらむ。

十に曰はく、忿を絶ち瞋を棄てて、人の違うことを怒らざれ。人皆心有り。心各執れること有り。彼是すれば我は非す。我是すればかれは非す。我必ず聖に非ず。彼必ず愚かに非ず。共に是凡夫ならくのみ。是く非き理、たれか能く定むべけむ。相共に賢く愚なること、鐶の端无きが如し。是を以て、彼人瞋ると雖も、還りて我が失を恐れよ。我獨り得たりと雖も、衆に從ひて同じく擧へ。

十七に曰はく、夫れ事獨り斷むべからず。必ず衆と論ふべし。少き事は是輕し。必ずしも衆とすべからず。唯大きなる事を論ふに逮びては、若しは失有ることを疑ふ。故、衆と相辨ふるときは、辭則ち理を得。 

「一に曰く」は、「和を以って貴しと爲し、忤ふること無きを宗とせよ。」だけじゃなく、続きがあります。「人はとかく仲間や連れを作り、その中で申し合わせてから議論に参加するので、君主や父親の意向に逆らったり、公共の利益と矛盾することが起きてしまう。だから統治者は人民全体の幸福を考え、人民もみんなの幸福のために胸を開いて話し合うなら、事の道理は自然に通じて、何事もうまくゆくものだ。」ということです。

　これはルソーに近いです。ルソーは全員参加の人民集会で法律を定めるべきだとしました。その際参加者は私的利害を棚上げにして、あくまでも人民全体が幸福になるための議論をしなければならないというものでした。そこでみんなが衆智を集めて話し合えば、きっと公共の福祉にとって最善の法律が多数決でできるはずだという立場でなのです。

しかし問題は、議論に参加している人々は、自分は私的利害は棚上げにして、みんなの幸福のために議論しているつもりなのに、論敵は、みんなの幸福など無視して各人の私的利害のための発言に終始しているようにみえるものです。

　

５凡夫の自覚

お互いに聖でもなければ愚でもない凡夫ならくに違えど怒らめ

それで議会では乱闘まで起きることがあります。互いに自分たちの独善性に気づいていないということでしょう。それを戒めるために「その十に曰く」があります。分かりやすい現代文で訳しましょう。
　「頭にきてキレちゃったら駄目だ。人が自分と意見が違うからといって怒らないようにしなさい。人は皆なそれぞれ心をもっている。心はおのおの自分で判断するのものだ。彼が正しいとしても私には正しいと思えないものである。私が正しいとしても、彼にとっては正しくないのだ。私が必ず聖人というわけじゃない。また彼が必ず愚か者でもないのだ。共にただの人にすぎない。だからどちらが正しくて、どちらが間違っているという基準を、誰がきちんと定めることができるだろうか。お互いに賢くて愚者なのだ。金輪の端が無いようなものである。そういうことなので、相手が怒っていても、こちらは怒らないで、かえって自分に欠陥やまずい点がないか恐れて見直しなさい。自分が独り正しいと確信できても、それは保留して、総意を尊重して、総意に従って行動しなさい。」

　なるほど日本的集団主義ですね。自分の信念と自分が属する集団の総意が異なる場合、自分の信念をあくまで貫くのか、それとも総意に従うことを優先するのか迷いますね。時と場合によっては信念を貫く方がいいこともありますが、状況によっては全体に合わせないといけないこともあります。日本人の場合は何事も協調して、自分の信念は表面に出さない傾向が顕著です。

『憲法十七條』があるから、日本人の多くが日本的集団主義になったということはないでしょうが、ともかく『憲法十七條』には日本的集団主義の原理が明文化されているのです。もちろんこのために個性を喪失したりすることがあっては困りものですね。

ただ独善を戒め、衆智を集めて、みんなの幸せのためにどうすればよいか和やかに話し合って、共通の理解や認識を生み出そうとするのは大切なことだとは言えます。そして総意を尊重し、信念を留保して総意に従うという組織原則を守ることが組織や社会を守り発展させることになるわけです。これを守らないと、分裂抗争を繰り返し、社会の混乱や衰亡を招くことになりがちなのです。

面白いのは、独善を戒めるのに、みんな必ずしも聖人というわけでもないし、必ずしも愚人というわけでもない、みんな「凡夫」なんだと「凡夫の自覚」を説いているところです。なにかソクラテスの「無知の知」に通じるものを感じるでしょう。

しかしよく考えてみますと、本来日本人なら、ソクラテスを学ぶときに、「ソクラテスの無知の知は『憲法十七條』の「凡夫の自覚」に通じるものを感じる」というべきなのです。ところが日本人の教養が西洋中心に偏っていまして、ソクラテスの方にスタンダードがあるのです。

仏教的にいうなら、無我の真理を覚ることができない我々は、みんな煩悩に惑わされ、なかなか正しい判断ができない凡夫なのです。だから自分の考えが正しいとは限らないことをよく自覚したうえで、相手の意見を謙虚に聞き、そこから学ぶべきものをできるだけ学ぶべきなのです。こういう仏教的な人間観や、それに基づく凡夫の自覚について、ソクラテスの「無知の知」に匹敵するのですが、きちんと学んでいないわけですね。

　

６中心としての天皇

すめろぎは絶対の剣握れるやただまとまりの要にすぎずや

利害が対立し、理念が異なっていると意見はなかなか一致しません。だからこそ統一的な理想像が必要になってくるのです。そこで『憲法十七條』では平和を尊び、三宝を敬い、礼に則り、天皇を中心にまとまって、衆智を寄せ合ってみんなが幸福になれる国を作ろうという理念を打ち出したのです。これなら聖徳太子が誰もが納得できるだろうと考えた国家像であり、役人の心得なのです。

目標や理念がいっしょなら、その実現のために智恵と力を出し合えます。互いの利害調整もスムーズにいくようになるのです。当時なら天皇中心の律令国家の建設です。今日なら地球環境問題や安全保障の問題でのグローバルな協力体制の構築です。あるいは長い目で見れば、近代国家の時代からグローバル統合の時代への転換です。

でも天皇中心という言葉では一致しても、それはまとまりの中心という意味では同じですが、立場次第でその意味が違ってきます。皇族は天皇が権力の中枢をしっかり掌握して、自分の理想を実現するというイメージを抱きます。厩戸皇子は理想としてはそういう天皇像を抱き、山背大兄皇子はその志を継ごうとしました。後の天武天皇や聖武天皇などはその典型です。
それに対して、貴族は天皇を中央集権権力を作るための求心力と捉え、あくまでも官僚体制の機関として捉えるのです。蘇我馬子・蝦夷・入鹿たちはあくまで蘇我氏のコントロールが効く天皇を作ろうとしていたのです。後の藤原不比等たちも同様でしょう。

天皇は血筋で決まるので、天皇に実権を握らせてしまう皇親政治だと暗愚や暴君の天皇が出た場合、国家は破滅的なことになり、役人や人民は甚大な被害を被ることになります。だから実際に政治を動かすのは、太政官でなければならないというのが藤原氏の立場です。
これらに対して庶民は天皇を神や菩薩として民衆を救ってくれるものとして捉えようとします。貴族たちが官僚独裁のための宗教的権威づけにしようとするのに対して、神や菩薩としての天皇が親政を行って欲しいのです。蘇我氏や藤原氏による天皇象徴化に反発して、天皇や聖徳太子に対する神格化がなされていくわけです。聖徳太子信仰や柿本人麿による現人神の強調などもこの傾向ですね。

７菩薩天子

すめろぎは菩薩ならまし仏への帰依の心を収め取るには

聖徳太子の『憲法十七條』は内容が充実しています。役人の心得程度に思われがちですが、和の国を作り、三宝を敬い、独善を避け、衆智を集めて話し合いにもとづき互いに補い合ってやっていこうということなのです。だから天皇親政や官僚独裁に偏らないように工夫されているのです。

　ただ仏教を国教化は大問題でした。ただし一神教を導入したのとは違って、これまでの信仰を一掃しなくてもすんだのです。一神教だとそれぞれの部族の神々が否定されることになり、抵抗ももっと大きかったでしょうね。それでも仏教は国家の特別な保護を受け、寺院の建造が重税や苦役となって人民に重くのしかかることになります。

ところが権力者はそれを御仏の力で人民を救済するための事業と捉える勘違いに陥ってしまいました。また仏教を信仰しないと東アジア世界で取り残されると蘇我氏などは考えたのでしょう。それに、大乗仏教は自らの煩悩を克服した仏陀が衆生を救うという信仰です。仏陀に帰依した統治者が、自ら菩薩になれば、人民は菩薩である統治者に服従するだろうと期待したわけです。

　これは神話による支配より、余程高度ですね。神話では、高天原の神々の会議で、天照大神の子孫が地の国を支配することに決まっていたということで正当化したのです。これでは、結局勝てば官軍という論理でしかありません。

それでも神話も良いこと言っています。荒ぶる神である須佐之男の神の子孫ではなく、恵みの神である太陽神の子孫が支配すべきだという論理です。これには武力で覇権を握って統治するのではなく、徳で支配すべきだという儒教思想の影響が伺えまいす。ところが実際は、筑紫の勢力は武力で侵攻し、平和で豊かな国づくりをしていた大国主命をスサノオの子孫だとして国譲りを強制させたのです。大国主命は徳で支配していたのに武力で制圧されたのです。

仏教だと今現在の支配者が仏に帰依し、自ら菩薩として衆生済度のために献身することで、人民の帰依を得、徳で治めなさいということですから、説得力があります。でも逆に言えば、大王が私利私欲で国を支配すれば、人民の帰依を得ることができず、国が滅びてしまうことになるので、仏教はかえって国を滅ぼす元になりかねないのです。

そこで、どれほど深く仏陀への帰依を派手に見せびらかし、自分が菩薩であることの証明しようとするのです。その極端な例が聖武天皇です。聖武天皇は大仏造立、国分寺・国分尼寺の建立などでおびただしい国費の無駄遣いして、人民に負担を強いたのです。あるいは本人は、聖徳太子だってたくさん寺院を建立しているから、それを見習ったということでしょうが、本人は菩薩天子として大胆に行動したつもりだったのでしょう。

８『法華義疏』

 天台の教え知らずに経を説く使いは空し長安の空

　　　　　　 

五九五年に高句麗僧慧慈が来日し、太子の師になってから十一年目の六〇六年に『勝鬘経』と『法華経』について講経を行いました。それで推古天皇などから田地の寄進を受けて、斑鳩寺などの建立に役立てています。また六〇九年から六一五年にかけて『三経（勝鬘経・勝鬘・法華経）義疏』を作成したといわれています。

仏教を教養の一環として学んだというのではないのです。菩薩天子を目指して学んだわけですから、講経まで十一年、『三経義疏』完成まで二十年というのは決して短すぎて不可能と言われることはないでしょう。

前回も少し触れましたが『三経義疏』については聖徳太子の著作かどうか議論があります。六一四～六一五年に著述した『法華義疏』の内容は、光宅寺法雲の『法華義記』の説にとどまっているからです。

　つまり天台智顗の五時八教・一念三千・三諦円融の教説がないのです。古田武彦によれば、それでは六〇〇年と六〇七年に遣隋使まで派遣しているのに天台智顗の教説を入手していないことになり、おかしいじゃないかということです。
しかし天台智顗の教説は、天台三大部といわれる『法華玄義』『法華文句』『摩訶止観』に展開されていますが、これらは、天台智顗の没後三十年後に完成しているのです。天台智顗の高名は轟いていたとしても、適当なテキストは入手できなかったかもしれないのです。

　

９『勝鬘義疏』

人も花もその哀しみも収めとり救いの露を与えまほしや

さて『勝鬘経』は、女性である勝鬘夫人の著作です。それを『勝鬘義疏』は、女帝である推古天皇のために推古天皇になりかわって、研究し、紹介していますから、摂政の厩戸皇子の業績にふさわしいといえます。では内容的にも聖徳太子ならではということはあるのでしょうか。

最終的な仏の境地は十地と呼ばれます。勝鬘夫人は七地の位にいて、八地の位を目指して修行していたのです。七地までの人は八地以上の菩薩の徳によって存在できるということです。厩戸皇子は、本来、菩薩天子や菩薩太子はそこまで自分を高めなければならないと思っていたのです。
つまり為政者の施策しだいで、人民が塗炭の苦しみをなめることもあれば、ひもじい思いをすることなく、幸せな暮らしをすることもあるわけですね。為政者は自分の行動が人民の存在そのものを生み出しているぐらいの自覚がなければならないのです。

しかしその自覚が昂じて、思い上りになると王土王民だから、どんな専制政治も許されるという考え方になりがちです。煬帝などは、自分を菩薩天子と思い込み、自分次第で世界を救うことができるから、身を捨て、命を捨てて、あらゆる財や力を用いて素晴らしい世界を実現しようと考えたのでしょう。素晴らしい志だったわけです。それですべては自分にかかっているのだから、何をしても許されるべきだということで、戦争と苦役に人民を駆り立てて、結局自らの墓穴を掘ってしまったのです。
しかしそういう全能意識というのは、政治家はもちろん哲学者や宗教家にも必要です。人間だれでも世界に対峙し、世界を憂えて生きているわけです。世界自身の意識として存在していると言えるのです。

　だから我々一人ひとりが世界に働きかけ、世界を動かせると考えて行動しているわけですね。多少なりとも、世界は自分にかかっていて、自分が生み出しているという八地以上の心を持っているはずなのです。それを聖徳太子は為政者ならばより強く自覚する責任があるといいたかったのでしょう。もちろんそれが昂じて暴君になってしまっては困まりますが。

『勝鬘義疏』にみられる高い志は、聖徳太子が倭国に仏教を導入するということを、大王が仏陀になって、衆生を救済するというイメージで捉えていたということを示しています。だから王が聖人・君子であるべきだという儒教の考えと近かったと言えます。聖徳太子の著作にふさわしいわけです。

10さす竹の君

さす竹の君はやなきに火炎瓶投げつけられてホームレス哀れ

そういえば本来仏教というのは、出家して世俗から離れて修行するものです。でも、聖徳太子の時代の仏教は、為政者が菩薩ということなので、儒教の王道政治と近い発想だといえます。『憲法十七條』でも仏教、儒教、法家思想が巧みに組み合わされていたように、全く異質で正反対の思想と思われていた思想が、非常に近かったり、補完しあえるものだったりしています。それには三国・南北朝の時期には儒教、仏教、道教その他の諸子百家の古典から名言を引用して巧みに組み合わせて文章化する四六駢儷体の文章がもてはやされ、バランスがとれた考え方が尊重された背景があるのです。だから仏教も他の思潮を収めとるような豊かな内容に発展しようとしていたのです。

『勝鬘経』や『法華経』の段階では、自己一身の悟りに満足している声聞や縁覚はたしかに低い段階の悟りなのですが、そういう連中は救われないとする既成の大乗の立場も七地以下の低い大乗仏教だというのです。八地以上の高い悟りによって、声聞や縁覚も狭い了見を反省して救いに導かれるのです。このように声聞や縁覚も、低い大乗仏教も包み込む高い悟りを「一乗仏教」と厩戸皇子は呼んでいます。

聖徳太子が八地以上の境地に達したかどうかは、そこに達していない我々が判断できることではありません。しかし、天台智顗の「十界互具」や「一念三千」の思想によれば、仏の境涯の中に地獄があり、地獄の境涯の中にも仏があります。だから八地以上の境地も八地以上を目指す心の中にあるのです。

しかし、聖徳太子が高い志を説けば説くほど現実とのギャップが大きくなり、政治への挫折感に襲われることになります。隋の煬帝が高句麗に敗れて国を滅ぼすことになりました。これは聖徳太子の遣隋使外交にとって大きな挫折です。国内政治の改革も人民が救われるところまではいきません。

　『日本書紀』には、六一三年に片岡山で飢えたる者に衣服と食物を与えたというエピソードがあります。その際に「しなてる　片岡山に　飯(い)に飢(ゑ)て　臥(こや)せる　その旅人(たひと)あはれ　親無しに　汝(なれ)生(な)りけめや　さす竹の君はや無きに　飯に飢て　臥せる　その旅人あはれ」(片岡山で、食い物がなく、餓えて斃れた、そこの旅人よ、可哀相に。親もなくて育ったのか。ご主人様はいないのか。食い物もなく、餓えて斃れた、そこの旅人よ、可哀相に)と歌っています。

つまり一乗仏教の立場からみると、飢え死にするような人民を出す君主というのは本来の君主とはいえないということなのです。自らの為政者としての責任を痛感しているのです。
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二十一世紀になっても、たくさんのホームレスを出しているのに平気な為政者もいますね。聖徳太子のつめの垢でも煎じて飲ませたいものだと思います。このようについ我々は為政者の怠慢や責任を云々してしまいますが、そういう前に己自身の怠慢を反省すべきでしょう。為政者に安易に責任転嫁してしまってはならないのです。

　

11煩悩即菩提

　煩悩に染められてこそ煩悩を超えし涅槃が微笑みしかは

ところで仏教は、心静かな涅槃(ニルバーナ)の境地は、欲望を吹き消した境地だと説いています。欲望を克服するには、無我の真理を覚らなければならないということですね。しかし現世に生きていくということは、欲望を充足して生きていくということであり、煩悩から離れることはできません。そこで大乗仏教では、この欲望に囚われた煩悩の世界にこそ覚りがあると煩悩即菩提を説いたのです。

『勝鬘義疏』でもこの煩悩即菩提という覚りが究極の真理だというのです。ちなみに菩提とは辞書によると、梵語bodhiの音写で、智・道・覚と訳します。「煩悩を断ち切って悟りの境地に達すること。また、悟りの智恵」です。

「如来蔵思想」という言葉あります。如来とは仏陀のことです。如来蔵とはだから仏陀であるという本性つまり仏性が備わっているということです。一切衆生には仏性が備わっていることを「一切衆生悉有仏性」というのです。だから煩悩に苦しんでいる衆生の暮らしの中にこそ、煩悩を克服した涅槃の境地があるということが「如来蔵」です。

ただ「蔵」ということは表面に現れていないで、隠し持っているという意味を含みます。煩悩によって生きているとなかなか如来は見えてきません。無我の真理を覚った心、あらゆる煩悩を離れた自性清浄心、それをみんなが持っていて、それで個々の衆生が煩悩を超えて、大いなる生命の現われとして生きているというのです。

しかし勝鬘夫人は、煩悩の中にあって煩悩に染められているのに、それでも汚れていないというのはパラドックスではないかというのです。それで勝鬘夫人は釈迦に説明を求めました。でも釈迦もそれはむつかしいというだけなのです。結局そのパラドックスを生きるしか、心を清浄にすることはできないということですね。
我々は食欲の世界で生きており、食べることに思い悩んでいます。それでは心静かな悟りの境地(菩提)に入ることなどできません。しかしだからと言って、何も食べなくても生きて生けるような世界に住んでいても菩提に入ることはできないのです。つまり菩提は煩悩があって、食べるために働き、食欲を充足させる生活にこそあるのです、そこにこそ食べることを超越した境地があるのです。

出家して籠もる小乗仏教の形では、為政者としてやっていけません。毎日煩悩に苦しんでいる衆生を救うこともできないのです。共に煩悩に苦しみ、煩悩に生きてこそ、煩悩を克服することもできるのです。でもそのためには自らの中にある煩悩に染まらない心、仏性を先ず信じていなければなりません。その確信があるからこそ捨身、捨命、捨財ということがいつでもできるのでしょう。

聖徳太子は生まれついての仏教徒なので、自らの中の仏性をわりと素直に信仰していたかもしれません。幼いときから利発だったので、菩薩太子に育てようとして、周囲が釈迦の生まれ変わりに違いないとかいって育てたのでしょう。彼は自分の中の仏性の存在には少しも懐疑がなかったと思われます。

　

12『維摩義疏』
世の中やそろそろどうも煩わし仏に戻りて次生に備ふや

『維摩経』の講経をしたという記録はありません。でも『維摩義疏』は存在します。これも聖徳太子の著作だという根拠はあるのでしょうか。維摩居士は在家の修行者でした。「自己一身の覚り」を求める小乗仏教を徹底的に批判したのです。聖徳太子も在家の修行者として維摩居士に自分の思いを託したことは十分考えられます。

聖徳太子は『維摩経』を最高段階に達した釈迦の教えだと受け止めていました。しかし天台智顗の五時八教説によれば、釈迦の説いた教説としては五時のうちの第二期方等時の教説で、不完全なのです。

　維摩詰はすでに八地以上で真如とひとつになっていると太子は解釈していました。その維摩詰が、世俗の人の姿で現れているのです。それで、彼は煩悩に惑わされる国や家の事業を煩わしいと感じていますが、偉大な憐れみの心つまり「大悲」がやむことが無いので衆生を救おうとこの世にいるわけなのです。

ということは聖徳太子も彼に思いを仮託しているのですから、国家の事業にかかわっているのが、煩わしくなってきたというになりますね。それに維摩に自分をなぞらえているとしますと、聖徳太子は自分を八位以上においていたことになります。

聖徳太子は冠位十二階の制を定めて実力主義の登用を図ったり、『憲法十七條』と国家や人倫の原理を打ち立てたりするのには素晴らしい才能を発揮しました。難解な経典の解読や講義もできます。その意味で哲人や学者としては超一流ですが、蘇我馬子のような政治的手腕は持ち合わせていなかったのです。

現実の改革が思うように進まず、片岡山の旅人の哀れな姿を見て、挫折を感じ、政治を煩わしく感じるようになったのではないでしょうか。そして自分が菩薩太子としてできることの限界を覚って、ますます仏教の世界に入り込んでいったようです。

維摩は教えを説くために仮病をつかいました。いかにも重い病気にかかったようにみせて、仏弟子たちに見舞いにこさせ、小乗の教えを論駁したのです。たとえ本当に病気になっていて、その結果死んだとしても、維摩にすれば、仏の世界に戻り、次の世に生まれる準備をしているつもりでしょう。
聖徳太子も空海になって生まれ変わったという俗説がありますが、太子の死もこの世で聖徳太子としてできることはしたので、次の世に生まれる準備のために主体的に遷化したという太子信仰もあります。

13山背大兄皇子の悲劇　

　 和の国を築く太子の志継ぎて山背皇位望めり

「聖徳太子の夢」は山背大兄皇子が先ず継承しました。彼は自ら菩薩天子になって聖徳太子の構想していた和の国造りをしようと、皇位継承を求めたのです。ところが蘇我氏にすれば、山背大兄皇子は舂米女王(つきしねのおうじょ)としか結婚していません。皇女たちや蘇我氏の娘たちと婚姻してきちんと親戚づきあいしていないものですから、相手にできないわけなのです。それでも血筋と理念で皇位継承を迫ったので、邪魔者扱いされて、六四三年に入鹿や他の皇子たちに襲われたのです。

山背大兄皇子は決して争って皇位を取ろうとしたのではないのです。あくまでも『憲法十七條』の和の国を造るために、その為には山背皇子が最もふさわしいということなのです。それを暴力で排除しようというのだから、蘇我入鹿や他の皇子たちには、和の国を作るという気持ちが全くないわけです。

山背皇子が東国に逃げて、地方豪族を糾合して内戦に持ち込めばあるいは天下を取れるかもしれません。しかしそんなやり方では話し合いが前提の和の国はできませんね。
それより山背皇子は、自分が邪魔だから国がまとまらないというのなら、いつでも国のために身を捨て、命を捨ててもかまわないというのです。法隆寺の玉虫厨子には「捨身飼虎」の絵があります。この自己犠牲の教えを山背皇子は父から教わっていたのです。
山背皇子は自分の一族を犠牲にすることによって、力づくで国を牛耳るというやり方が間違っているということを示したのです。それで蘇我入鹿は孤立してしまい六四五年のクーデターを招いたのではないでしょうか。

山背皇子は、捨身飼虎の実践をして一族諸共入滅したわけですが、こんなレベルの低い連中の相手になってられないから、みんなで聖徳太子の待つ天寿国へ行こうというような気持ちだったかもしれませんね。つまり不殺生戒を実践した始めての本格的な殉教なのです。その衝撃は想像を絶するものだったでしょう。つまり仏教を本気で信仰して、そのために一族で殉教してしまったのですから。

聖徳太子は入鹿とぐるになって山背皇子一族を死に追いやった中大兄皇子や中臣鎌足つまり藤原氏一族に祟ったというのが『隠された十字架』での梅原の解釈ですね。つまり皇子たちや藤原氏に何かあったときに聖徳太子の祟りではないかと恐れられて、それで法隆寺が再建され、聖徳太子の怨霊を封じ込めたという解釈です。

皇子たちや藤原氏は聖徳太子を恐れるあまり、仏教に熱心に帰依して仏教に基づく国づくりをしようとしたのです。その集大成が聖武天皇です。彼は国分寺・国分尼寺の建立、大仏造立を行い、「篤く三宝を敬へ」を実践したのです。そして称徳天皇は血筋ではなく、徳の高い僧侶に皇位を譲ろうとする究極の仏国土造りを試みたのです。それらは無茶苦茶と言えば無茶苦茶であるが、彼らなりに受け止めた「聖徳太子の夢」を追い続けたということですね。
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 １ヤマトタケルは巡察使か

まつろわぬ熊襲蝦夷を経巡りて言向けやわする巡察使かな

　さて今回は倭建命(ヤマトタケル)と息長帯日売命(オキナガタラシ姫)つまり神功皇后のお話をシリーズで行いたいと思います。地元の河内特に河内葛城とからめてお話ししたいと思います。ヤマトタケルと神功皇后の話はまったく別の話しのように思われるかもしれませんが、実は神功皇后はだれの皇后かといえば仲哀天皇（帯中日子尊）の皇后なのです。仲哀天皇がヤマトタケルの息子でして、叔父である成務(稚足彦)天皇に跡継ぎがいなかったので、跡をついで天皇になったとされています。ですからオキナガタラシ姫はヤマトタケルの息子の嫁だということですね。

　ところでヤマトタケルは実在したでしょうか。実在したとしたら何時ごろの人物でしょうね。ヤマトタケルはスーパーマン的な活躍をしていますね。熊襲の本拠地に単身乗り込んで行き、熊襲の親玉である熊襲タケル兄弟をやっつけたり、蝦夷を征伐にでかけたときはお供は一人だけで、後から弟橘姫がついてきて道中は三人だけです。
もっともそれは『古事記』の記述で、『日本書紀』では吉備氏や大伴氏の軍勢が従ったことになっています。『日本書紀』は父帝との葛藤は描きません。帝を仇役にするのは忍びないのでしょう。なんといっても正史として天皇中心の律令国家の箔付けで編纂されたものですから。

　それに比べて『古事記』は、遠征自体が兄を殺した乱暴者のヤマトタケルつまり小碓命を朝廷にまつろわぬ者達に殺させるのが命令した父帝の目的だったとも解釈できます。それにしても単身とか二、三人で遠征など信じられない話しですね。

　そこで小碓命が架空人物だと決め付けていいのでしょうか。確かにヤマトタケルと言われるほど超人的な活躍をしたというのは、オーバーでしょう。しかしそのことから小碓命を架空の人物だと断定するのは早計です。 もっとも大碓命と小碓命の兄弟というのもいかにも御伽噺みたいで嘘っぽいという人もいます。兄橘姫と弟橘姫というのも出てきます。これも作り話的ですね。

　このようにこの伝説にはかなりの創作が入っており、ドラマティックに脚色されていることを感じさせられます。でも景行天皇の息子で仲哀天皇の父であった人物が実在して、朝廷のために熊襲や蝦夷との交渉を行っていた可能性はあるでしょう。

　私は大王の代理として諸国を巡察させられていた中央貴族や皇族が存在したのではないかと推理しています。当時は、地方政権と中央政権の間はまだまだ不安定でした。朝廷の勢いが強いときは貢納しても、中央権力のまとまりが悪いと、恐れるに足らないということで貢納をサボったり、独立宣言をしたりします。しかしそのたびに軍勢を差し向けるわけにも行かず、大王の代理ということで貢納が滞っている理由を糾す使節を派遣したのではないでしょうか。

　そうしますと、熊襲や蝦夷は朝廷からの使いを追い返したり、殺したりしますと本格的に朝廷軍が押し寄せてくるので、歓待して、天候や疫病などの理由を挙げて、滞納の釈明をするわけですね。ともかくかなり危険な役割です。そういう人たちがいたとしたら、後世平和的な巡察使を討伐軍のようにオーバーに表現したと考えられます。 こう解釈しますと、面従腹背の蝦夷たちの態度が理解できます。

しかし熊襲や蝦夷に殺されるリスクがあるのに、大王の皇子を巡察使にしたでしょうか。相手が大和政権に匹敵する勢力をほこっているような場合は、皇子や有力貴族の出身者がいかないとおさまりがつかなかったのではないでしょうか、ということで大和政権が強大で、九州の熊襲や中部、関東の蝦夷に対して柵封体制(朝廷に貢納することを条件に支配権を認める体制)で支配していたとしたら、ヤマトタケルのモデルは存在したということです。

じゃあヤマトタケルは何世紀の人物でしょうか。百済と倭との交渉を直接に示す現存最古の文字史料は「七支刀銘文」です。これは神功皇后五十二年に七支刀が百済王から神功皇后に献上されたとされています。泰和は東晋の年号・大和のことで、泰和４年は西暦三六九年に当るとされています。としますと神功皇后元年は西暦三一七年です。その年に仲哀天皇が急死しています。享年五十二歳だったということです。ということはヤマトタケルの忘れ形見ですからヤマトタケルが三十歳でなくなっているので、三一七年の八十年前にヤマトタケルが誕生したことになります。西暦二三七年頃ということですね。

ヤマトタケルの活躍は西暦二六〇年頃ということになります。それは景行天皇二七年のことですから、卑弥呼の死が二四八年とされており、つまり景行天皇と卑弥呼がかぶってしまいます。これでは年代が合いませんね。 
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では七支刀の銘文をごらんください。

（表）泰和四年十（一）月十六日丙午正陽造百錬磨七支刀（出）辟百兵宜供供候王□□□□作

（裏）先世以来末有此刀百済王世（子）奇生聖音故為倭王旨造伝示後世

泰和四年十一月十六日、丙午の正午に、よく鍛えた鉄で七支刀を作った。

この刀は多くの災厄を避けることが出来、倭王が持つにふさわしい・・・・・

先世以来、このような立派な刀はなかった。

百済王の世子・奇生が、わざわざ造ったものである。

後世まで伝え示されたい 

石上神宮所蔵　七支刀　　　　　　　　

  ここでずらせないのが七支刀の西暦三六九年ですね。それを神功皇后五二年とするのに無理がありそうです。神宮皇后の新羅征伐を三一八年に新羅侵攻をしたという史料は大陸史料にはないのです。七支刀は必ずしも百済が倭に臣従していたことを示しているとは限りませんので、新羅侵攻以前の百済と任那および倭との親交を示すものと解釈してはどうでしょう。何故「日本書紀」では神功皇后五二年にこの記事を入れたのかは、研究課題ですが、七支刀はいかにも宝の刀という感じで、献上品に相応しいと考えたのでしょう。                
　当時の最重要の資料はやはり高句麗好太王碑文です。「百済や新羅は元々高句麗の臣属していて、朝貢していた。ところが三九一年辛卯年、倭は海を渡り百済□□新羅を打ち破って臣下とした。 」そこにある辛卯年つまり三九一年を神功皇后の新羅侵攻の年とみなす方が納得できますね。

高句麗好太王碑文墨水廓填本（一八八二年頃作成）東京国立博物館蔵
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  それに『三国史記』の『新羅本紀』では奈勿王の王子・未斯欣(みしきん)を人質にしたとあります。これは実は西暦四〇二年のことです。『日本書紀』神功前紀十月条の記事です。これも年代は辛卯年と十一年ほどずれていますが、七支刀を百済王からもらったのが神功五二年という記事 が信用できないことの傍証にはなります。もっとも『三国史記』は十二世紀できたものだから同時代から離れすぎていて参考にならないという見方もできますが。

　最後にもう一つ、二倍年歴という捉え方があります。初期の大王の享年が高齢すぎるので、今の一年は二年に当るのではないかという捉え方です。それでいきますと神功皇后元年は西暦三四三年に当ります。『新羅本紀』の記事で「倭の軍隊が突然に風島を襲い、辺境の民家を掠め犯した。さらに（倭軍は）進軍して金城を包囲して激しく攻めた。」しかしこれは新羅によって結局撃退されています。

この問題に使えるかどうかは別にして、二倍年歴を用いないと大和政権の成立を三世紀におくとすれば、説明がつきません。それでも合わないので、神武天皇から開化天皇までの十代はやはり架空だとするほかないでしょう。

　そうしますと、一世代上のヤマトタケルは実在したとすれば、四世紀半ばで熊襲および蝦夷の地に遠征し、説得したり、いうことを聴かない場合は征討したりしたということになるでしょう。ただし軍事力はなかったので、策略を用いて相手の分裂を誘います。従った軍勢で従わない軍勢を討たせます。その上で、従った者に朝廷への貢納を条件に、その地方での支配権を安堵してやるというやり方です。

　ところで梅原猛が言うように七世紀に柿本人麿が創作したという見方からすればどうなのでしょう。人麿がヤマトタケル説話をまるまる創作したのではなく、潤色を加えて、持統天皇を景行天皇の皇后にあてこすったというようなものと解釈できます。
つまり 景行天皇の皇后が大碓命と小碓命を殺そうとしたという話が人麿作の『古事記』には入っていて、それで持統天皇が大津皇子と高市皇子を暗殺したというスキャンダルを暗示したということです。

その意図が察知されて人麿は刑死させられ、『古事記』もその部分は抹消されましたが、人麿の怨霊にとりつかれた(？)梅原猛は戯曲『ヤマトタケル』でその部分を再現したということかもしれません。

　大王の皇子といえども、巡察使のような命がけの仕事をやらされていたというような伝承はあったのでしょう。そしてヤマトタケルと呼ばれた小碓命の場合は、見事な策略で熊襲や蝦夷の首領をやっつけてきたということですね、事実かどうかはさておきそういう話は伝わっていたということです。

　ヤマトタケル説話の一つのテーマが父帝と皇子の葛藤です。『日本書紀』ではその点は、父と臆病者の兄の大碓命の葛藤が前面にでていますが、『古事記』では父と弟小碓命の対立が描かれています。この対立は譲位というシステムがなかったから 生じたのでしょう。皇子が成人になると皇子が即位するためには、父を殺さなければ、父から殺される危険があったということを意味するからかもしれません。

　巡察使にするというのも皇子を殺す方法の一つだということは『古事記』のヤマトタケル伝説の重要な要素です。そこに若い後妻の皇后の子がいたりすると、さらに複雑な権力闘争になったとも考えられますね。
　父から殺される子の立場と、大和政権に滅ぼされる熊襲や蝦夷の立場は、弱い立場だということでオーバーラップします。ヤマトタケルは討伐する側でありながら、討伐される側の立場に共感を示すのです。梅原猛はそういう潤色をしてスーパー歌舞伎の戯曲『ヤマトタケル』を書き上げたのです。そうしますとヤマトタケルの悲劇的な死というのが、権力によって滅ぼされた人々の恨みを一身に受け止めて犠牲になったものとして、鮮やかに迫ってくるわけです。　

２ヤマトは言霊の国

そなたには蝦夷の国をくれてやる兵も付けず死地にゆけとは

先の皇后だった母が死んで、叔母が皇后に納まり、その皇子が生まれますと、新しい皇后は双子の大碓命、小碓命が邪魔になり重臣と結託して兄弟を暗殺しようとします。これに対して大碓命は皇后を殺すと、父に殺されると思って、思い切って父を退けるクーデターを企て、小碓命を誘いますが、小碓命が拒否したため争いになりました。結局小碓命が兄を殺してしまい、兄と同じ境遇なので、兄に同情して、 帝から詰問されても、その理由を告げなかったために兄殺しの罪に問われて、単身で熊襲征伐を命ぜられたという設定です。

　単身で敵の本拠に乗り込んで敵の親玉を討ち取ることなど不可能です。そんな理不尽な命令を受けたら、だれでも行くえをくらましてしまいます。ところが小碓命は女装して踊り女になり、新宮の造営のお祝いの祭りで舞を披露し、熊襲たちをへべれけに酔わせて、見事に世界一の豪傑であるはずの熊襲タケル兄弟を討ち取ります。

つまり強いものに立ち向かうのに、勝とうとすれば、相手以上に強い兵力が必要ですが、その条件がなければ、最も弱い姿をして強者を油断させ、相手を最も弱い姿にしてからやっつけるという戦法をとったわけです。強者と弱者の逆転の弁証法ですね。

じつは『憲法第九条』もそういう弁証法なのです。どうせ戦争に負けて弱い国なったのなら、徹底的に弱くなり、非武装になったら、どんな強い国だって侵略できないだろうという開き直りです。これはどんな弱い国にだって侵略されるリスクを背負うことになりますが、非暴力・不服従主義を貫くことで、恒久平和を築くという戦略ですから、 大変尊い立派な宣言です。いったん宣言した以上、その方向で精一杯努力してみるべきでした。簡単に再軍備してしまったわけです。まあ情けない国民です。

それでも敵の親玉をやっつけますと、弔い合戦とばかり仇を取られるのがおちですね。それで、小碓命の生還は荒唐無稽だという人が多いようですが、伝説として残ったということは、たとえフィクションであっても、それなりにリアリティがあるからです。
つまり当時の人々の宗教心理からみれば有り得ないことではないということです。あまりにも勇敢でしかも智略に富んでいたので、熊襲たちは小碓命をただの人間ではないと思ったのです。つまり荒ぶる神スサノオの化身と考えて逆らえなかったのでしょう。

当時の人々の神観念には驚きの対象が神であるというように受け止める傾向があります。単身熊襲の本拠に乗り込んで頭をやっつけたという驚嘆すべき行動に対して、これは人間業ではない、神業だと思って、スサノオの化身だと震え上がったわけです。荒ぶる神に逆らえば、死体の山が築かれるということですから。

熊襲の弟タケルは、泥酔してヨタヨタ逃げるのを後ろから、女装の小碓命に剣で釜を掘られる屈辱を味わいます。それで死の直前に熊襲タケルの名で死ぬのを恥じて、最も勇敢な小碓命に「タケル」という勇壮な名を捧げます。名前に霊が宿るという言霊信仰の一種です。こうして熊襲タケルの勇敢さを引き継ぐのです。「大和タケル」の誕生です。

熊襲タケルに対するだまし討ちは、追い詰められた結果の知恵として肯定できますが、帰路での出雲タケルに対するだまし討ちは、卑怯極まりないもので到底承認できません。相手と親友になって信頼させ、剣を取り替えさせ、偽の剣を与えて、勝負を挑み殺してしまったのです。それを手柄話にしているのですから『古事記』もセンスが悪いですね。

このように小碓命も征伐にあたっては嘘でだましてやっつけることを平気でするのですが、小碓命自身、父大王からは不実な言葉で死地に追いやられるわけです。「東の方十二道の荒ぶる神、また伏はぬ人どもを、言向け和平せ」よという命令です。それを熊襲征伐の褒美として命じたわけですね。

梅原は、朝廷での権力関係から小碓命に死を望まれているのに口では、蝦夷という大和よりも大きい地域をくれてやるように言い繕う、その言葉でごまかすのが、大和の国の汚いところだと言いたいわけです。
熊襲や蝦夷は野卑なところはあるかもしれないけれど、純朴で嘘がないのです。大和は嘘で固めたような国だということです。文明が栄えただけ嘘とごまかしがはびこってしまっているということですね。だって未だに日本は、「戦力不保持」のはずなのに、世界有数の戦力をもっているという嘘の国ですから。

ただ蝦夷征伐には『日本書紀』では大軍を付けているのですね。これは『日本書紀』が大王をなるべく悪く書かないという方針があるので、そうなっているので、私は『古事記』の設定の方を支持したいですね。つまりお供は吉備の建彦だけで、後から弟橘姫が追いついたという設定です。

いくらなんでも、今度は兄殺しの罰ではないのだから兵力をつけただろうと思うのが常識かもしれません。でも彼はスサノオの化身だと恐れられていたのです。大軍をつければ何時都に引き返してきて、クーデターに及ぶかもしれないわけです。

　実際、伊勢に立ち寄り叔母の倭姫に、死地に追いやられる無念を洩らしますと、倭姫は天叢雲剣と火打石の袋を持たせます。この剣はスサノオが八岐大蛇から取り出した剣であり、軍事的覇権の象徴なのです。ここでヤマトタケルとスサノオの同一視が成り立っています。            
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　この天叢雲剣は神剣です。剣に神が宿っているのではなくて、剣が神なのです。八岐大蛇は実は日本列島を意味していまして、剣は列島の霊なのです。だからこの剣をもったものが覇権を打ち立てることになっています。スサノオと天叢雲剣は、実体的には別々の存在ですが、同一視されています。そしてヤマトタケルが天叢雲剣を持つことで、彼がスサノオの化身であることが認められるわけです。この同一視によって、ヤマトタケルの活躍は、神剣天叢雲剣の活躍だということになります。

八咫鏡と天照大神の関係、さらに化身としての卑弥呼などのシャーマン関係も同じです。さらに三輪山と白蛇と大物主命も同一視されていて、三者は異なる事物でありながら同じ神の現われなのです。こういう神人合一というのは近代の天理教、大本教などの新宗教も取り込んでいるようですね。そういう視点からヤマトタケル伝説を見れば、荒唐無稽な設定の意味も謎が解けるということです。もちろん柿本人麿が七世紀末に手を入れた可能性もあり、最終的に出来上がったのは八世紀ですから、史実がどうであったかは謎です。

３愛に生き愛に死ぬ

相模野に炎燃え立ち吾が名呼ぶ君の御声に命惜しまじ
　『古事記』のヤマトタケル説話は非常に文学性が高いので、梅原猛は柿本人麿が創作しているという説を唱えています。特に素晴らしい歌がこれです。
「さねさし相模の小野の燃ゆる火の火中にたちて問いし君はも」

弟橘姫は、道行心中のつもりでついてきているのです。蝦夷に対してお供一人では助かりっこない、皇子が生きて戻られることは九分九厘有り得ないと考えて、このまま生き別れするぐらいなら、皇子について行って、一緒に死のうという決心です。物語の設定でそうしたまでで実際姫がついていったかどうかは分かりません。そこは柿本人麿の設定の見事さと解釈した方が納得いきますね。

命がけの純愛を描くことによって盛り上がるということです。冒険ものや武勇伝で、戦の場面ばかりでは盛り上がれません。一緒に死ねたらと弟橘姫が追ってきて、その覚悟に感動して、姫を命がけで守ろうとします。そういうロマンがあって戦う男が香り立つわけです。

相模野で計略にかかって火攻めに遭い、絶体絶命のピンチになったとき、姫の名を喉が張り裂けんばかりに呼んだのです。死の間際ですから、皇子が命がけで最愛の姫を助けたいと思っているわけですね。その思いが姫にとってはうれしい。それだけでもう死んでもいいぐらいなのです。

これは何故生きるのか、生きる意味とは何かという問題なのです。人生最近は平均寿命が八十歳台になっています。昔は成人するのが大変でしたし、長生きする人は珍しいわけですね。何時死ぬか分からないという時代です。ですから長生きすることより、生まれて良かった、何時死んでもいいんだという納得感を切実に求めていたわけです。
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弟橘姫は、その意味を小碓命と共に死ぬことで見出そうとしていたのです。そして相模野が燃えて絶体絶命、遂に共に死ねる時が来た、でもはぐれてしまいます。その時に皇子の声がした。「弟橘姫！」存在のすべてをかけて自分の名を呼んでくれているわけですね。これでもういいわけです。何時でも死ねます。本当は相模野で死ねればよかったのですが、小碓命は天叢雲剣で周囲の草を刈り、火打ち石を取り出して、迎え火を熾して、形勢が逆転します。神剣や神石で守られたということです。でも死ぬ時はすぐにやってきます。
焼津から走水海を船で渡っているときに嵐に遭い、海の神から最も大切なのものを犠牲に捧げるように要求されました。弟橘姫はもう何時死んでもいいと思っていましたから、最愛の人の為に死ねるのなら本望だと自ら望んで海に入ります。
そのときに「さねさし相模の小野の燃ゆる火の火中にたちて問いし君はも」と辞世の歌を歌ったのです。愛する人の為に生き、愛する人の為に死ねたら、それで十分幸せなので、命の長さも、名誉や地位も財産もどうでもいいのです。そういう純愛を謳いあげているところが素晴らしいですね。

歴史に興味をもたれる際に邪馬台国論争みたいな謎解きに関心があって、どの説が正しいとか検証する面白さなんかがあると思いますが、こういう人間ドラマの展開もありますから、そっちの方にも関心をもたれたら、大変人生の幅や心の豊かさが養われるのではないでしょうか。こういうのは事実はどうだったかは問題ではないですから、伝承に込められている思いや祈りをどう受け継ぐかということが大切です。

　　　　　　　　４裳裾の月

美しき夜を受け持つ美夜受姫その裳の裾に月立ちけるに

　蝦夷征伐では相模野の火攻めの場面以外は、戦闘についての描写はほとんどありません。ですから、実際にはそれほど戦闘はしていなくて、貢物を差し出させたり、大和政権の指示に従わせる説得工作が中心だったと思われます。巡察使のような役割ですね。もちろん戦闘もあったでしょうが、大和からは兵力を率いてきていないのですから、帰順させた人々をまつろわない人々に対する征伐に使ったわけですね。

　さていよいよ関東地方まで平定を終えて、帰路について尾張の国造の館に立ち寄ります。そこには往路で立ち寄った時に逢っていた美夜受姫と再会します。往路の際は兄橘姫と弟橘姫の姉妹と結婚したばかりだったので、はばかって美夜受姫を抱かなかったのです。帰りは弟橘姫も亡くなったし、やっと戦果を挙げて凱旋ということもあり、抱きたい気持ちは大いにあったのです。それは美夜受姫にすれば尚更です。

　と言いますのは、美夜受姫は尾張の豪族の娘ですから、中央政権とのつながりを持つために娘の結婚を利用しようとして、父は娘を箱入りにして、男性を近づけないようにしていたわけです。でも尾張に立ち寄る皇族は滅多にいませんから、この機会を逃したら、次は何時になるかわからないのです。ですから小碓命の無事の帰還を一日千秋の思いで待っていたのです。しかも九分九厘、生きて帰れないような蝦夷征伐ですから、毎日毎日が心配でたまらず、非常に辛いものだったのでしょう。

　小碓命にしても政略上、尾張の豪族との関係を固めることは重要でした。といいますのは、都では皇后が亡くなり、小碓命の凱旋を歓迎するムードが高まっていたからです。父帝も小碓命を頼ろうとしていました。つまり凱旋すれば政治の実権を掌握できる状況にあったのです。特に熊襲や蝦夷を平定したヤマトタケルですから、安定した政治が望めるわけです。

　せっかく婚姻のムードが高まっていたのに、美夜受姫の裳裾に月が立ったのです。

「ひさかたの　天の香具山　利鎌に　さ渡る鵠　弱細　手弱腕を　まかむとは　我はすれど　さ寝むとは　我は思へど　汝が著せる　襲の裾に　月立ちにけり（天の香具山に夕方に、とんでいる白鳥のくびのような、弱く細いおまえの腕、そのなよなよした腕と私の腕をくみ合わして、おまえを抱こうと思って帰ってきたのに、おまえとゆっくり寝たいと思ってきたのに、おまえの着ているはかまのすそに月が立っているよ）」

つまり美夜受姫はせっかくの大舞台に月経になってしまったのです。それを比喩的に「月が立つ」と表現したのです。元々月経は穢れとして意識されていました。ですから祝言の式で言えません。それを「月が立つ」と表現すれば雅な感じがします。それが歌の効用です。歌というものはどんなに無粋なものでも昇華してくれます。

「伏す猪の床」という言葉があります、猪というのはあまりスマートな動物ではありません。全く無粋の代表なのですが、「伏す猪の床」と言えば風流な気持ちになるというのです。それは歌を思い出すからです。その元の歌は和泉式部の次の歌です。


「かるもかき　臥す猪の床の　いを安み　さこそ寝ざらめ　かからずもがな」（後拾遺・恋四＃821）

大意は「枯れ草をかぶって寝る猪は寝床で安眠するというが、それほど熟睡できなくてもいいが、このように恋に思い悩まず寝られたらいいのに」という意味でしょう。しかし「伏す猪の床」は猪という無粋なものを風流な物に変えようとして作った歌ではありません。それは歌の効果として、そうなったわけですね。とこが「襲の裾に　月立ちにけり」では、穢れとして忌み嫌われている「月経」を「月が立つ」という風雅なイメージに直接変換しようとして成功しています。その意味ではこの歌の方が素晴らしいですね。

この歌に対してみやず姫も返歌を作って舞います。　

 「高光る　日の御子　やすみしし　我が大君　あらたまの　年が来経れば　あらたまの　月は来経往く　うべなうべな　君待ち難に　我が著せる　襲の裾に　月立たなむよ（私は日のように輝いている命様のお帰りを今か今かとお待ちしていましたが、命様はお帰りにならず多くの年がたって行き、多くの月が立って行きました。多くの月が立って行きましたので、あなたを待って、私のはかまの裾に月が立つのも無理はありませんよ。）」
この返歌も見事ですね。「君待ち難に」という表現であなたを待つのが苦しくて、それで血が滲んだということなのです。ただ恒例の月経ではなく、血が滲むほどあなたを待ち焦がれたという強い想いをアピールしているのです。　

５嬢子の床の辺に

草薙の剣を置きて伊吹山ヤマトタケルは荒ぶる神かは

この返歌に圧倒されて「月が立った」にも関わらず、セックスをしているのです。この情事が物語りの暗転のきっかけになります。というのが尾張の国造の館に父帝から書状が届いていて、最後に伊吹山の山神とその手下の鬼達を退治して欲しいという願いが書いてあったのです。それであくる朝伊吹山に出かけるのですが、なんと草薙剣を置いて行ってしまったのです。

　『古事記』には素手で殺せると思ってでかけたことになっていますが、美夜受姫は戦にでかける夫を待つのは辛いということで、引きとめようとしたので、よしよし何とか山神たちの話を聴いて、大和政権に従うように説得してこようということで、わざと草薙剣を置いていったのかもしれません。戦にいくのに剣を忘れるのは変ですから。

ところが山神たちは大和政権に対して激しい憎悪を抱いており、ヤマトタケルが草薙剣を置いてくるのならヤマトタケルに一矢報いる最高のチャンスと捉えて、玉砕戦法でヤマトタケルを襲ったのです。特に雹(ひょう)を降らせる作戦が功を奏し、ヤマトタケルは深傷を負い、高熱をだしました。

ヤマトタケルは草薙剣と一体ではじめてスサノオの化身として不死身で、絶対負けない存在で有り得たわけですが、草薙剣がなければ荒ぶる神では有り得ないということですね。 ということは草薙剣こそが活躍の主役なのです。つまり神剣伝説なのです。それでついに最後の最後で敗れてしまったのです。小碓命はもうあらぶる神スサノオの化身ヤマトタケルから降りたかったのでしょう。大和に帰って大和政権の政治を改めたかったのです。

それは大和が幾重にも山林に囲まれて守られているように、人間は自然に守られて自然の中で生きているということですね。ですから自然を大切に自然の循環を大切にしてやっていこうということですね。そして嘘で固められた大和の政治のあり方を正そうというものです。

そして何より訴えたいことは大和は熊襲や蝦夷ら自然と共に生きてきた人々を抑圧し、痛みつけるのではなく、彼らの生活と文化を尊重して、共に共生していくべきだということです。そこで大切なのが和の精神ですね。熊襲や蝦夷たちの生活の実態にふれて、進んだ大和の文化を広げると共に、大切な自然と共に生きる生活を守るという難しい課題を、和の精神に基づく話し合いの政治で解決していきたいと思っていたわけです。

　　　　　　６まほろばの地

麗しきまほろばの地に帰らばや山のあなたのあの空の下

大和を目前にして三重の能煩野で亡くなるのですが、そのときに国偲歌を三首歌います。一つ目は
「倭は　国のまほろば　たたなづく　青垣　山隠れる　倭し　うるわし（大和は素晴らしい国だ。重なり合って、青垣のようになっている山々に囲まれた大和は実に麗しい。）」
山林に幾重にも囲まれているというイメージですね。まさしく循環と共生の思想なのです。

二つ目は
「命の全けむ人は、　畳薦　平群の山の　熊白儔が葉をうずに插せ　その子。（命に溢れている人は、山深い平群の山の熊のように大きな白儔の葉をかんざしにさしなさい、お前たち。）」
この箇所の解釈は、高校生の時に苦しんだことを覚えています。「命に溢れている丈夫な人は、自分の生命力を過信して、大きな樫の葉を頭に挿しておけば元気に長生きできるという呪いを馬鹿にして、葉を捨ててしまうけれど、人の命ははかないもので、大自然の命に守られているのだから、馬鹿にしないで頭に挿しておきなさいよ」という意味なのですね。大いなる生命の循環と共生を謳いあげているのです。

ヤマトタケルは熊襲や蝦夷との戦いにあけくれてついに彼らの恨みを一身に背負って、犠牲になって死んでいく、その時の歌ですから、その時に自然との循環と共生を強調するということは、自然の中で生きている熊襲や蝦夷たちを大切にしなさいというメッセージでもあるということですね。梅原猛は、聖徳太子の「和の精神」の源流をヤマトタケルに求めて、そういう捉え方をしているのです。

三首目が
「はしけやし　吾家の方よ　雲居起き来も。（なつかしいわが家の方から雲が立ちのぼっているよ。）」
です。
雲は霊を意味しているのですから、家族がそこに生きていることを雲を通して感じているのですね。家族の霊が帰っておいでと呼びかけているように見えたのかもしれません。死を目前にして我が家に帰りたいという想いがひとしおになっているのです。もう地位も名誉も富も理想も考えず、ひたすら家族のぬくもりを求めているのでしょうね。

そしていよいよ臨終というときに、歌ったのが次の歌です。

「嬢子(おとめ)の床の辺に　わが置きし　剣の太刀　その太刀はや」

　　　　　７河内湖と白鳥伝説

聖丘に羽曳き白鳥飛び立ちぬ向かふはいずこ河内葛城

能煩野に墓が作られますが、そこからヤマトタケルの霊は大白鳥になって飛び立つのです。ただし『古事記』には「大白鳥」ではなく「八尋白智鳥」となっています。だから「千鳥」ですね。「浜つ千鳥」という表現もあります。ただし「八尋」は人が両手を広げた八つ分というから巨大ですね。千鳥は雀ぐらいの小鳥です。だから武田祐吉も「大きな白鳥」と注記しています。霊鳥としては大白鳥が相応しいので大白鳥と解釈しておきましょう。古語では白鳥は「鵠」と書きまして「くぐい」と呼ばれていたようです。

大白鳥にヤマトタケルの霊が宿っているのではないのですよ。大白鳥がヤマトタケルの霊なのです。万物に霊が宿っているという信仰をアニミズムといいますね。それで解釈しますと、霊は物質ではなく、物質に宿る精神的実体のように解釈されます。

しかし日本的な霊の捉え方はそうではないのです。霊を非物質的な存在と捉える、物心二元論で捉えてはだめです。霊は物の対極ではなくて、身体の不滅の部分と考えればいいでしょう。身体が滅んでも霊の部分は不滅ですから、身体から抜け出します。身体が滅びますと、その束縛から解放された霊は、様々に変態して異界を目指すのです。

陸上ですと鳥や蝶になって飛んで行く事が多いですね。海だと霊は魚になって異界を目指します。生物に限りませんよ、雲や霧になったり、それこそ千の風になってもいいわけです。つまり自然は人間の霊の姿だともいえます。まさしく循環の思想ですね。

異界までたどり着きますと、エネルギーを使い果たして小さくなっているので、セックスで母胎に入って、異界でまた赤ちゃんからやり直すのです。異界で年取って死にますと、今度はこちらに舞い戻って来ます。こちらでセックスで母胎に入るということです。これが縄文時代からのこの世とあの世の循環についての捉え方のようです。

ただヤマトタケルのようにこの世に遂げられなかった想いを強く遺していますと、異界には向かわずに、この世に踏みとどまっていようとします。大白鳥は始め弟橘姫のいる海神の宮に行こうとしますが、兄橘姫に止められて、息子の成長を見守るように頼まれ、河内の志幾にとどまりました。河内の志幾とは、今の大阪の八尾市にある弓削のことです。弓削の道鏡で有名です。

現在弓削神社には道鏡が祀られています。それから物部氏の先祖にあたるニギハヤヒの命が祀られています。谷川健一『白鳥伝説』によりますと、物部氏は白鳥の子孫だと語り継がれているということです。とは云いましてもそれは琵琶湖の余呉の白鳥でして、河内の白鳥ではありません。現在の白鳥の南限は千葉らしいです。昔は琵琶湖畔に白鳥が渡来していました。それでは河内にも飛来していたのでしょうか。
　　　　　　　　　　

津堂城山古墳の水鳥形埴輪

[image: image49.jpg]


　藤井寺市の津堂城山古墳から水鳥形埴輪が出土しています。その鳥がは頸が長くてアヒルには見えません。どうみても白鳥ですね。昔は西に河内湖がありまして、そこに東から旧大和川が四本に分かれて注いでいました。ですから湿地帯もあったでしょうから白鳥がたくさん飛んでいた可能性はあります。河内湖は「白鳥の湖」だったとしたらロマンがありますね。 　　　　　　　　　

　白鳥の南限は気にしなくてもいいようです。紀と和泉の境あたりにも白鳥伝説がありますし、なんと琉球にもあるのです。湖と湿地に恵まれていた河内にも白鳥は生息していたと考える方が自然です。

でも志幾にはヤマトタケルの白鳥関係の史跡がないのです。羽曳野の軽里に白鳥陵が作られています。近鉄長野線古市駅の近くにある古市古墳群のひとつです。それは『日本書紀』に「羽を曳いて飛び去った」 とあるところから羽曳野の地名ができたので、そこの古墳が白鳥陵とされているのです。『日本書紀』の記述を受けて、白鳥陵から再び飛び立った白鳥は和泉の鳳の大鳥神社に飛んでいったというように、大鳥神社では伝承しているのです。

でも『古事記』の海沿いに河内に飛んでいったという説を採りますと鳳から志幾に行き、そこに墓が作られて、そこからいずこへか飛び去ったことになります。『古事記』ではあれほど「倭し美し」と大和に帰りたがっていたのに大和に向かわなかったのですね。でも『日本書紀』では一応大和琴弾原へ行き、そこから河内へ向かったことになっています。

本当はどちらでしょう。なんていってもこれは伝説ですから、どちらが本当かなんて確かめようがありません

河内湖や周辺の湿地に白鳥が生息していたとしたら、河内から出征した物部氏の兵士たちは、遠い熊襲や蝦夷の地で傷つき、斃れて、魂が白鳥になって河内湖を目指して舞い戻ってきたということですね。だって自分たちを白鳥の子孫だと思っているわけですから、トーテミズムですので、死ねばトーテム動物の姿に戻るということです。家族や恋人が白鳥をどんな想いで迎えたのでしょう。ヤマトタケルの白鳥伝説も物部氏の白鳥伝説がベースになっていたのでしょう。
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それにしても梅原猛の『ヤマトタケル』は、大きなテーマである父との葛藤をヤマトタケルの息子を次の大王にするということで、ハッピーエンドにしようとしているところが不可解というか、不自然なのです。この世に想いを残した怨霊である白鳥がどこに行くのか、 ハッピーエンドじゃないからこそ問題なのです。実際はヤマトタケルの息子は景行天皇の跡を継げなかったのですから。

　『古事記』では明らかでないのですが、『日本書紀』の記述をたどりますと、ヤマトタケルが亡くなった時に、景行天皇は存命だったのです。当時はまだ存命中の譲位はありません。
景行天皇没後成務天皇が即位しました。その後にとっくに死んだはずのヤマトタケルの第二子であるタラシナカツヒコ(仲哀天皇)が誕生しています。なぜそんなことが分かるかといいますと、成務天皇の 即位四十八年にタラシナカツヒコが三十一歳だったからです。

 一体どうしてそういう矛盾した記述になったのでしょうね。それは仲哀天皇の即位を後にずらすためではないでしょうか。そうしないと成務と仲哀が同じ時期に帝位についていることになるからです。
成務は志賀高穴穂宮で、仲哀は長門豊浦宮、筑紫香椎宮で天下に号令していたのです。ということは大和政権に対して筑紫勢力に擁立されてヤマトタケ
ルの息子が対抗していたことにならないでしょうか。これは三輪王朝から河内王朝への転換の歴史についての新しい解釈です。なおこの場合の河内王朝の初代は品陀和気大王（諡は応神天皇）です。大和から河内に移るのは二代目の大雀大王（仁徳天皇）からです。 

河内から大白鳥は再び飛び立っていずことも知れず、去っていきました。それで全国に白鳥伝説があるわけです。
私は白鳥が怨霊としてこの世に未練を残しているのだったら、なんとしても大和に帰り、大和政権を奪い取りたいと思っているはずだと感じます。だったら白鳥が霊を誰かに引き継いでもらい、それを引き継いだ人が天下を取るという形で続いていくことになるのではないでしょうか。

もちろん歴史的事実がそうだったというわけではありません。でも歴史物語としてはそういう展開になるはずですね。それであったとすれば、ヤマトタケル説話は、神功皇后の説話へと続いているのではないかと推測できます。としますと、白鳥は河内葛城に飛んでいったはずです。なぜなら神功皇后になるオキナガタラシ姫の母親葛城高額姫は河内葛城に住んでいたからです。

そうなると『古事記』の記述の方が自然ですね。海沿いに和泉鳳から河内湖を越えて志幾へそこから羽曳野を東に向かい河内葛城へです。そこから山を越せばそこが大和琴弾原です。

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


	
	年表　
	年齢差の比較

	景行天皇
	43年
46年
60年　
	小碓命没30歳　稚足彦21歳　
年齢差　9歳
稚足彦24歳で皇太子
景行天皇崩御　稚足彦28歳

	成務天皇
	元年
48年

60年
	成務天皇(稚足彦)即位29歳
成務天皇76歳　足仲彦31歳で皇太子になる
(逆算すれば成務18年に足仲彦誕生―父小碓命没はその55年前)
成務天皇崩御88歳　足仲彦33歳

	仲哀天皇
	元年
	仲哀天皇(足仲彦)35歳で即位
元年の詔「自分がまだ二十歳にならぬとき父の王はすでになくなっていた」
父小碓命との差35～40歳
叔父稚足彦との差26～31歳
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白鳥つながりの歴史物語

後編  神功皇后伝説

　１白鳥は食べられたか

白鳥は高額姫に食べられて娘にとりつき夢を果たすや

　　　　　　　　　　　　　

大白鳥は葛城の山を越したのでしょうか。私は河内葛城で高額姫に出会って、彼女の中に入ったと思います。何を世迷いごとをとお叱りかもしれません。これはあくまでも物語の世界ですから、後の神功皇后伝説に繋げるためには、その方が都合がいいということです。

歴史講座だから歴史の真実を知りたいと言われるかもしれませんね。神功皇后伝説だって百パーセント作り話だという解釈が多いわけです。伝説というのは、現在では物証が残っていないわけですから、それが歴史的事実をどれだけ反映しているかは分かりません。伝承があるのだから、それを歴史だと信じたらいいという方も居られるでしょうが、権力者は自分たちの権力を保全するために、支配の正統性を主張します。そのために自分たちの祖先を神聖視したり、英雄視したりする為に、歴史を都合よく書き換えます。これを歴史の潤色といいます。ですから伝承をそのまま信じ込んではいけないのです。
そこで大切なことは、こういう英雄伝説を学ぶ場合には、そこから時代精神を汲み取り、どのような国づくりの動きがあったのかを歴史物語から読み解いていくということですね。

「大和は国のまほろば」と賛美していた大和に覇権を樹立したかったヤマトタケルは、白鳥になって大和に向かいますが、父帝はヤマトタケルの死にどう反応したでしょうか。『古事記』はそのことには触れません。ところが『日本書紀』ではやたらに悲しみまして、ヤマトタケルの東征の後をたどる旅にヤマトタケル没後十年経ってからでるというお話になっています。「自分の愛した子を思い偲ぶことは、何時の日に止むことか」と言って関東まででかけたのです。

　『日本書紀』では景行天皇は理想的に描かれていまして、小碓命を大変愛されていたわけです。『古事記』のような熊襲や蝦夷に討たせようとするような冷血漢ではありません。ところで『日本書紀』はいわば国定教科書というようなもので、天皇中心主義の観点から天皇を美化しているのです。ですから父と子の葛藤などは描いていません。『古事記』はそれが描かれていますので、まだ人間味があって少しは信用できます。

　だとしたら景行天皇の東国巡幸は実は、東国遠征のような意義を持ったのではないかと想像できますね。もちろん遠征といいましても「言向(ことむ)け和平(やは)する」ということでして、説得して、従わせるということが中心です。ヤマトタケル没後しばらくして蝦夷が貢納を怠るなどまた離反の動きが強くなり、大王が自ら巡行せざるをえなくなったのです。それを『日本書紀』では愛した皇子の行跡をたどってというお話しに変えたのでしょう。

父景行(大足彦)天皇の後は成務(稚足彦)天皇が継ぎます。その後を男子がなかったので小碓命の息子の仲哀天皇が継いだことになっていますが、この継承関係はタラシナカツヒコ(仲哀(足仲彦)天皇)が小碓命の死後だいぶ経ってから生れているところから疑問の余地が残ります。それで小碓命が架空の人物だったという説明も成り立つわけです。その可能性もありますが、そうじゃなかったら、ここにごまかしがあるわけですね。小碓命の存命中に生れたのだったら、それだけの年数、仲哀天皇と成務天皇の在位が重なります。

仲哀天皇は筑紫の香椎宮にいて、成務天皇は志賀の高穴穂宮にいたのです。『日本書紀』では仲哀天皇は即位の翌年敦賀の気比の宮に行宮を建てて住んでいますが、オキナガタラシ姫を気比に残し、翌月には南海道の紀州に向かっているのです。それから熊襲退治だといって筑紫に向かいます。あとからオキナガタラシ姫を筑紫に呼び寄せます。これは実は成務天皇とトラブルになって畿内に居られなくなった事態を表現しているのではないでしょうか。

　いったいどうしてこういう内紛が起ったのでしょう。それは成務天皇の時代に国に国造、郡に郡長、県邑に稲置という長を定めて、豪族たちを縦組織に序列化しようとする大改革を行ったと『日本書紀』にあります。そんなことをすれば大混乱が起るのは避けられませんね。これで両朝鼎立になってしまったのです。

　ええ？それがヤマトタケルと白鳥とどう関係するかって？ 仲哀天皇はヤマトタケルの皇子ですから、彼が大和を取れば、ヤマトタケルの思いが息子の時代に叶うわけです。でも仲哀天皇は香椎宮で死んでしまいます。その代わり 息長帯日売(オキナガタラシ姫(神功皇后))が妊娠した腹を抱えて新羅を征服し、その勢いで大和を攻め取るのです。

オキナガタラシ姫は神がかりになって行うのですが、それは実は(もちろん物語としてですが)ヤマトタケルの白鳥がとりついていたと思われたからです。というのが河内葛城に飛んでいった白鳥をオキナガタラシ姫の母だった葛城高額姫が追いかけたと想像してみてください。
ところがその白鳥は猟師に矢にきずついたのか、墜ちてしまいます。ドラマとしては、白鳥ばかりに気をとられている高額姫に業を煮やして、オキナガタラシの翁が白鳥に矢を放ったとすればどうでしょう。高額姫は献身的に看護しますが思わしくありません。そして白鳥の頼みを聴きいれて、その白鳥を食べてヤマトタケルの霊を受け継ぎます。それをオキナガタラシの翁との婚姻によって娘にとりつかせたということですね。

ええ!?それは全くの神話で歴史ではないじゃないかと言われるかもしれません。残念ながらヤマトタケル説話も神功皇后伝説も歴史学的な資料はありません。神話的な伝説から歴史像を描くしかないわけです。つまり実証された歴史過程を尊重しつつ、神話の続きを書くしかないのです。

ただ誤解のないように願いますが、こういう霊信仰などの宗教ががったことを歴史的な事実として受け取ってもらうと困ります。そうではなくて、その後の日本歴史で重要な役割を果たします八幡信仰のいわれを理解するための、記紀神話の解読なのです。

それに日本人の伝統的な宗教意識の理解ですね。日本における霊信仰の特色などは記紀の読解が大切なのです。それを離れて仏教やキリスト教などの外来宗教の影響で、霊信仰もかなりずれてしまっているということです。

じゃあどうして白鳥を食べるという設定を私が想定したのでしょう。霊の引継ぎ方にはいくつかのパターンが考えられます。ひとつはセックスによって引き継ぐということですね。これは普通に親の霊が子供に引き継がれるやり方ですが、この世とあの世の往還もセックスの最中にあの世からやってきた霊を受け取って母胎に入れる形をとるのです。ただし高額姫の場合はオキナガタラシの翁との婚姻がありますので、白鳥とまぐわってオキナガタラシ姫を宿したという設定では困るのです。

首長霊の引継ぎでは遺体を共食するという風習が世界的にあるのです。日本でもヨモツヘグイという風習がありまして、首長の継承者が首長の遺体と共に過ごして墓の中で食事を摂ります。この古い形は首長の遺体を食べていたのではないかと想像されます。つまり首長の霊を遺体を食べることで引き継ぐということです。

　宗教的な霊の継承という意識から遺体を食べるという風習は、ごく最近まで「骨噛み」が行われていたことからも日本にも存在したと考えられます。白鳥の場合は、白鳥自体がヤマトタケルの霊ですから、高額姫の胎内にヤマトタケルの霊が宿るわけです。その状態でオキナガタラシの翁と結ばれますと、娘のオキナガタラシ姫にヤマトタケルの霊が宿ることになるのです。それでオキナガタラシ姫物語へヤマトタケル伝説がつながりますね。

　これはどうしても繋げないといけません。なぜならヤマトタケルの大和を取って平和な国をつくるという夢が挫折したままだからです。

　

２明日香へ駆ける少女

飛ぶ鳥はいずこへ姫をいざなふやはるか纏向日代の宮へ
 

さあ神話の続きですよ。そのつもりで聞いてください。オキナガタラシ姫は成長するにつれて白鳥を追いかけるようになります。母親の遺伝ですね。それにヤマトタケルの霊が宿っているのですから無理もありません。そして両親から不思議な白鳥体験を聞かされ、自分の中にヤマトタケルの霊が宿っていることを自覚するのです。
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　またヤマトタケルの霊である白鳥が現れます。ええ？高額姫が食べちゃったのじゃないのと思いますね。でも骨まで食べられないのでやはり河内葛城の郷に白鳥の骨を骨壷に納めて埋めたのです。そこから十五年後位にまたオオハクチョウになって飛び立ちます。ヤマトタケル思いがそれだけ強かったので、またオオハクチョウに成れたのでしょうね。それが姫に手招きするように飛翔するわけです。それで葛城山を越えて御所から大和盆地を横断して 現在の桜井市穴師の明日香纏向日代宮跡まで飛んでいったのです。

これは相当きついですね。葛城山から日代宮跡までは直線距離で20キロメートルほどありますね。普段から鳥を追いかけていたので足腰がしっかりしていたのでしょうね。それにしても鳥を見ながらですから、何度も何度もつまずいて足は血だらけになって走ったのでしょう。宮跡にたどり着いたときには倒れこんで起き上がれません。
それを宮跡警備の兵士に助けられました。そこにタラシナカツヒコつまりヤマトタケルの皇子が住んでいたのです。もっともこれは私の創作ですよ。つまり神話的想像です。

当時王宮は現在の大津市の高穴穂宮です。小碓命の息子であるタラシナカツヒコは、王宮に居ますと帝位を伺っていると誤解される心配がありましたので、景行天皇の宮跡を守っていたという推理です。そこに白鳥に導かれた少女が血だらけになって倒れこんできて、歴史が大きく転回するのです。




神話的設定としては白鳥を追いかけるという話が是非欲しいところですが、実際はどうでしょう。神武王朝の末裔であるオキナガタラシ氏と葛城氏が一緒になってタラシナカツヒコと同盟するために、オキナガタラシ姫を嫁がせたというところでしよう。

　ところがたちまち政争に巻き込まれて大和を脱出せざるをえなかったのです。書紀によりますと、国に国造、郡に郡長、県邑に稲置という長を定めて、豪族たちを縦組織に序列化しようとする大改革が行われたということですから、それをめぐる政争にからんでいたでしょう。
そこで活躍していたのが 建内宿禰(書紀では武内)です。彼は何百年も政治の実権を握ることになる大人物です。それは有り得ないことなので、何代にもわたって同じ名前を引き継いだのでしょうね。

建内宿禰は、成務天皇と同い年で重用されていたといいますから、改革案をまとめたのは彼の業績でしょう。でもタラシナカツヒコが九州に逃れたとしますと、この改革で恨みをかって建内宿禰がクーデターで追い落とされたのではないでしょうか。

　成務天皇は建内宿禰の改革を支持していたと思われます。地方豪族を大和朝廷の官僚としてピラミッド的な縦の秩序に再編成するのですから。じゃあそれがなぜトラブルになってしまったのでしょう。それは抵抗勢力がタラシナカツヒコと建内宿禰が密かに手を組んで、大王の追い落としを図っていると誣告(ぶこく)したからと推理できます。

もっとうがった想像をめぐらしますと、抵抗勢力はタラシナカツヒコに先に誘いをかけていたのです。彼に「あなたはヤマトタケルの息子だから父の遺志を継いで政権奪取に決起しなさい」と働きかけたのです。でもその話しに乗らなかったので、建内宿禰とタラシナカツヒコの陰謀をでっち上げたということでしょう。

　建内宿禰はタラシナカツヒコの政権、オキナガタラシ姫の政権でも重用されていますから、筑紫に一緒に逃れたと考えられます。それで結婚したばかりのタラシナカツヒコとオキナガタラシ姫は筑紫に臨時政府を樹立したということですね。

 ３筑紫政権と大和政権

身は逐われ筑紫の国にありとてもこころはしのに大和し思ほゆ 

筑紫政権を樹立するには、当然筑紫の在地勢力の協力が必要です。この時代はまだ列島に統一王朝があったかどうかが議論の的になっているぐらいですから、地方の君といわれるのは地方ごとに王権を作っていたからだと想像されます。筑紫には筑紫王権、吉備には吉備王権ですね。出雲王権などもあったでしょう。それが大和王権に朝貢していたので一応倭による列島統一ができていたというのが通説です。古田史学のように九州王朝と畿内王朝は七世紀まで対抗関係にあったとする解釈もあります。

　文明は明らかに朝鮮半島を起点に、筑紫から吉備や出雲にさらに畿内へと東進したと考えられます。ですから邪馬台国も北九州にあったのが畿内に移ったと考えるのが説得力がありますね。ただし畿内の大和には既に別の王権があったようです。原大和政権ですね。『古事記』では大国主命が支配していたということです。

　邪馬台国の卑弥呼という名前が、日女巫女(ひめみこ)からきたとしますと、太陽崇拝のシャーマンだったと考えられます。つまり太陽神とその巫女は神がかりによって同体になります。天照大神と女王卑弥呼は、別々の体でありながら、卑弥呼は太陽神が人間になって現れた姿であるのです。
としますと、卑弥呼の孫にあたるニニギノミコトの時代に、オオクニヌシの大和の国を攻め滅ぼしたことになります。しかしこの国譲りの後、筑紫の倭国の本体が東遷しなかったので、筑紫勢力の一部で物部氏の祖ニギハヤヒが東遷して、在地勢力と結合し、大和政権を建て直しました。

このニギハヤヒは三輪山を中心に太陽信仰を行ったのです。ニギハヤヒの名前が『先代旧事本紀』では、「天照國照彦天火明櫛玉饒速日尊」（あまてる くにてるひこ あまのほあかり くしたま にぎはやひ の みこと）いわれます。全国の太陽信仰の天照神社のほとんどは女神の天照大神ではなくて、ニギハヤヒを祀っているのです。ですから太陽神は元々は女神ではなかったのではないかと言われます。

　卑弥呼を『古事記』では神功皇后のモデルに使っているとも云われています。記紀は当然『魏志倭人伝』を参照していますからね。ですからオキナガタラシ姫にはアマテラス大御神が憑依します。ただし記紀は七世紀から八世紀に書かれたものですから、神功皇后時代にアマテラスが女神だったという証拠はないのです。

　筑紫に逃れて臨時政府を樹立する前に、『日本書紀』では敦賀に逃れています。もっとも書紀では内乱を認めていませんから、敦賀行きはタラシナカツヒコが即位してからになっています。なぜ敦賀かと考えますと、オキナガタラシ姫の 母方の先祖が新羅の王子の天日矛なのです。彼は太陽神の娘であるアカルメ姫を妻にしていましたが、アカルメ姫はドメスティック・バイオレンスに耐えられないといって新羅を逃げ出し、父である太陽神の故郷、つまり日の本であるトヨアキツシマに逃れます。

アカルメ姫を追って、天日矛は列島に渡来後、敦賀に拠点を築いていたのです。葛城氏一族は天日矛の子孫ですから、敦賀に拠点をもっていたのでしょう。タラシナカツヒコとオキナガタラシ姫は飛鳥から逃れて、敦賀に潜み、紀州などの南海道の海人の勢力と結合して、抵抗の基盤を作っておいてから、筑紫に移ります。

では筑紫勢力はどうしてタラシナカツヒコを受け入れたのかということですが、おそらく筑紫王権で王位継承でトラブルがあり、大内乱になりかけたので、熊襲タケルをやっつけた後、筑紫国の豪族たちと結びつきができていたヤマトタケルの息子であるタラシナカツヒコを一致して奉戴しようということになったのでしょう。
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熊襲の脅威が強まっていたこともあり、ヤマトタケルの息子が来れば、熊襲ににらみが利くという読みもあったでしょう。その要請に筑紫王権の宰相が飛鳥に到着して筑紫行きを要請していた時に、クーデター騒ぎがあり、筑紫王権の王位と、大和政権の臨時政府の大王を兼任することになったということです。これこそ渡りに船ですね。

香椎宮は現在の福岡市東区にありました。

４熊襲より任那守るが先決

熊襲より任那を守るが先決か神がかりして事を決せむ

さて筑紫の国に倭の臨時政府を樹立したタラシナカツヒコ(諡号は仲哀天皇)は、熊襲征討で手が一杯になります。彼は父小碓命つまりヤマトタケルに強くあこがれていました。それで白鳥の行くえにも強い関心を持っていて、全国の白鳥伝説を調べさせたということです。だからこそ熊襲タケル征伐をした父の偉業を引き継ごうと頑張っていたのです。

この熊襲の国は筑紫の国や大和の国と比較しても引けをとらないくらい強い国だった可能性もあります。筑紫の国が邪馬台国連合だったころ、狗奴国と戦争しており、卑弥呼はその戦争中に亡くなったということです。死因は明確ではありませんが、狗奴国はなかなかの強国だったようです。遺跡などを見ても南九州が特に未開だと言うわけではないという研究もあります。ですから一世紀以上に及ぶライバル国との戦争だったのです。

　小碓命の大胆な単身攻撃で恐れをなして、一時的に服属していたもののヤマトタケルが伊吹山で斃れたという知らせを受けて、筑紫や大和政権との戦争を再開したと思われます。タラシナカツヒコは実質的には筑紫の勢力だけで、熊襲と戦わざるを得なかったので、苦戦を強いられました。特に戦場は熊襲の地域が中心だったので、敵地での地の利の不利があります。いつまでも平定のめどが立たず、焦りが出てきました。

いい加減痺れを切らしたオキナガタラシ姫は、熊襲征伐に精一杯の夫に対して失望しました。彼女は、熊襲も征伐できないようなら、大和をとるというヤマトタケルの悲願を達成することなど到底無理だと判断しました。それに熊襲とも大和とも敵対してしまっているわけですから、余計に不利なのです。大和を手に入れることを第一義に考えるのなら、ここは一応熊襲と和平すべきではないかと考えたのです。そしてできれば屈強な熊襲の軍団を大和攻めに使いたいのです。

　それでもまだ大和攻めには不十分です。筑紫の国にきてもっとも驚いたのが大陸との交易です。この交易で戦費を蓄えて、最新の武器を調えれば大和攻めも可能ではないかということにオキナガタラシ姫は気づきました。でも現実にはそれは熊襲との戦争でなくなってしまいます。だから熊襲征伐は後回しにしようというのですが、現実に筑紫にとっては熊襲が仇敵ですから、なかなか筑紫の人々も納得しません。

半島の三国や任那からは多くの人が交易に渡ってきましたし、渡来人として住み着いていました。特に新羅の人々はオキナガタラシ姫が母方の葛城氏が新羅の王子だった天日矛の子孫だということで、親交を求めてきました。その話しでは新羅は宝の国で豊な富や進んだ武器があると言うことです。それに天日矛は本来なら新羅の王となるべき人だったということなので、世が世ならば葛城氏こそ新羅の支配者のはずだったのにと、残念にも思えたのです。

　当時、任那は倭国からみれば倭国の領域でした。でも任那側には自分たちが倭国の領域に入っているという意識はなかったのです。どうしてそういうずれが生じたのでしょう。邪馬台国連合の時代から任那は邪馬台国との交易を重視して、邪馬台国に貢ぎをしていたのです。だから邪馬台国にすれば任那は倭国内に含まれているとみなしたのです。

　任那や百済や新羅にすれば倭国は自分たちの植民地のつもりでした。倭国を開拓し、倭国政府に協力さえすれば、いくらでも開墾できる土地がありますので、豊かな暮らしができたのです。半島での戦乱をのがれ倭国に新天地を求めて渡来人となった人は多いのです。彼らは列島各地にコロニーを作って住んでいたようです。

　任那はいくつかの部族の連合体でした。まだしっかりした国家機構ができていなかったのです。高句麗が強大化するのに対抗して新羅、百済が建国されました。東の新羅、西の百済は両方から任那の部族を取り込んで勢力を拡大しようと働きかけを強めてきました。そこで任那の諸部族は、邪馬台国の時代からのつながりを最大限利用して、倭に出兵を求めて任那を維持しようとしたのです。

　当時の倭は筑紫の国のことです。『後漢書』「東夷傳」によれば倭の極南界が現在の博多付近の奴国だというのです。

「建武中元二年（西暦５７年），倭奴國奉貢朝賀，使人自稱大夫，倭國之極南界也。光武賜以印綬。」

つまり邪馬台国連合は極北界が任那で対馬も壱岐などを含み、北九州を全域を支配していたと思われます。その極北の任那は半島から金属や土木、農業技術を伝えてくれる拠点ですから、新羅、百済などからの脅威を退ける必要がありました。

任那からの出兵要請をめぐって筑紫の国では激論が戦わされたのです。熊襲との戦いはどうするのか、遠く海のかなたにどのようにして大軍を送るのか、しかも遠征軍がどのように地元の軍事組織を圧倒できるのかという問題です。

タラシナカツヒコは任那問題には関心がありません。熊襲を征伐して、その力で大和攻めをしたいということしかなかったのです。オキナガタラシ姫はにわかに活発になった半島遠征に胸を躍らせていたのです。新羅をやっつければ、祖先の天日矛の末裔として新羅王家を葛城家で引き継げるのではないかと、獲らぬ狸の皮算用です。
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　　　　　　　　　四世紀後半の朝鮮半島　　　　　　

沙庭という神に伺いを立てる儀礼が行われました。オキナガタラシ姫は自分にはヤマトタケルの霊が乗り移っていると信じ込んでいるだけに、大変神がかり状態になるのが得意なようでした。日ごろは可憐で控えめな女性を演じていますが、神がかりになりますと、踊り狂い、叫び声をあげますので、そのギャップが大きく、だれも神がかりを疑うことはできませんでした。

　彼女にはアマテラスと住吉の筒男という海の神が憑依します。夜の帳が下りてから、松明を焚き、そこで武内宿禰の演奏のもとに静かに舞始めました。しばらくしてから演奏がハイテンポになり、踊りも激しくなり、時折意味不明の叫び声をあげています。それがクライマックスに達しますと、庭にうつ伏せに倒れこみしばらく動きません。そしてヌックと起き上がって、「我はアマテラスなるぞ、筒男の神なるぞ」と叫び、大王に命令しようとします。『古事記』では後で建内宿禰に神の名を訊ねられて応えていますが、大王に号令をかけるためには先に神の名を名乗ったでしょう。

　アマテラスを持ち出したのは大王はアマテラスの御子だということで、神々に号令できる立場だったので、大王に命令できる神になるにはアマテラスでなければならないからです。筒男の神を持ち出すのは、海を渡らなければならず、大規模な海戦が予想されるからです。海の神の加護なしにはとても勝てる見込みはありません。

　大王が建内宿禰を通して「熊襲を平定し、大和を攻略する良い手立てをお示しください。」と神に訊ねます。大后オキナガタラシ姫は、神がかりしたまま応えます。「海の向こうに新羅という国あり。金銀をはじめとして目にもまばゆきくさぐさの珍しき宝がどっさりその国にはある。吾、今その国を大王に服属させてしんぜよう。」というのです。つまり先に新羅を征服して、その富で軍備を整え、大和や東征すればよいという意見ですね。

大王は大軍を率いて海を渡るなど想像もつきませんので、山に登ってみても新羅など見えないといって、半島との関係など眼中にないと神の命令を無視しようとしたのです。『古事記』では偽りを言う神だと思って琴の伴奏をするのを止めたとありますが、当時、半島や百済、新羅の存在を大王が本当に知らなかったとは思えません。近畿の大和にいたときでも既に渡来人はきていましたし、ましてや筑紫に着てからは、多くの渡来人との交流や半島との交易や外交があったはずだからです。

大王にすれば、海を渡って金属技術の発達した国と戦争して果たして勝てるのか、全く自信がなかったのでしょう。それより熊襲を平定して、その上で大和に向かうという戦略が最も堅実だと思えたのです。

　しかし筑紫の国は任那を失いますと、武器調達が滞ることになりますので、熊襲や大和との力関係でも形勢が悪くなります。それで筑紫の国に来ていた任那出身の渡来人たちは各自で任那の親族を救援しようと人員や物資を送り始めていたのです。しかし大王は任那に兵を出すことには反対でした。

　オキナガタラシ姫にすれば大王の態度はまことに優柔不断で煮え切らないようにみえたでしょうね。彼女は、任那の救援要請を新羅攻めの絶好のチャンスとして捉え、あわよくば半島での覇権にまで夢を膨らませていたのです。任那防衛に的を絞っていれば、半島は遠いので、長期にわたり、断続的に侵攻されますと、やがて守りきれなくなります。一気に新羅の本拠を攻め取る作戦が任那防衛の最良の策なのです。新羅を攻め取ろうとする覇気もなくて、どうして大和を攻め取ることなどできるでしょうか。

　「この神の言うことを素直に聞けぬのなら、汝大王の支配できる国はどこにもないわ。さっさと黄泉の国にでも行かれるが良い。」とついにとり憑いている神の言葉としてですが、大王に「死んでしまえ」と毒ついたのです。大暴言ですね。その言葉で本当に死んでしまったのです。これにはびっくりですね。 建内宿禰が恐ろしがって伴奏を続けさせたのですが、その琴の音がしなくなって、よく見たら身罷っていたということです。

タラシナカツヒコはオキナガタラシ姫を恐れていたかもしれませんね。だって彼女は白鳥を追いかけて日代宮まで血みどろになりながら駆けてきたのですから、ヤマトタケルの霊を宿しているという話しには迫真性があったのです。その彼女に「死んでしまえ!」と言われれば、本当に呪い殺されるのではないかと、脅えざるを得なかったのです。

　それにしてもタラシナカツヒコはヤマトタケルの息子ですから、きっと凛々しい益荒男に違いないと嫁いだのに、「死んでしまえ」という言葉だけで本当に死んでしまうとはなんと情けない男だと、全く開いた口が塞がらない思いだったでしょうね。でも、まあ神がかりした神の言葉だけに言霊の力が強烈だったのかもしれません。

５姫ダルマと八幡神のいわれ

吾胎に居ませし皇子が指揮をとり宝の国を攻め取りにゆく

オキナガタラシ姫は新羅征伐ということで、大変侵略的です。倭国の侵攻は朝鮮三国を震え上がらせるわけです。高句麗好太王碑文には倭国が海を渡って半島に攻め込み、高句麗の奥の方まで戦場になったということです。好太王が撃退したことになっていますが、その後新羅や百済は倭国に貢ぎをするようになりますので、倭国への畏れを抱いていたことになります。


　もっとも韓国や北朝鮮の学者は記紀のそういう屈辱的な記述を認めません。高句麗好太王の碑文でさえ、石膏で改竄したのだという学説が一時期罷り通っていました。
私の親友の故藤田友治氏が『好太王碑論争の解明』新泉社刊で、改竄がなかったことを完全に証明しました。改竄があったというのは、当時の倭国には半島侵略の実力がなかったのに、海を渡って攻めてきたことになっているのは改竄だというのです。つまり倭国が昔から侵略していたことをけしからん、というのではなくて、昔から侵略していたとするのが気に食わないのですね。

倭人による侵寇に紀元前後から新羅が手を焼いていたことは『新羅本紀』にたくさん書いてあります。その倭人というのはいわゆる任那・加羅の住人だけでなく、対馬や筑紫からも来ていたらしいことは西暦二九五年に新羅王が重臣に、あまりに倭人の侵寇がひどいのでも、百済と結んで、倭人の国を攻撃しようかと相談したら、新羅は水軍がつよくないから駄目だし、百済は信用できないと言われてあきらめていることからもあきらかでしょう。

朝鮮、韓国の学者たちは侵略されてきたことを認めるのが悔しいのですね、それを近代史に移せばどうなります。韓国併合も強制でなかったことにしたり、近代化のために日本の支配を主体的に受け入れたことにした方が、悔しくなくていいことになってしまいませんか？それは断じて許されないのですから、古代においても倭国の侵略の事実と向き合うべきではないでしょうか？
倭の側の論理としては任那が脅かされていたので、任那が倭国連合に参加しているので、倭国に対する脅威とみなして、新羅、百済に懲罰を与えるのは正当だという論理です。『魏志倭人伝』でも半島の最南端は倭に属しています。それが基本的に続いていれば、倭国の攻撃には備えておくべきだったことになります。それに倭は任那の防衛だけが動機ではなく、宝の国の新羅に攻め込んで略奪したり、侵略するのが動機なのは、オキナガタラシ姫の神がかりの台詞からも明白です。

でもどうして倭軍は新羅を一挙に突くことができたのでしょう。筑紫から大量の船で行ったことになっていますが、それは当時の船では大変で、新羅を一挙に占領するだけの船団を送り込むのは難しいのではないでしょうか。

私の想像では任那に少しずつ渡らせておいて、現地の人と協力しあって任那で船を作って、任那から攻め込んだのではないでしょうか。もちろん海からだけでなく、ひそかに山からも侵入して撹乱したと思われます。海からの侵入だけで新羅を潰してしまうというのは、相当の船数が必要でしょうから。

道後温泉名物姫ダルマ[image: image10.jpg]



それにしてもオキナガタラシ姫は、この新羅攻めに命がけだったのです。といいますのは彼女は身重だったのです。愛媛の名物に「姫だるま」があるのをご存知ですか。あれは「神功皇后」の「新羅征伐」の人形です。妊娠している女性には不思議な力があるという迷信もあるようです。それに妊娠しているのに女だてらに指揮をとったわけですから、その意気込みだけでも凄くて鬼気迫るものがあったでしょう。

ところで問題は、普通受精後十月十日で生まれますね。妊娠したのは秋九月五日の書紀の記事に「皇后は今はじめて身ごもっておられる」とあります。翌年春二月六日にタラシナカツヒコつまり仲哀天皇が崩御します。秋九月十日の記事に臨月になっていたとあります。臨月は七月の筈ですね。

さらにおかしいのは出征されるので生まれないように石をとって腰にはさんだとあります。事が終わって筑紫に戻ってから生まれて欲しいと出産を伸ばしたというのです。結局生まれたのは十二月十四日です。つまり出産は五ヶ月以上伸ばしたことになります。これは不自然なので、皇子は本当は武内宿禰の子供ではないかといわれています。
実際 建内宿禰はよくホンダワケ皇子(応神天皇)の世話を焼いています。実の父だと納得ですね。でもそれではヤマトタケルの皇子の子を生むというオキナガタラシ姫伝説のぶち壊しですね。それに男系天皇制の神話が崩壊します。ともかく真相は別にして、日にちが合わないので、いろいろなお話を作ったのでしょう。

万世一系の男系天皇制という観念が神話なのですから、歴史的事実として信用する方がおかしいのです。それに血統云々はサラブレッドの世界では意味があっても、人間界でそういう論理が幅を利かせますとろくなことはありません。人間の貴賎は血統で判断すべきではありません。それに血統が伝わるとしても子には二分の一、孫には四分の一、曾孫には八分の一ということですから、全く取るに足りません。

戦闘の様子は記紀ともにほとんど記述がありません。共通しているのは船を運んだ波が新羅に高波として押し寄せたたということです。『古事記』では「ここに順風いたく起り、御船浪のまにまにゆきつ。かれその波瀾、新羅の国に押しあがりて、既に国半(なから)まで到りき」とあります。高波で浸水したことはそれまでなかったので、新羅側は驚いてなすすべがなく、国中に軍船があふれたので、ほとんど抵抗できずに新羅王波沙寝錦は降伏したということです。

史実はどうかということですが、大陸側の史料では好太王碑文には倭の侵攻について、いくつか記述があります。

　百残新羅旧是属民、由来朝貢倭以辛卯年来渡海破百残□□□羅以為臣民（□□□は欠落部分）

百済や新羅は元々高句麗の臣属していて、朝貢していた。ところが三九一年辛卯年、倭は海を渡り百済□□新羅を打ち破って臣下とした。

三九九年　多くの倭人が新羅に侵攻し、王を倭の臣下とした。

四〇四年、倭が帯方地方に侵入してきたので、これを討って大敗させた。 

この最初の侵攻はやはり新羅攻めだったのではないでしょうか。電光石火の海からの乗り込みと隠密裏の陸からの侵攻が噛み合って、一気に勝負がついてしまったと想像できます。この倭の勢いに恐れて、新羅は完全降伏で国王は馬飼いになると言って命乞いをしたのです。百済、高句麗も貢物をすると誓ったのです。

これで倭国は任那防衛を果たすと共に、三国からの貢物の約束を取り付けたということです。皇后は筑紫に戻って皇子を産んだのです。この皇子を誉田別皇子といい、後の応神天皇です。いわゆる八幡神はこの応神天皇です。八幡神社には応神天皇と共に神功皇后も祀っています。その後、この八幡神は母胎に居たときから戦に参加した生まれながらの戦の神として信仰されます。特に武家による信仰が盛んですね。

　天皇の祖先神としては神武天皇が祀られないのに対して、よく八幡神は祀られています。それは天智天皇、天武天皇の親の舒明天皇の和風諡号が息長足日広額天皇（おきながたらしひひろぬかのすめらみこと）であることから想像がつきます。なぜ息長足がついたかさだかではありませんが、神功皇后の父方の息長足の家系ですね。舒明天皇は息長の家系だという意識が強かったのではないでしょうか。

それで八幡神は皇室の祖先神として祀られるのです。聖武天皇が大仏建立のために八幡神に平城京にきてもらったり、称徳天皇が道鏡を天皇にしてもよいかどうか伺いを立てたのも宇佐八幡だったのです。つまり天皇家としては祖先を応神天皇以前に遡るのはあまり自信がなかったのではないでしょうか。どうも仲哀天皇の子ではなさそうですからね。そうしますと神功皇后からの女系天皇制ということになります。

実際仲哀天皇が崩御してからじつに六十九年空位が続き、摂政の神功皇后が百歳で亡くなってやっと応神天皇の即位が実現しています。もし本当にオキナガタラシ姫が皇后のままだったら、息子に即位させてもいいわけです。神功皇后が実は即位していたからこそ、当時の慣習では大王は在世中は譲位できなかったので、誉田別皇子は即位できなかったということですね。記紀に記述するときに、彼らは神功皇后が当時の皇統の祖先だと感じていたので、最初を女帝と置くのを憚ったのではないでしょうか。 

６大和凱旋

降参と言われて兵は有頂天その隙を突き騙し討ちとは

さていよいよ大和侵攻です。記紀は成務天皇と仲哀天皇の両朝対立を隠蔽していますので、成務天皇の志賀高穴穂宮政権を打倒する戦いが抜けてしまいます。もし成務天皇との内戦がないのなら、神功皇后が自ら新羅に攻め込んだのですから、新羅に居座って半島での支配の基礎固めをするところでしょう。すぐに筑紫に戻って誉田別皇子を産んだのは、内戦が気になっていたからです。

おそらく新羅攻めの隙に筑紫政権が攻められないように、畿内に潜んでいた仲哀天皇の皇子の香坂皇子と忍熊皇子が、ゲリラ戦や破壊活動を強めていたのです。それに山岳ゲリラが得意な熊襲と休戦しただけでなく、莫大な財宝を与えることを条件に同盟を結び畿内に送り込んだのです。それで破壊活動を平定に山中に誘い込まれた成務天皇を、待ち構えていた香坂皇子と忍熊皇子が見事に仕留めたのです。

オキナガタラシ姫の父である息長翁が動揺している朝廷内の豪族たちに工作して、香坂皇子と忍熊皇子を歓迎すれば、身分は保証し、内戦はなかったことにしようとうまく事態の収拾を図ったと想像されます。

　香坂皇子と忍熊皇子は内戦に勝利したわけですから、祖父ヤマトタケルの志を継いだ父仲哀天皇の想いを果たしたわけです。そこで問題は皇位の継承です。父の死は伏せられていたとはいえ、おそらく伝わっていたでしょう。実質的な摂政の皇后に子ができたので、誉田別皇子が皇位継承に最有力とはいえ、なんといっても生まれたばかりですから、当分皇位継承はありえません。
そこでいつまでも空位というわけにいかないとすれば香坂皇子と忍熊皇子も有力候補になりますね。畿内政権をしっかり固めておけば、摂政が戻ってきてもなんとかなるかもしれないと考えてもおかしくありません。

そこで摂政のオキナガタラシ姫は、誉田別皇子に皇位を継がせるためには兄の皇子たちを片付けておかなければならないと思い、恐ろしい計略を立てたのです。大和に上る船に棺をのせ、誉田別皇子は既に死亡したといううわさを流したのです。まんまと計略に乗せられた皇子たちは、仲哀天皇の墓を明石に作るといって明石海峡で待ち構え、オキナガタラシ姫を討とうしていたのです。皇后は 建内宿禰に頼んで誉田別皇子を密かに和歌山に逃れさせていたのです。

決戦に備えて、香坂皇子と忍熊皇子の兄弟は猪狩りをして占いますが、兄の香坂皇子は猪に食べられてしまいます。それでも今更やめられないと忍熊皇子は難波の吉師部の祖先の伊佐比宿禰を将軍にして戦を決意したのです。

忍熊皇子側は棺を積んだ船を襲いました。するとそこからたくさんの軍隊が出てきて戦になったのです。ちょっと「トロイの木馬」みたいな発想ですね。それでその場では忍熊皇子側は撃退されました。いったん山城に逃げて態勢を立て直し、また引き返してきて戦いは一進一退の膠着状態になったのです。そこでオキナガタラシ姫の軍隊の将軍だった丸邇臣の祖先難波根子建振熊命は、ずるいことを考えます。

「オキナガタラシ姫が戦死されたので我々は戦う意味がなくなったので降伏する」と宣言し、弓の弦を切って降参の素振りをしたのです。大喜びになって武器を投げ捨てたのが伊佐比宿禰を将軍の兵隊たちです。きっと飛び上がって踊りだしたでしょうね。そして兵を退こうとしました。ところが実は建振熊命の軍は、結った髪の中に予備の弦を隠していたのです。それを番えて追撃に出たので、結局伊佐比宿禰を将軍の兵隊たちは総崩れになりました。

　
結局、琵琶湖に船を浮かべて忍熊皇子は、次の歌を歌って、伊佐比宿禰と共に身を投げて死んでしまいました。まだ少年だったかもしれませんね。

「いざあぎ　振熊が　痛手負はずは　にほ鳥の　淡海の海に　潜(かづ)きせわな(さあ弟よ、振熊にこれ以上痛い目に合わされない間に、カイツブリのように近江の湖にもぐってしまおうよ)」

こうしてオキナガタラシ姫は勝利して、大和の磐余(いわれ)に若桜宮を営みました。そして誉田別皇子を正式に皇太子にしたと書紀にありますが、皇太子という地位ができたのは七世紀だという説が有力です。恐らくそこでオキナガタラシ姫は大王に即位したのでしょう。
でもこれでヤマトタケルの想いは果たして叶えられたのでしょうか?それは大いに疑問ですね。だってヤマトタケルは、熊襲や蝦夷との戦いの中から、ただ武力で押さえつけるのではなく、いかに自然を大切にし、自然と調和している熊襲や蝦夷とも共生して生きるかを学んで、和の精神に基づく国づくりを目指したのです。

ただヤマトタケルの霊や血を引き継いだというだけで、オキナガタラシ姫や誉田別皇子が力づくで政権につき覇権を握ったとしても、それが何だというのでしょう。そのために新羅を侵略し、成務天皇や忍熊皇子との内戦で多くの人命を奪い、卑怯なだまし討ちで政権を握ったわけです。これでは景行天皇よりましだとはいえませんね。

ともかく国のまほろばの大和にヤマトタケルの血と霊を引き継ぐ政権ができたわけですが、この政権は河内の開発が大きな課題になります。
ですから誉田別皇子の墓もヤマトタケル白鳥陵や仲哀天皇陵の近くにあります。古市古墳群です。そして息子の大雀命つまり仁徳天皇の代になりますと、難波高津宮に移るのです。それは河内湖の治水という大事業があったわけでして、河内湖が増水して氾濫を起こすのを防ぐために、河内湖と大阪湾を結ぶ堀江を作ったのです。そしてこの堀江が難波津となり、その後の日本の玄関になっていくわけですね。その様子を白鳥たちは観ていたことでしょう。白鳥つながりです。

古市古墳群配置図　（右図）　

　①津堂城山古墳

　②允恭陵（市野山古墳）

　③中津山古墳（中津姫陵）

　④応神天皇陵（誉田御廟山古墳）

　⑤仲哀天皇陵（岡みさんざい古墳）

　⑥墓山古墳

　⑦日本武尊白鳥陵
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　　怨霊信仰とのかかわりで

前篇　大国主命について

後篇　平城天皇の哀しみ

前篇　大国主命について

　　　　　１、 大国主命も怨霊か

大いなる国を築きて栄えしし大国主も祟りの神かは

　今年の春はまた時代を遡りまして、大国主命のお話をいたします。と申しますのが、今年中に『梅原猛のスーパー歌舞伎―聖徳太子の夢』がミネルヴァ書房から出版されることになりました。梅原猛の戯曲についていろいろ論じているわけです。題材としは「ヤマトタケル」「オオクニヌシ」「ギルガメシュ」が取り上げられております。この前『ヤマトタケル』について 講演しましたので今回は二回に分けて『オオクニヌシ』のお話をすることにします。と申しましても、戯曲についての話にも触れながらメインは大国主命のお話です。

　なにしろ神話ですので、どこまでが史実か全く分かりません。しかし伝承されたものをまとめあげたわけです。何もないのを完全なフィクションで創作したわけではなさそうです。

といいましても大国主命なんて初耳という方にはチンプンカンプンですね。熟年講座ですので戦前の教育を受けた方もおられます。そういう方ならある程度はご存知ですが、戦後は神話教育が禁止されまして、未だに大国主命の説話は教科書にでてきません。だから戦後教育で育った方もぼちぼち熟年の仲間入りなので 、そういう方の中には大国主という名前も知らないという方がおられても不思議はないのです。

　戦後教育で神話を教えないというのは偏向だと思いませんか。戦前のように天皇を神として信じ込ませるために神話を教えるのはとんでもない軍国主義教育になったわけですが、その反動で、戦後は日本神話を知らない日本人を育ててしまった、これは日本人のアイデンティティを奪うものでして、とんでもないことです。
戦前の神話教育がいかに軍国主義に利用されたのかも含め、 また神話自身に権力の正統化の狙いがあることを注意させながら、どんな神話があるのかを教えるのが教育というものです。教育は教えて育てるべきもので、教えないで、無知にするのが教育ではないわけです。

　宗教教育でもそうですよ。国家としては宗教教育は憲法で禁じられています。ですから私立の学校では宗教教育をしてもいいけれど、公立学校ではしてはいけないことになっています。これも誤解されています。憲法の主旨は、特定の宗教を教え込んで信徒にするような教育は駄目だということであり、けっして宗教に関して無知にさせてもいいということではありません。教養として最低限の宗教の知識は教えないといけないのです。ところが神話だけでなく、日本仏教などの祖師の教説などもきちんと教えていないわけですね。そうすると仏教を知らないで育ってしまうわけです。

キリスト教についても学校ではきちんと教えない、だから統一教会みたいな霊感商法に巻き込まれたりする人もでてきます。宗教というのは精神生活で大きな役割をもっていますから、その中身をきちんとどんな問題を起こしているのか、どんな批判があるのかを含めて、基礎知識のレベルで教えるべきです。そうでないと自分の信仰を持つこともできません。ですから無知のまま慣習や風習として取り入れることになります。これでは魂が救われるような宗教は育たないわけです。

大国主命は、読んで字のごとしで大国の支配者だったということです。ところが国譲りをして支配権を初代天皇の曽祖父のニニギの命に譲っているのです。それで天皇の支配の正統性を示すお話として『古事記』や『日本書紀』にでてくるわけです。

もしも天皇が高天原の神々の主神である天照大神の直系の子孫であることで、地上の支配権があるということなら、大国主命が大国を支配していたという話は余計ですね。日本は最初から天照大神の直系の天皇家の支配なのだということにする筈です。

　それができなかったのは、やはり大国主命のモデルが実在したということです。その説話が根強く残っていたので無視できなかったということですね。それにもし大国主が架空の人物なら、天皇の祖先は外から侵略したのではなく、はじめから畿内にいたことにするはずです。

ニニギの配下のタケミカヅチやフツヌシは、他国からの侵略によって大国主を軍事的に追い詰めた挙句、国譲りをさせていますから、武力で国を奪っているわけです。こういう話を歴史の出発点におきますと、武力で朝廷の支配を覆してもよいことにならないか心配ですね。そこで本当なら、天皇家の支配の正統性を強調するために、畿内にいた大国主というのは大変な暴君で悪逆無残な王だったので、ニニギの命の配下の軍勢が人民を救ったことにするはずです。中国の正史なども前王朝の皇帝を悪くいうわけです。

ところがそうはできなかったのです。むしろ大国主命はヤマトタケルとならんで『古事記』・『日本書紀』まとめて記紀と言いますが、記紀を代表する悲劇的英雄として描かれているのです。本当は為政者とすれば大国主を悪役にしたかったのでしょうが、そういう説話にすると各地の豪族たちが反発して従わないようになる恐れがあったのです。つまりそれだけ大国主は豪族たちから支持を受け、慕われていたということですね。だから最大の神社を出雲に作って手厚く祀り、大和政権の守り神になってもらおうとしたわけです 。
もし大国主が実在しなかったら、引橋の長さが百メートル以上高さ四十八メートルあったとされる大社を建造するわけがありません。そういう巨大な社を作って祀らなければ、祟って災いをもたらすのではないかと心配されたということは、実在したと考えたほうが説得力がありますね。
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大国主命の和魂(にぎみたま)つまり福の神のような存在が大物主命ですが、三輪山が御神体なのです。この大物主を祀らないと祟るわけです。イワレヒコ(神武天皇)に始まる葛城王朝では出雲大社だけでなく、三輪山も祀っていたのですが、崇神天皇にはじまる三輪王朝では謂れがきちんと継承されていなかったのか祀られなかったので大変祟ったということです。
それで大国主ゆかりの鴨氏に祀らせて治まったということです。つまり怨霊信仰は決して奈良時代末期の早良親王(さわらしんのう)からではないのです。大国主命、大物主命の怨霊を祀ったのが出雲大社であり、大神神社(おおみわじんじゃ)だということです。これは梅原猛が口をすっぱくして強調しています。梅原猛は縄文時代から怨霊的な発想を見ていますね。

２、大国主は二世紀か
イワレヒコその曽祖父と同世代大国主は二世紀の人

ところで大国主はいつごろの人物でしょう。人物というと語弊がありますね。神ですから、でも神だから人間ではないということではないようです。神は凄い存在であれば神なのです。あるいは尊い血筋などをもっていても神とみられたようです。『古事記』・『日本書紀』ではスサノオ命の六世の孫となっています。『旧事本紀』では息子になっています。

いざなぎの尊が黄泉の穢れを清めて生んだのが天照と須佐之男(スサノオ)と月読の三柱の神です。大変尊い神だということで天照は高天原を、スサノオは地上を月読みは夜を支配することになたのです。この時点ではスサノオの子孫が王権を建てて支配するのはむしろ当然です。

　スサノオは八岐大蛇を退治してその体の中から天叢雲剣を取り出しています。頭が八つあったという八岐大蛇は多くの山脈からできている日本列島のシンボルなのです。その体内から取り出された剣は列島に対する覇権を表しています。つまり荒ぶる嵐と破壊の神スサノオの猛威が吹き荒れると、その後には累々たる屍が山を築きます。スサノオの剣に逆らう者は滅ぼされてしまうのです。

　大国主はスサノオの覇権を引き継いでいるので、地上支配権があるのですが、三十年支配が続いた後、突然ニニギの命の配下に急襲されて国譲りを迫られたわけです。ですから武力で樹立した政権は、油断し、隙ができますと武力で滅ぼされてしまうのです。ということは大国主を滅ぼした新しい権力者も武力で滅ぼされるということですね。それでは安定しませんから、大国主命から権力を奪った大義名分を打ち出したのが、高天原の神々の決定です。しかしそれは女神天照大神が主神だという信仰が七世紀に成立したとしますと、ずっと後世になってからのごまかしでしかありませんね。

　大国主命は西暦二世紀に活躍したのではないかと思われます。といいますのが初代天皇とされている神武天皇(イワレヒコ)の東征は三世紀のことだろうと思われるからです。記紀の記述でいきますと西暦紀元前六六〇年頃にイワレヒコの東征が行われたことになりますが、もちろんこれは自国を歴史的伝統のある立派な国と宣伝するためであって、那珂通世(なかみちよ)によりますと一二六〇年に一度（干支一周の六十年（一元）×二十一元＝一二六〇年＝一蔀(ほう)）の辛酉(しんゆう)の年には大革命がある事になり、推古天皇九年（六〇一年）がその年に当たり、この年の一二六〇年前である西暦紀元前六六〇年に神武天皇が即位したものとの辛酉革命説から推定した占いによる粉飾です。

　神功皇后(オキナガタラシ媛)による新羅侵攻が高句麗広開土王碑にある三九一年にあたるとしますと、ヤマトタケルの活躍は四世紀中ごろですので、その曽祖父である崇神天皇は三世紀後半に活躍したことになります。神武天皇から十代は歴史を古くするための粉飾としますと、神武と崇神が同一 人物かもしれません。両方ともハツクニシラススメラミコトと呼ばれています。ただし神武は始馭天下之天皇で、崇神は御肇國天皇ですから、天下と国とは違う意味だとも言えますね。

　しかし別人として葛城王朝と三輪王朝と言うように考えますと、神武はかなり古くなってしまいます。そうしますと前方後円墳の全国展開などと合致しませんね。ですから神武と崇神は違うとしても神武の葛城王朝は二代か三代でおわったのかもしれません。

　イワレヒコの曽祖父がニニギの命です。その父親の天忍穂耳命と大国主とが同世代です。それで二世紀初めぐらいまでさかのぼりますね。ただそうしますと問題が生じます。大国主の版図は畿内、中国、四国、上信越ぐらいの大きさです。二世紀 初めにそれだけ大きな統一国家が築けたでしょうか。築けたとしたらその理由は何でしょう。それを考えながら、オオクニヌシの説話を具体的に検討していきましょう。

３、因幡の素兎

罪に落ち傷に苦しむ素兎がまの穂綿でくるみ癒しぬ　

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　

だいこくさま

おおきなふくろを　かたにかけ　だいこくさまが　きかかると　ここにいなばの　しろうさぎ　かわをむかれて　あかはだか

だいこくさまは　あわれがり　きれいなみずに　みをあらい　がまのほわたに　くるまれと　よくよくおしえて　やりました
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だいこくさまの　いうとおり　きれいなみずに　みをあらい　がまのほわたに　くるまれば　うさぎはもとの　しろうさぎ

だいこくさまは　だれだろう　おおくにぬしの　みこととて　　　くにをひらきて　よのひとを　たすけなされた　かみさまよ
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白兎を助けた理由はこうです。因幡の高草郡の白兎が洪水で竹に乗って流れ着いた隠岐ノ島から因幡に渡ろうとしてワニザメを利用しようとしたのです。兎とワニザメの数比べをしようといって、ワニザメを並ばせてその上を渡って、最後の一頭というときにまんまと騙されたワニザメを笑いものにしたのです。それで怒ったワニザメに噛まれて皮をむかれて丸裸にさせられてしまったという説話です。

ワニザメにすれば洪水で流されて戻れなくて難儀しているからといって助けを求めてくれれば、それは気の毒だひとつ力になってやろうという気になるのに、だました上に礼も言わず、人を笑い者にする、なんと性質の悪い兎だということでこっぴどく懲らしめられたというお話ですね。

この説話は八上比売(ヤガミヒメ)一族の体験を寓話化しているのでしょう。ヤガミヒメ一族は何らかの事情で因幡に住めなくなって、隠岐ノ島にわび住まいをしていたけれど、和邇と言う名前の一族の助けを借りて、因幡に渡ったわけです。(大和に和邇氏がいますが、元々は海人族だったといわれます。)
しかしそのときに和邇氏との約束を守らなかったので、和邇氏から攻撃されるようになったのでしょう。それで大和の勢力を引き入れて、和邇氏から守ってもらおうと婿取りの話しをしたら、因幡を拠点にして山陰を支配しようと大和の連中が大挙してやってきたということでしょう。

　大和からやってきたというのは梅原猛の解釈ですね。元々大国主は出雲系の神話ですので、出雲の八十神たちが因幡に押しかけたとも解釈できます。梅原は、大和の神々を出雲に流したという「神々の流 竄」説を唱えています。
それは藤原氏が自分たちの祖先神の格上げのために他の氏族の神を出雲の神だったことにして、大和から出雲に神々を流したのだという話です。その根拠のひとつが大国主の和魂といわれる大物主が三輪山だということですね。

大和からやってきた連中はヤガミヒメの弱味を知っていますから、いろいろ厳しい条件をつけて、因幡あるいは統一国家としての出雲国全体を大和の属国化しようとします。
それが「海水に浸かって、潮風にあたれ」と教えたわけです。つまりますます弱体化するような対策ばかり教えて本気で助けてくれなかったわけですね。そこでの大穴牟遅(オオナムチ)(後の大国主命)は「真水で洗浄して、蒲黄(かまのはな)を敷いて寝転べば傷が癒える」と教えたのです。つまり出雲の国が自立してやっていける殖産興業や防衛策を親身になって教えたのでしょう。

それで賢明なヤガミヒメはオオナムチを花婿に選んだわけです。このときにオオナムチは正式の花婿候補ではなくて、八十神たちに荷物持ちとして付き合わされていたわけです。それで大きな袋を肩に担いでいたということですね。梅原はオオナムチは大和では一番のアホ、ドジとしていじめられていたという設定にしています。

おそらくヤガミヒメは花婿候補たちがいい加減な意見しか言わないのに失望していたので、オオナムチがわけを聞いて、それならこうすればと親身に教えたのでしょう。身分は卑しそうでも見識が優れていたので、ヤガミヒメの御眼鏡に叶ったというわけです。

　その場合大切なこと八十神たちはヤガミヒメの犯した罪を弱味として利用し、ヤガミヒメと出雲を手に入れようとしています。そこには全く情がないわけですね。それに対して、オオナムチはヤガミヒメの窮状をみて心から同情し、親身になって助けてあげようとしています。人間だれでも傲慢になったり、人をだまして利用したりするような罪を冒すものです。でもその報いで苦しんでいるのに、それをさらに弱味としてつけこんでいじめようとするわけで、そういう人を愛することはできません。
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　この話には本居宣長の表現では「もののあはれ」を知る心がありますね。日本人は情を重んじる主情主義の民族なのです。日本神話にもその原点があるわけです。これはまた王者の条件でもあります。「愛される理由」として分かりやすいのが、中山千夏の『あなたの心に』という歌です。

「あなたの心に　風があるなら　そしてそれが　
春の風なら　私ひとりで　ふかれてみたいな　
いつまでも　いつまでも

あなたの心に　空があるなら　そしてそれが
青い空なら　私ひとりで　のぼってみたいな　
どこまでも　どこまでも

だっていつも　あなたは　笑っているだけ　
そして私を　抱きしめるだけ

あなたの心に　海があるなら　そしてそれが　
涙の海なら　私ひとりで　泳いでみたいな

いつまでも　いつまでも」

　この歌は、愛されるためには心に「春の風」つまり優しさ、「青い空」ピュアな理想、そして「涙の海」深い哀しみがなければならないといっているわけです。それなのにただ笑って、抱きしめようとするだけでは、心が感じられないから愛される理由がないのです。もちろん「春の風」「青い空」「涙の海」にあふれている梅原猛の作品には「愛される理由」があります。

４、死からの生還

死してなお母の願いの熱ければ甦りなむバージョンアップで

元々オオナムチの神は荷物持ちだっただけに八十神たちのねたみは大きいのです。この八十神たちは大和からきたというのは梅原猛の推量です。そのほうが物語の展開から見て自然だからです。梅原の戯曲では、大和の王エウタリが弟の一番悪のオトウタリに幽閉されて、実権を奪われます。
オトウタリの恐怖独裁政治がはじまったのです。オトウタリは出雲の王となった新婚のオオナムチを猪狩に誘い、赤い猪だといって真っ赤に燃えた大きな石を転がしてオオナムチを下敷きにして殺してしまいます。

　『古事記』ではオオナムチの母が刺国若比売(サシクニワカヒメ)が、泣き悲しんで高天原にまいのぼって、神産巣日命(カミムスビノミコト)に甦らせてくれるよう直訴します。高御産巣日神の神とともに産む神なのです。それで母の哀しみがよくわかるのでしょうね。
各地の神社に産土神(うぶすながみ)を祀っていますね。子供ができますと宮参りということで近所の産土神に報告しますと地域の人々がその土地の子供として見守ってくれるのです。神産巣日命はその代表というか列島の産土神だということです。つまりみんな大地から生まれた大地の子なのです。

　それから要注意ですが、高御産巣日神は天孫派ですが、神産巣日神は大地母神だからか出雲派です。

神産巣日神の遣わした討火貝比売(キカガイヒメ)と蛤貝比売(ウムガイヒメ)により、一命を取り留めます。貝の汁は火傷に効くという話しです。昔の塗り薬は貝殻に入れていたのですね。貝は怪我治療に深く関わっていたのです。
それで生き返って元気な男になって出歩いていると、また八十神たちに見つかって、大きな樹木の間に挟んで殺されてしまったのです。それを母は必死で探し出して何とか生き返らせます。でもまた捕まったらいけないので、紀伊の大屋毘古神のところへ逃がしました。そこから祖先のスサノオの命のいる根の堅州国へ行くように母に言われたわけです。『旧事本紀』では大国主はスサノオの御子だと書かれています。それなら父の元にいくわけです。

ただ後に天皇は天照大神の御子ということになりますから、それと同じような論理で、地上の支配者としてスサノオから御子と認められたということかもしれません。同じような例として『新約聖書』には、復活したイエスが天に昇り、神から御子と認められるという表現があります。

ただし根の堅州国は記紀神話ではイザナミの住む黄泉の国と同じとされますから、地下に潜行して死んだように思われていたということを物語化したものかもしれません。
ともかくオオナムチは大和では大和一のアホ、ドジとしていじめられていたのですが、優しい心を持っていて、身から出た錆とはいえ、いじめられて困っているヤガミヒメを助けて、因幡の王になったものの、みんなのねたみを受けて二度も殺された。けれども母の愛や大地の助けでなんとか逃げ延びて、たくましい強い男になってかえってくるわけです。何しろ二度も殺されているのですから、何も恐いものはない、というわけで死から生還によって飛躍的に強く勇敢な英雄になるわけです。

人生山あり谷ありで、死ぬような思いをして強くなるということがよくあります。梅原猛も、戦後生き残ったことに後ろめたさを感じ、死を見つめていましたが、結婚で家庭を築く中で生き返ります。そこで生きる意味とかで苦しみぬいたことが生きています。また還暦前後から癌で何度か死に掛かりますが、生還するたびに以前より元気になって超人的に膨大な文章を書いています。特に母の愛に守られて生き返ったということで、強くなるこれは物語として、世の母の気持ちにアピールしますね。

５、根の堅州国にて

根の国でスサノオのもとしごかれて王者の力身に纏ひたり
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大屋毘古神に根の堅州国にはいるパスポートのようなもの、つまり紹介状をもらって祖先であるスサノオの国に入ります。根の堅州国はスサノオの母であるイザナミの住む黄泉の国だという解釈が有力で、東出雲町周辺に入り口である黄泉比良坂があったようです。もちろん異界ですから、それを出雲国と同一視はできませんが、そういう異界とみなされていたということは出雲国全体にも大和や因幡の支配は及んでいなかったとも考えられます。

ただ山陰地方全体にも部族連合の出雲国家があったとしますと、その女王に因幡の八上媛が祀りあげられていたことも考えられます。それでオオナムチが潜行して出雲に隠れたということは大和の支配が因幡にまで及んだということであり、出雲王朝は解体してしまったわけです。

　根の堅州国についたとたんオオナムチは出迎えたスサノオの娘である須勢理媛（スセリヒメ）と目が合いまして、即結婚なんですね。「その女須勢理媛出で見て、目合(まぐはひ)して相婚(あ)ひまして」とあります。そしてお父さんに「いと麗しき神来ましつ」と紹介します。するとスサノオは「よう色男日本一!」と言うわけです。「こは葦原色許男の命と謂ふぞ。」とあります。

スサノオも大変退屈していましたので、大歓迎です。というのはスサノオは退屈しのぎに人間を殺していたので、いい獲物の客がきたということですね。それで蛇の出る部屋に寝かせたのです。自分の六世の孫ですから、それを殺してしまうというのは残酷な気がしますが、なにしろ黄泉の国の王なので、死んだから不幸とかの感覚はないのかもしれませんね。

そういう退屈しのぎもありますが、やはり大国主に成れるように鍛えるという意味があったのでしょう。根の国でも何度も殺されかけますが須勢理媛が知恵を授けて、ピンチを脱します。蛇の部屋では魔法の領巾(ひれ)で撃退し、次の日はムカデと蜂を同じ方法で撃退しました。三日目は大きな鏑矢(かぶらや)を大野原に射て取りに行かせて、野原に火を放ったのです。

絶体絶命のピンチに鼠が出てきて「内はほらほら、外はぶすぶす」と言いました。つまり地面の下は洞穴になっているという意味ですね。それで地面を踏むと洞穴に落ちたのでそこで火が過ぎるを待ったのです。鼠は鏑矢も探してくれました。こうして根の国の住人たちにも助けられたということです。まあ人柄がいいのでどこへ行ってもその国の住人に助けてもらえるということですね。

　そして頭の虱取りをせよと命令されます。頭の虱取りといって通じるのは終戦直後小学生だった人ですね。その頃不衛生で、虱をわかす子供が多かったのでＧＨＱが調達して頭にＤＤＴの白い粉を振りかけていましたね。あれは発癌性があるので今は使いません。ところがスサノオの場合は実は虱ではなく呉公(むかで)がうじゃうじゃしていたのです。それでスセリヒメが椋の実と赤土を与えます。それをオオナムチは口に含んで吐き出したら、ムカデを喰い取って吐き出してくれていると勘違いして、すっかり気に入って安心して寝入ってしまったわけです。

梅原の解釈では根の国には長居は無用なのです。なぜなら、異界ですので、根の国の一日はこの世の一年に当たるわけで、三日滞在すればこの世では三年経っています。ですからサバイバルテストに合格したので、もう戻ってもいいのです。いつまでもいればスサノオに殺されますし、この世に戻った時に何百年も経ってしまっています。
そこで眠り込んだスサノオの神の髪を柱にくくりつけました。そして五百人で引く巨石で部屋を塞いで、神剣天叢雲剣である可能性が高い生太刀、生弓矢、天の沼琴を盗み、スセリヒメを背負って逃げたのです。こういう太刀・弓矢・琴はそのまま神なのです。神霊がそこに宿っているのではなく、物が神だということです。

スサノオは気づいて追いかけますが間に合わないので、兄弟の神たちを追い払い、大国主の神となって地上を支配せよと叫んだのです。つまりスサノオによって地上支配権を認知されているわけですね。

ただしスサノオの説話は出雲神話ですから大国を支配せよといっても、山陰の統一王朝としての出雲の王のつもりだった可能性もあります。いわゆる八十神が出雲の神だったらそういうことですね。でも大国主の支配は上信越から畿内 、山陰、山陽、瀬戸内にまで及びますから、梅原の言うように八十神を畿内大和の神々とみなしておいたほうがよいかもしれません。

６、八千矛の神

八千矛の兵に優れるオオナムチ大国主の神と成れるや

スサノオからスセリヒメと生太刀、生弓矢を奪って、異界から舞い戻ったオオナムチは天下無敵の八千矛の神となります。「八千矛の神」というのは八千の矛をそろえた軍隊ぐらいの力を持っている神ということでしょう。それで八十神たちを追い払って大国主の神となったわけです。これではあまりにあっさりしすぎていますね。

梅原の戯曲はこの部分を素晴らしい建国物語にしています。クーデターで兄から大和の国を奪ったオトウタリは恐怖独裁体制を敷き、コザマルというオトウタリの部下でありながら良心的だった男がとうとう捕まって、公開処刑される場面で乱を起こすという筋書きで す。オトウタリは公開処刑を見世物にして都の繁栄を図ろうとしていたのです。そこに二度も殺したはずのオオナムチが、強くなって黄泉の国から還ってきました。そして恐怖独裁をあっさり打倒してしまいます。民衆の前で「恐怖の国ではなく、愛の国をつくろうではないか」と高らかに愛の国建国宣言をしたのです。

「恐怖が大和の国を支配していたのです。この恐怖から大和の人々を解放しなければなりません。私は大和の人々をこの恐怖から救い出したとは思っていませんが、少しはよいことをしたのではないかと思っています。大和の者たち、どうか私とともに、恐怖の国ではなく愛の国をつくろうではないか。互いに信頼し、互いに敬愛しながら、この大和に理想の国をつくろうではないか。この大和では一人も飢える者なく、悲しむ者なく、不平を言う者もない。そういう国を皆と一緒につくろうではないか。私は愚かな者です。やはり大和一のアホでドジな男です。どうか私を助けてください。」（六六六頁）

『日本国憲法』「前文」の「われらは、平和を維持し、専制と隷従、圧迫と偏狭を地上から永遠に除去しようと努めてゐる国際社会において、名誉ある地位を占めたいと思ふ。われらは、全世界の国民が、ひとしく恐怖と欠乏から免かれ、平和のうちに生存する権利を有することを確認する。」を意識していると分かりますね。それに 「私は愚かな者です」と言ってますから、『憲法十七条』の「凡夫の自覚」も入っています。カリスマ的指導者が人民を引っ張るのではなくて、みんなで知恵と力を出し合って平和で豊な愛の国を作ろうというよびかけです。

この愛の国建国宣言とイワレヒコつまり神武天皇の肇国（国をはじめる）精神を比較してください。それは八紘一宇ですね。天下をおおって一つの家にするというのが『日本書紀』にある肇国（ちょうこく）精神です。つまり地上にいくつも政権があれば争いが尽きないので、統一しようということです。

その場合に天照大神の皇孫が地上を支配するという大義名分に基づいて万世一系の血筋が支配し、それに従わないものは打ち滅ぼすということですね。 だから世界を平和にしようとすれば、日本が世界を統一するまで戦争を続けるという論理なのです。

つまり神武天皇は最終的な平和のために戦争をしよう、「うちてしやまむ」ということですが、大国主は互いの信頼と敬愛によって平和な国を作ろうということなのです。そういう伝統が大国主からあると梅原はいいたいわけですね。それを受け継いでいるのが聖徳太子の『憲法十七条』であり、『日本国憲法』第九条なのです。神武天皇の八紘一宇は『大日本帝国憲法』や『教育勅語』の伝統になっているわけです。
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宮崎市平和台公園に立つ「平和の塔」神武天皇像と「八紘一宇」

でも大国主は八千矛の神になり、戦いで覇権を打ち立てた上で平和な国づくりをしなければならなかったわけですね。その前が恐怖独裁のオトウタリ政権だから、武力で打倒するしかなかったわけです。そしてオトウタリ政権よりもさらに国を拡大して本当に大国主の神になったわけです。

　畿内だけで平和な国づくりをすればいいわけですが、瀬戸内の海運をしっかり確保しようと思えば、吉備や讃岐なども押さえておく必要があります。各地の産物の交流のためにも地域国家同士の連合を形成していく必要があったわけで、その場合に軍事的に圧倒した大国主の国が盟主として統合することになった のです。

それでも大国主の大和政権が大和の繁栄ばかりねらって、地域国家に過大な貢物を要求し、疲弊させれば、地方はやがて背き離れていきます。神武以降の大和政権では熊襲や蝦夷は頻繁に離反し、乱を起こしましたね。大国主の場合は、統合した国の自治を認め、その地域の産業を振興させて大和に負けないぐらいの豊かな地域にしようとしました。そのことによって大和も支えられるし、都の運営に必要な貢も得ることができるわけです。

でもどうしてそんな善政を行ったと言えるのか疑問でしょう。それは『古事記』から読み取れると梅原はいうわけです。

７、平和で豊かな国づくり

神々の会議で決まった国譲れ、はいそうですかとはいかぬもの

大国主が平和で豊かな国づくりを行い、各地域国家や人民から慕われていたという推理を梅原はどういう根拠でしているのでしょう。天孫系の神で先ず天の菩比（ほひ）の神が遣わされます。つまり大国主に高天原の会議で決まったから天孫族に国を譲れと説得する役ですね。ところが大国主に媚びて、三年間戻ってこなかったのです。
次に天若日子が遣わされますが、大国主の娘である下照比売とできてしまって八年間音信がなかったのです。二人とも大国主の国が気に入ってしまったので、国を譲れとは言えなかったという解釈も成り立ちますね。

そこで雉子名鳴女（きぎしななきめ）を遣わして天若日子にどうして連絡しないのか問いたださせますと、その鳥を天若日子は弓矢で射殺したのです。その矢がさらに天の安の河にいた高木の神のそばに届いたので、その矢を落とします。
つまり天若日子にやましいことがなければこの矢は当たらないけれど、やましいことがあれば当たれと呪いをかけて落とすと、天若日子に当たったということです。天若日子が裏切りの罪を問われたということです。これを家族が大変悲しみます。そういうことが同情的に書いてあるということは、だれでも天若日子のようにしてしまっただろうと思われたからです。つまり平和で豊かな国づくりをしている国を侵略するのはやはり心苦しいところがあるのです。

これらの派遣には軍勢を伴っていたかどうか分かりませんが、ともかく侵略する気になれず、融和してまっているわけですね。それで『古事記』では建御雷（タケミカヅチ）の神が遣わされます。『日本書紀』では経津主（フツヌシ）の神と武甕槌（タケミカヅチ）の神が遣わされます。それで出雲の小浜に剣を逆さに立てて、国譲りをせまったのです。
大国主は 主に大和をいたはずなのに何故最後は出雲か疑問ですが、出雲に逃れて追い詰められたのかもしれません。一方的に剣を逆さに立てられているということは、既に軍事的には決着がついていたということでしょう。

つまりただ遣いをやっても埒があかず、かえってとりこまれるだけだったのが、それではダメだということで、用意周到に軍事的に急襲したと梅原は解釈しているわけです。どうして八千矛の神と恐れられた大国主の軍が敗れたのでしょう。それは平和で豊かな国づくりに邁進していて国防を忘れていたということなのです。天孫族の方は平和で豊かな国である大国主の国を手に入れたいと密かに軍事増強を進め、侵攻作戦を練っていたということですね。表向きは気づかれないように善隣友好の外交を結んでいたわけです。

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　少名毘古那(上)と久延毘古(下)　　
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少名毘古那（すくなびこな）という神がいます。とても小さい神です。蔓芋のさやを割って船にして、蛾の皮をはいで着物にしているのです。後の一寸法師のモデルだといわれています。神産巣日の神の御子だということです。
要するに渡来人ですね、渡来人には大きい人や小さい人がいたのでしょう。大陸の先進技術をもってやってきたわけです。そして大国主と相並んで共に国づくりを進めたわけです。薬問屋が並んでいる道修町に神社がありますが、中国の医療の神である神農さんと一緒に祀られています。梅原の解釈では中国で戦で滅ぼされた国の王子だったので、軍事のことでは協力しなかったのではないかということです。

少名毘古那は国を作り堅めてから、「常世の国」へ行ってしまったのです。熊野灘から船を出して海のかなたの国を目指して行く信仰があったのですね。ただ亡くなったということを文学的に表現したものかもしれませんが。

それから久延毘古（くえびこ）が出てきます。彼は山田の案山子(かかし)のことで、歩けないけれどなんでも知っているので少名毘古那がやってきたときも名前をいいあてたのです。じっと立っているので何でもよく見て知っているのでしょうか。大いに国づくり役に立ったのでしょう。農業技術などにも詳しかったと思われます。

山田の案山子が一本足なのは元々が蛇だからという説があります。蛇は石とともにフェティシズム（物神崇拝）のフェティシュ（物神）の代表です。そして蛇は土を耕すので農業の守護神になる場合が多いのです。

少名毘古那が常世に旅立って心細くなってから、大物主命が現れます。これは大国主が孤独になって自らの魂の中に見出したもう一人の自分みたいなもので、大国主の和魂、奇魂だとされています。あるいはそれぐらい気が合った心の友ということかもしれません。
大物主命は三輪山の神です。三輪山自体が神なのです。そこには白蛇がいます。白蛇も御神体です。大国主はいつも三輪山を見て、三輪山に語りかけて政治をしていたのかもしれませんね。山と蛇と心の友その三者は別々の存在であって一つです。同じ大物主なのです。

　　　　　八、国譲りと出雲大社

勝ち誇る王者の宮よりなお高く吾を祀れや祟り懼れて

平和で豊かな国づくりを行っていたにもかかわらず、侵略されてしまった。いや平和で豊かな国だったからこそ、侵略する隙もあったし、侵略する価値もあったわけです。だって農業技術や土木技術が発達して、統治すれば開発に必要な資本を投じなくて済みますし、豊かな国なので税収もたっぷり期待できるわけですね。
ですから平和で豊かな国づくりはいいけれど、そうすれば侵略者に狙われやすくなるということを十分警戒し、国防に万全を期さなくてはならないわけです。その点で油断があったのです。元々が心優しい人を信じやすい人柄ですから、軍備に富を費やしたくなかったのです。

それに善隣友好の関係が発達して、筑紫や蝦夷といい関係が結べていたので大丈夫と思い込んでいたわけですね。やはり、オオナムチはアホでドジで間抜けだったということです。でも表面的にはすごい名君で英雄になっていたわけです。ですから突然絶頂から暗転して、電光石火の侵略で息子たちを殺され、囚われてしまったということです。

でも侵略で国を奪ったということにしたくないものだから、天孫族は神々の会議の決定に従って国を譲ったという体裁をとることを大国主に要求したわけです。一気に大国主を殺してしまいますと、大国主は信望があったので、地方豪族は侵略者に従うことを快しとしないで、いつまでも抵抗するかもしれません。
そうすると大国なだけにいつまでも争乱が治まりませんね。そのためにも自主的な国譲りという大義名分が必要だということです。大国主にしたらたとえ軍事的に決着していても悔しいので簡単には認めたくありません。そこで息子たちの意向を聞きたいというわけです。

出雲にいた後継者の事代主は形勢を察して、恭順を示し、自らは海に身を投じたわけです。そして諏訪の建御名方の名をあげますが、彼はやってきていて、建御雷と力比べをしようといって建御雷の手を取ると氷や剣のようだったのです。それで退きますと逆に手を取られて簡単に投げられてしまい、諏訪まで逃げます。そこで参ったということで国譲りを承諾したのです。要するに軍事的な制圧ですね。

　　

事代主を祀る美保神社　　　　　　　　　　

[image: image60.jpg]


　それでやっと大国主は国譲りを承諾します。ただししっかりした岩の上に空にそびえる宮殿を立ててくれれば、そこでひっそり隠れています。そして私の子供である沢山の神々は事代主を先頭に天孫にお仕えしますから背くことはありませんと恭順を誓います。それで建てられたのが出雲大社です。そして立派な料理を献上するといって、海にもぐったのです。身を投げたということですね。

つまり侵略者の宮殿よりも侵略された方が立派な宮殿に住んでいるということです。それぐらいして祀らないと、大国主の怨念は収まらないということです。ということは怨念も怖いでしょうがそれ以上に、大国主を慕っていた豪族や人民が新しい支配者に恭順しないということです。


建御名方を祀る諏訪大社
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　それで国譲りの後、天孫族による統治は順調にいったでしょうか。どうもうまくいかなかったようですね。やはり大国主が大国を治めることができたのは、平和で豊かな国づくりをしていたからです。みんなに恩恵をもたらしていたからですね。それを急襲して国を奪っても、オトウタリのような恐怖独裁や軍国主義体制では、人民は心を合わせて国づくりに協調することはありません。どんどん離反して、ばらばらになってしまいます。建御雷と経津主が大和に居座って統治したと思いますが、ニニギは東遷しません。つまり筑紫から大和に本拠を移すことはできなかったのです。

それで天孫族のニギハヤヒが天降りして日下の草香に太陽神信仰の国を作ります。彼は地元の長髄彦たちと融和して平和で豊かな国づくりに成功し、やがて三輪山にまで勢力を伸ばすのです。その話を聞いて、ニニギの曾孫にあたるイワレヒコたちが東征に乗り出すということです。彼らは軍事制圧路線ですね。

だから天孫ということで八紘一宇を掲げて軍事制圧しようという伝統と、平和で豊かな国づくりをしようという対立する二つ伝統があるのが『古事記』や『日本書紀』からも分かるわけです。

梅原猛は大国主からはじまり、ニギハヤヒに続き、そして聖徳太子の『憲法十七条』に結実する平和で豊かな国づくりの伝統を『日本国憲法』の第九条に見出して憲法を守ろうというわけですね。

それでヤマトタケルの場合はどうでしょう。軍事制圧路線に従って熊襲や蝦夷と戦っているなかで、自然と融合した彼らの暮らしから学び、協力し合える和の国を作らなければならないと思うのですが、大和に凱旋する直前に伊吹山で致命傷を負い、三重の能煩野で力尽きて身罷ります。そして霊魂は大白鳥になって河内湖に戻ってきます。戦士が平和の象徴である白鳥になるというところが大切です。　


怨霊信仰とのかかわりで
平城天皇の哀しみ
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平城天皇の哀しみ

１．人麿は平城の帝に身を合わせ

人麿は平城の帝に身を合わせ、和歌を文化の華とはなせり

人麿「吾妹子のぬくたれ髪を猿沢の池の玉藻とみるぞかなしき」
平城天皇「猿沢の池もつらしな吾妹子が玉藻かづかば水も干なまし」
　

猿沢の池

　この歌は『大和物語』に出てきます。平城(なら)の帝つまり平城天皇の御幸(みゆき)が途絶えてしまったのを悲観して、猿沢の池に身を投げた采女(うねめ)を悲しんで一緒に詠んでいるのです。人麿の歌は「私のいとしい人の寝乱れた髪を猿沢の池の玉藻のようだと見てしまうのはなんとかなしいことだろう」と平城天皇の気持になって詠んでいます。平城天皇は「猿沢の池もつらいだろう、私のいとしい人が玉藻となって沈んでいるのだから、水も涸れてほしいものだ」と嘆いています。

　

　帝にとってはこの采女が愛らしくて、慈しんだ気持に不純なものはなかったでしょう。でもそれは束の間の真実にすぎません。帝は謀略と愛憎の渦巻く朝廷での生活に戻れば、ひととき愛した女性のことなど忘れてしまうのです。でも采女にとったら、そのひとときの幸せこそが自分の生きる意味であり、人生の唯一の輝きだったのです。帝の御幸に預かれないのなら、池の玉藻となった方がいいということですね。愛を裏切られた采女は怨霊となっ て帝を悩ませるのです。
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　柿本人麿が亡くなったのは、諸説あるようですが、梅原猛は七〇八年説をとっています。 ところがこの人麿が平城天皇と歌について語らっているのです。平城天皇といえば、平安京に遷都した桓武天皇の皇子で、在位は八〇六年からの三年間でした。ですからこの語らいは有り得ないことのように思われます。

このことは紀貫之の『古今和歌集』の「仮名序」に記されています。九〇五年四月十八日に書かれたようですから、平城天皇即位から約百年後ですね。百年たったら人麿の生きていた時代が分からなくなったのでしょうか。「仮名序」から引用してみましょう。

「いにしへよりかく伝はるうちにも奈良の御時よりぞ広まりにける

かの御代や歌の心を知ろしめしたりけむ

かの御時に　正三位柿本人麿なむ歌の聖なりける

これは君も人も身をあはせたりといふなるべし

秋の夕べ龍田川に流るるもみぢをば　帝の御目に錦と見たまひ

春のあした吉野の山のさくらは人麿が

心には雲かとのみなむおぼえける」
　現代語訳をしてみましょう。「いにしえからこのように伝わる中でも、平城天皇の時代から歌が広まりました。その時代には帝も歌の心をご存知だったのでしょう。この時代に、正三位柿本人麿という人が歌の聖でありました。これは君主も臣下も身をあわせたということでしょう。秋の夕には龍田川に流れる紅葉が帝の目に錦と見え、春の朝には吉野の山の桜が人麿の心に雲かと思われたのです。」

　「奈良の御時」とは奈良時代の意味ではないかという誤解が起こりそうですが、「御時」や「御世」という場合は特定の天皇を指しています。それに「龍田川に流るるもみぢをば　帝の御目に錦と見たまひ」となっていますので、この帝は「龍田川もみぢみだれて流るめりわたらば錦なかやたえなむ」(古今和歌集)と詠んだ平城天皇のことと特定されます。実際奈良の帝という呼び方もされていますから。

　この歌については『大和物語』で人麿と平城天皇との掛け合いで出てきます。人麿が「立田川紅葉ばながる神なびのみむろの山にしぐれふるらし」と詠みますと、帝が「立田川もみぢみだれて流るめりわたらば錦なかやたえなむ」と詠んだという話です。つまり平城天皇は『万葉集』の世界にのめりこみ、人麿と共に歌を詠んでいる気持になっていたということでしょう。

　この平城天皇の歌は龍田川の紅葉を錦に例えたところが見事な美意識ですが、この歌が感銘を呼ぶのは、自然は自然のままだから美しいので、その美を我がものにしようと人為的に分け入って介入しようとすると、錦は壊れてしまうという認識ですね。人為を退けた老荘思想の影響があるのです。同じテーマで平城天皇はこうも詠っています。

萩の露

「萩の露玉にぬかむととればけぬよし見む人は枝ながら見よ」(古今和歌集)
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　「萩の葉に露が陽光に宝玉のごとくきらめくので、それを真珠の珠のように紐を通して首飾りにしようとすれば消えてしまいます。よく見て楽しもうと思っているのなら、枝についた葉のままで観賞しなさい」という意味です。こうした感性は自然を人間の勝手な欲望で支配しようとすれば、自然は破壊されてしまって、元々手に入れたかった自然の美しさもなくなってしまうということですから、環境問題にも大いに通じる現代的意義の高い歌です。

　「我が宿の、尾花が上の、白露を、消たずて玉に、貫くものにもが」これは家持の歌ですが、平城天皇の「萩の露」の歌と共通していますね。というより、深読みすれば、家持の場合は、露を消さないで玉に抜けたらいいのにと思っているのに対して、そういう自分勝手な思いをたしなめているのが、平城天皇の歌だといえます。 この家持の歌から天皇権力を我がものにして天下を動かそうとする気持ちを嗅ぎ取って、それを「萩の露」の歌でたしなめているとも解釈できますね。

　ところで吉野の山の桜を雲と見た人麿の歌は何でしょう。それは古田武彦によりますと次の歌ではないかということです。

「み吉野の御船の山に立つ雲の常にあらむとわが思はなくに」(万葉集巻三244番)

　これは雲が桜の比喩だとは書いていませんが、吉野だから桜の比喩で雲と表現したのだろうという解釈なのです。残念ながら人麿の時代には吉野の桜は雲とみまがうようなものではなかったようです。でも他にそれに当たる歌はないのですから、やはりこの歌でしょう。ということはこの平城天皇と柿本人麿の対話の人麿は、作者紀貫之の妄想ではないとしたら、あくまでも平城天皇にとっての人麿であって、実体として人麿の霊があって、それが呼び出されたわけではないということになります。もし人麿の本物の霊だったら、吉野の桜を雲に比喩することはできなかった筈ですから。

　それではどうして平城天皇は人麿の霊と語らうことができたのでしょう。柿本人麿といえば「万葉集」の代表的歌人ですね。歌聖と呼ばれているのはこの人だけです。その「万葉集」の成立と平城天皇は深いつながりがあるのです。
『万葉集』の編者は大伴家持ですが、まだ完成していなかったようです。それに家持は、延暦四（七八五）年９月の藤原種継暗殺事件の黒幕として死後流刑にされています。それで彼の編纂した『万葉集』は世に流布していなかったのです。 晩年家持は自分が心血をそそいで編纂してきた『万葉集』を早良皇太弟が即位される時に奉呈したいと考えていたのですが、それができなかったのが心残りだったのではないかと思われます。

２.桓武帝への怨みを背負って安殿皇子は

　
安殿皇子、父への怨みを身に受けて、闇を恐れて安寝しかねつ

　種継事件の黒幕とされた早良親王が、無実を主張して、淡路に流刑される途中で憤死しました。 その後、桓武天皇の身辺に不幸が相次ぎまして、占ってもらったら、早良親王の怨霊のせいだというのです。

　具体的にあげていきましょう。延暦五年(七八六)には、桓武天皇の妻旅子（たびこ）の母が亡くなりました。延暦七年五月には旅子も亡くなります、二十九歳でした。さらに、延暦八年には天皇の母高野新笠（たかのにいがき）が病死、延暦九年には皇后乙牟漏（おとむろ）も突然死しました、まだ三十歳の若さでした。彼女が安殿(あて)親王の生母です。

　安殿皇太子(のちの平城天皇)も 延暦九（七九〇）年９月（満でいえば十六歳）に病気が回復しないので長岡京の九つの寺で誦経（ずきょう）してもらっています。この年は夏は旱の害、秋冬には天然痘の流行が京・畿内に起こり、 また飢饉に苦しむ民衆が多かったようです。

　皇太子がこの時何の病気だったのかは『続日本紀』には記載されていません。もし天然痘だったら腺病質だったのでもたなかったでしょう。翌年十月にやっと病気が治ったので伊勢神宮に、報告に皇太子自ら参詣しています。しかし延暦十一（七九二）年六月に「皇太子久病。卜之、崇道天皇為祟」と『日本紀略』にあります。病が続くので占ったら早良親王の祟りだったということです。　

　それで桓武天皇は早良皇子にわびまして、魂鎮めを行っています。そしてとうとう怨霊から逃れるために延暦十二（七九三）年に遷都を決意して、延暦十三（七九四）年に完成間近の長岡京を放棄して平安京へと遷都したわけです。

　怨霊というのはむしろ祟られる側の意識としてリアリティがあるわけですね。実体として祟る側が恨みのあまり異界へ行けないで、この世で恨みをはらし続けるというのは、恐らく迷信でしょう。祟られる側が、祟る側の気持ちになって考えれば、まだまだ怨みが晴らされていないと思っている以上、いつまででも祟られます。ですから平安京に遷都したところで、根本的な解決にはならないわけです。

　案の定、延暦十六（七九七）年五月、平安京でも怪異があり、早良親王の魂鎮めが行われました。つまり何か不思議なことがあったと報告されると、それは早良親王の祟りだと思われてしまうのです。延暦十九（800）年七月、桓武天皇は、怨霊鎮魂のために、早良親王を崇道天皇、井上内親王(光仁天皇を呪詛した嫌疑で廃皇后になり、他戸廃太子とともに幽閉されて毒殺されたらしいのです。藤原百川ら式家の策謀らしいのですが、山部皇子は自分が祟られると考えていました。こちらの方が古い怨霊)を皇后として完全に名誉回復したのです。 つまりとうとう死者に崇道天皇という天皇位まで追贈しているのです。

  早良親王が種継暗殺事件に絡んでいたかどうか真相は分かりません。当時は桓武天皇や藤原種継ら遷都強硬派と早良親王や大伴家持らの遷都反対派が厳しく対立していました。そして長岡京を桓武天皇が留守をしている間に主要な建物を竣工してしまおうと、種継の指示で突貫工事が続いていたということです。この工事を阻止しないととんでもないことになると遷都反対派は考えていたようです。それで種継を殺してもということですね。

　道鏡を天皇にしようとした孝謙上皇の企みを和気清麻呂らの努力でなんとか食い止めたのですが、都の中に巨大寺院がありますと、それが政治勢力にならないとも限りません。寺院勢力を退けるために、平城京からの遷都を図った わけです。

　奈良時代の仏教は鎮護国家の仏教と言いますが、政教一致的な傾向が強かったわけですね。聖武天皇は、聖徳太子の理想は仏教が支配する仏国土の建設だというように解釈していたようです。それで国毎に国分寺・国分尼寺を建設し、山の上に聖都紫香楽宮を建設し、大仏殿を築いて、そこから統治するか、それができなければ、その近くの平地恭仁京に政治的都を造って、天子は時々聖都で修行するというような、仏教のユートピアを描いていました。それでは財政的にももたないうえ、官僚的な国家機構が麻痺してしまうので、貴族官僚が猛反対して挫折したわけです。

　父の志を継ごうとした孝謙上皇は、天皇の位を血統ではなく、最も徳の高い仏教の僧に継がせることによって仏国土を実現しようとしたわけです。これは天皇自ら天皇制の自己否定を孕んだものでした。これらの危ない天皇たちを経験したことによって、政教分離を藤原百川らの貴族官僚が担ぎ出した桓武天皇は目指そうとしたわけです。

　遷都反対派は早良皇子に期待をかけていました。彼は元々寺に預けられていましたので、僧になろうと考えていたのですが、父が光仁天皇になったので、還俗し、兄の桓武天皇が即位してからは皇太弟になっていました。それで仏教勢力とはつながりが深かったのです。 
父光仁天皇の遺志を尊重して早良皇太弟を認めたものの、桓武天皇の戦略的な国家構想からいけば、早良皇太弟をいずれは廃太子しようと機会を窺っていたのです。ですから種継暗殺事件を利用して、早良皇子の関与を断定して、排除してしまうというのは、全く当然の帰結だったのです。

　もちろん山部皇子（桓武天皇）にとっては早良皇子は同じ母高野新笠から生まれた弟ですから、決して殺す気はなかったですし、淡路に流して廃太子すれば目的は達したわけです。それが絶食による憤死は、想定外でした。
それでもはじめは、帝に嫌疑を抱かせるようなことをする方が悪いのに、絶食で抵抗して憤死するなんて、了見ちがいもはなはだしいと思っていたでしょうね。 それが怨霊の祟りと思われても仕方がない、天変地異、むごたらしい天然痘の猛威、近親の相次ぐ若死になどで、さすがの桓武天皇も怨霊の祟りを痛感せざるを得なかったということです。

　もっともハンガーストライキによる憤死は眉唾だという解釈もあります。七日七夜水分を与えないで衰弱死させたという西本昌弘「早良親王薨去の周辺」という研究もあるようです。 帝は早良を殺す気は全くなかっても、帝の近臣は、早良を消したいと思っていて、断食させたこともあり得ますね。 

　おそらく安殿皇太子の病というのはノイローゼ（神経症）でしょう。皇族の相次ぐ死、特に生母の死が引き金になって怨霊への恐怖心が募っていたからだと思われます。
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崇道天皇陵

３．大伴氏は桓武帝の挑発に乗ったのか

大伴は何故に種継射殺すや鎧の紐も結ばぬうちに

　
種継暗殺事件では、実行犯とされたのは大伴氏の一族でした。大伴氏はどうして遷都に反対していたのでしょう。 大伴氏は藤原氏に対抗しようとすれば、貴族勢力だけでは無理で、寺院勢力とも連携しようと考えていたのかもしれません。
それには平城京から離れるのは得策ではありません。それに造都や蝦夷征伐などに出費が嵩みますと、国家の衰退を招きます。それを覚悟で立派な平城京を捨てるメリットがあるようには思えなかったのでしょう。

　遷都については聖武天皇の時にも、平城京を捨てて、恭仁京、紫香楽宮、難波宮などへ遷都しようとされたので、山火事まで起こして抵抗した結果、平城京に戻ったという経緯があります。この時に大伴家持は二十歳代前半の青年でしたが、強引な遷都が国家財政の乱費を招き、国力を衰退させ、蝦夷や熊襲の離反、国内の騒乱や飢饉を招くことを危惧しただろうと思われます。それに聖武天皇の場合は、新都は辺鄙なところを選び小さな規模を考えていたようですが、桓武天皇の構想は大きな平城京なみの都造りを考えていたのです。

  桓武天皇にすれば新都を平城京なみの都にすることで国家の隆盛を図ろうということでしょうが、すでに口分田は重税に苦しんで、衰退しつつあり、逃散などが起こっていたのです。造都や蝦夷征伐などが続けば国家財政の破綻は明らかだったわけです。国の衰退を防ぐためには、身命を賭してでも反対しようと考えていたことは十分考えられます。それで長岡京の造都使藤原種継を殺して、工事を中断させようとした可能性は大いにありますね。

　ただ種継暗殺の下手人が大伴継人と竹良とされ、彼らの自白から大伴家持の生前の指令に基づくだとか、黒幕は早良皇子だという自白がありますが、これは拷問の結果ですから、もちろん信用できません。　

彼らの逮捕も対立関係からの憶測に基づくものでしょうから、大伴継人と竹良が本当に主犯であった のかは分かりません。と言いますのは、桓武天皇は早良皇子だけではなく、大伴家持や継人、竹良まで元の位に復させ、名誉回復を図っています。 ということは、桓武天皇の側にも継人、竹良の自白は拷問によるものなので、ひょっとして冤罪もありうると考えていた可能性も否定しきれません。

　研究者の間では、種継暗殺が大伴氏によるものということには、異論がないようですが、本当に継人と竹良が犯人だと分かっているのなら、それを怨霊を恐れるあまり名誉回復してしまうのは、あまりに原則がなさすぎますね。

上、大伴氏の系図
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　桓武は『続日本紀』から種継事件を抹消してしまっています。これはおかしいと平城天皇は記述を復活させたそうです。というのは平城天皇の腹心である藤原仲成と薬子は種継の遺児だったので、彼らの強い要請もあったでしょうから。それを嵯峨天皇はまた抹消します。それは何故か？八一〇年の「薬子の変」があったので、その首謀者である仲成と薬子の父のことだからかもしれません。

　怨霊が恐ろしいのは、祟られる側に落ち度があるからでしょう。もし種継暗殺が大伴氏によるものなら、大伴氏に対する断固たる措置は当然であり、これを取り消せば法的正義に反します。いかに早良皇子の怨霊が恐ろしくとも、それは早良皇子が冤罪であったからの筈ですね。それに便乗して、種継暗殺の罪をチャラにすることなどできる筈はありません。

　松本清張は、種継暗殺の時期に桓武天皇が長岡京を留守にしたのは、藤原種継側と大伴一族との緊張が高まっていたので、自分が留守にすれば、何か騒動が起きて、それをきっかけに反対派を一掃できることをねらっていたのではないかと推理しているようです。何かそういう桓武天皇の側に良心の呵責や、罪の意識がなければ、実行犯まで元の位に復させて名誉回復するのは筋が通りません。

　それにしても 大伴家持と言えば「海ゆかば」で知られる特別に天皇への忠誠心の強い人物だと思われていますね。

「海行かば　水漬く屍　山行かば　草生す屍　大君の　辺にこそ死なめ　かへり見は　せじ」

　それなのに桓武天皇に対しては謀反を企んでいたというのは解せない人もいるかもしれません。大伴氏は古来から大王直属の伴造としての誇りが強い氏です。「海ゆかば」は、聖武天皇への忠誠を説いたもので七四九年に平城京に戻ってからのことでして、当時聖武天皇は遷都の失敗で、政治への関わりに意欲を喪失しており、藤原仲麻呂が紫微中台の長官となり、実権を握りつつあるころです。大伴氏としては仲麻呂独裁になることを警戒して、天皇への忠誠を強調して、牽制しようとしたのでしょう。

　聖武天皇は東大寺大仏造立にのみ専念しようと、この年に帝位を娘の孝謙天皇に譲るわけですが、陸奥で金がでたということでそれを寿ぐともに、あらためて大伴、佐伯氏に忠誠を求める詔の中に「海ゆかば」の伝承の言葉を入れたのです。それを大伴家持が感激して、織り込んだ長歌を作っただけで、「海ゆかば」の部分は家持のオリジナルではありません。

　それに大伴家持は早良皇太弟の春宮侍従だったこともあり、直接には早良皇子に臣従していたわけです。その関係もあり、桓武天皇の腹心になった藤原種継との対抗上からも、長岡京遷都反対派の急先鋒にならざるをえなかったのでしょう。

　しかし本当に家持の生前の指令で事を起こしたのなら、もっと綿密な計画の下に内乱に発展していたはずですね。簡単に犯人が捕まえられ、自白して家持や早良親王のことまで告げ口するのはどうも信用できません。 三木一郎作『薬子繚乱』（新風舎二〇〇七年）という歴史小説では、大伴氏の手下に種継を弓矢で射殺すように命じられた狙撃犯土麻呂（はにまろ）が証拠を消すために殺されかかって、知らずに逃げ込んだのが種継の妻真従（まより）の家で、そこから露見したという設定になっています。

　種継は当時かなり朝廷内で実権を持っていたようですから、種継を殺せば、ただちに犯人は緊張関係にあった大伴氏だと決め付けられ、一網打尽にされることぐらいは大伴氏も分かっていたはずですから、十分内乱の準備をしないで挑発行動にでたのは、あまりに不自然ですね。 まあ家持が任地でなくなって、求心力が欠けていたので、統率が緩んだために起こった暴走だったかもしれませんね。 
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大伴家持像

４.大同元年の『万葉集』

家持がいにしえびとの言霊を万集めし永久に伝へや

 『万葉集』は全二十巻のうち第十七巻以降は大伴家持の歌日記になっており、天平宝字三（七五九）の正月元旦の家持の歌で閉じられています。ですから大伴家持を編者とみて間違いないわけですが、『古今和歌集』の延喜五（九〇五）年紀淑望が書いた「真名序」や、紀貫之が書いた「仮名序」によりますと平城天皇の時代に編集されたことになっています。

　「昔平城天子詔侍臣。令撰萬葉集。自爾来。時十代。数過百年」（真名序）

　「これよりさきの歌を集めてなむ　万葉集と名づけられたりける

ここにいにしへのことをも歌の心をもしれる人わづかに一人二人なりき

しかあれど　これかれ得たるところ得ぬところたがひになむある

かの御時よりこの方　年は百年あまり　世は十継になむなりにける」（仮名序）

九〇五年ですから大同元（八〇六）年にほぼ一致しますね。平城天皇在位の三年間に編纂されたとしたら、ほぼ記述通りと言えるでしょう。十代というのも平城天皇でぴったりです。梅原猛は平城天皇の時代に編纂されたという立場です。

　大森亮尚著『日本の怨霊』（平凡社二〇〇七年）では、平城天皇よりも桓武天皇が注目されています。それは『万葉集』を出す目的が大伴家持の鎮魂にあるとすれば、平城天皇の即位に間に合わせようとしたのではないかという理由からです。種継暗殺事件で連座して二十年近く伊予国に流罪になっていた早良親王の甥五百枝王（いおえのおう）が延暦二十四（八〇五）年に許されて入京し、怨霊鎮魂を桓武天皇に直々に頼まれたというのです。それは三月十五日ですから、桓武天皇崩御の二日前です。そしてまず翌日五百枝王が復位し、桓武天皇の遺言で大伴家持を含む継人、竹良も帝の死の当日に復位しています。
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大森亮尚著『日本の怨霊』

　主犯格まで罪をなかったことにするということは、本来あり得ないことですが、桓武天皇にすれば、自分は祟りで死んでいくのは仕方がないけれど、このままだと安殿皇太子も殺されてしまうということで、復位に踏み切ったのでしょう。年齢的には六十九歳でしたから当時としては長生きの方でしたが、怨霊に寿命を縮められたと本人は思っているわけです。それだけ夢でも魘され、幽霊なんかも見たかもしれませんね。つまりそれだけ祟られて当然と思われることをしたという罪の意識があったわけです。そこは良心的でしたね。

　大森は桓武天皇が五百枝王に、特に家持が早良親王の即位に際して奉呈しようとしていた歌集を完成させて、それを安殿の即位に奉呈することで慰霊をするようにと頼んだと推理しています。早良の身代わりに安殿をあてるということですね。でも相手が安殿ならそれこそ当てが外れたことになるのではないでしょうか。だって安殿を皇太子にするために早良を罪に落としたという図式でしょう。それで怨んでいるわけですから。

　平城天皇の即位は五月十八日ですから、『万葉集』の編纂はこの日には間に合っていないと思います。家持の慰霊のためというのなら、桓武天皇の頼みで五百枝王が二月で仕上げたとするよりも、平城天皇自身も深く関わった形で、編纂作業が進んだと考えるのが自然ですね。それで『古今和歌集』「仮名序」や『大和物語』に、柿本人麿と平城天皇が身を合わせて対話する場面が伝承されたわけです。
５．親子の断絶

怨霊の祟りを呼びし遷都策平城京とて花は咲きしを

　安殿皇子は父桓武天皇に対してかなり反発があったようです。即位後大胆な緊縮財政を実行して、令制官司を大幅に整理しました。そして地方の民情視察の為に観察使を創設するなど政治の刷新に努めたのです。でも仕事をなくした役人たちに大反発を買っています。『薬子繚乱』では、辞めさせた役人たちを慰労するのに伊予親王が自宅を提供したのですが、その際に部下がいずれ皇位継承のときがくれば、この恩顧に報いるためにはせ参じるように檄を飛ばしたという設定になっています。

　伊予親王が神野親王が皇太弟になったことに反発する動きがあったのか、謀反の嫌疑がかけられ、母藤原吉子と共に毒殺されてしまいます。あるいは毒を飲んで抗議の自殺だったとも言われています。この母子の怨霊に安殿親王は相当悩まされて、三年で皇位を投げ出すことになるわけです。

　早良皇子の怨霊にもずっと悩まされ続けた上に、伊予親王母子の怨霊ですからたまりませんよね。元はといえば父桓武天皇の遷都と蝦夷征伐という、巨大な出費と軋轢を伴う律令国家建て直し策に起因しているわけです。それで皇族までもが分裂した結果が、種継暗殺事件になり、早良皇子を憤死させ、怨霊にしたわけです。

　もし父が自分の戦略の正当性を確信し、怨霊となって祟る方がけしからんと断固たる態度をとっていれば、たとえ祟られて殺されることになっても、正義を貫いて死ぬのですから、言い訳は立ちます。ところが桓武帝はひたすら早良皇子の怨霊を恐れ、詫びて、崇道天皇と天皇位まで授けます。しかも死の直前には種継暗殺の主犯まで位を回復するわけです。そうなれば、かえって種継暗殺は桓武天皇の謀略がらみではなかったという疑問を呼びますね。
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　実際、種継の娘薬子と不純な関係をいぶかった桓武天皇は薬子を春宮坊から追い出しました。延暦十三(七九四年）に薬子の娘珠子（『薬子繚乱』での名前、他の資料では名前がない）が春宮に参内したので、それに付き添い人として来ていたわけです。春宮宣旨といって春宮の女官の身分です。大変英邁で美人でもあったので、皇太子は娘珠子より、薬子に気があったらしいのです。

　でも『薬子繚乱』の作者三木一郎はこの段階での不倫は単なるゴシップとしています。一応皇太子は珠子と配偶関係にあったのですから、その母と肉体関係を持つことは母子相姦の一種として、大変あさましい犯罪に当たります。たとえゴシップでも薬子を退けたのは当然だったかもしれません。ただ薬子は種継暗殺事件に関して、桓武帝の謀略を疑っていたのではないかと三木一郎は考えています。薬子とあまりに親密になると、安殿親王は自分が怨霊に祟られるのは父親の謀略のせいだと父を恨んだかもしれませんね。

三木一郎著『薬子繚乱』

　平城天皇の改革は、父桓武帝の新都建設と蝦夷征伐という積極財政から緊縮財政への転換です。これは考え方の転換というより、国力が衰えて、やむを得ず選択せざるを得なかったものかもしれません。実際桓武帝も延暦二十四（八〇五）年七月十二月、藤原緒継の建都中止と蝦夷征伐の中止の提言を呑まざるをなかったのです。

　平城天皇は「龍田川」と「萩の露」の歌で、人為を否定し、無為自然の立場を強調していますから、桓武天皇の律令体制の建て直し政策を人為として批判していたのかもしれません。無理に遷都しようとしたり、武力で蝦夷を討とうとする姿勢が権力闘争や皇位継承をめぐる暗闘を生み、怨霊を生み出したという批判ですね。

　平城天皇即位直後の伊予親王の謀反の動きに対する処断で、母子の怨霊を生み出した張本人だと言われていますが、三木は幽閉したのは殺すためではなかったと解釈しています。「日本紀略」によりますと、

「親王ならびに母夫人藤原吉子を川原寺に従(うつ)し、之の一室に幽し、飲食を通せず。」(紀略)

とありますので、薬子が食料や水分を断ったという解釈の人もいますが、これは取り調べの役人が罪を認めないために、拷問を加えているわけです。この措置を薬子が命じたというのは憶測ですね。

　伊予親王は九日後、解任され親王号を廃されて、その翌日母子共に毒を仰いで死んでいます。三木は鳥兜による毒殺で、その毒は征夷大将軍の坂上田村麻呂が陸奥で手に入れたもので、藤原北家の策謀とみているのです。でも怨霊は平城天皇に祟るわけですね。

　もっとも怨霊に祟られるのは罪の意識の表れですから、何らかの後ろめたいところがあるわけです。伊予親王に対する帝の怒りは相当なものであったらしく、親王廃位について、帝の剣幕を見て誰も諫言できなかったのが、安倍兄雄だけは言葉を尽くして諫言したと『日本後紀』に記されています。この帝の態度が食料や水を断つという拷問を誘引したとも考えられます。

　とはいえ、安殿皇子は桓武帝崩御に際して「皇太子哀号、擗踊、迷而不起」と表現されています。森田悌の現代語訳では「皇太子は悲しみ泣き叫び、手足をかきむしり、臥し転び、立つことができなかった」と表現しています。「擗踊」というのは舞いとは違って飛びながら踊ることで、ようするにかなしみのあまりじっと立ってられなくて、飛び跳ねて踊っているようだったということですね。儒教では父の死に対しては「哀を致す」ことが求められていますから、それが礼儀ともいえます。ただそれだけではなく、怨霊の祟りが父の死で自分に集中するようになるのではと不安があって余計に哀しみが極まったのでしょう。

６．平城還都

青丹よし奈良の都にかえらばや心ゆかしき万葉の故地

  平城天皇は即位後、『万葉集』の世界にのめりこんで行きます。つまり和歌の世界を通して、飛鳥や平城京への郷愁を懐くことになるのです。元々早良親王怨霊が原因とおもわれるノイローゼで苦しんでいたわけですが、即位後は伊予親王の怨霊にも悩まされてきました。ついに大同４年には帝位を皇太弟神野親王に譲りました。嵯峨天皇の誕生でした。

　「朕は体が弱く、天皇としての事業に耐えられないといつも思ってきた。それだけではなく風病に苦しめられ身体が安泰でなく、日月を重ねて、天皇としての政務を怠るようになってしまった。 」

とその理由を明かしています。風病というのは、神経系の病気や中風・リューマチス系疾患・感冒性疾患などです。

　天皇には最終決定権があるだけに、処分に納得していない者たちの怨霊たちはどうしても帝に復讐しようとします。平城天皇のような元々病弱な人にはとても撥ね返せないわけです。それでいわば無理やりに涙を流して固辞している神野皇子に天皇位を押し付けたのです。
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　　　　　　　　　　　森田悌現代語訳『日本後紀』

　神野皇子は何度も断りますが、平城上皇はしまいに皇居を出て行く形で譲位してしまったのです。日本の天皇制の場合、譲位の後で、天皇権限を全面的に引き継げるのではないのです。譲位した天皇は太上天皇と呼ばれ、天皇とは別に詔勅を出せるのです。ですから平城上皇の病状が収まってきますと、二所朝廷といわれるような二重権力が出現してしまいます。

　平城上皇は、怨霊のターゲットになりやすい天皇を辞めたかっただけで、権力には執着心が強かったのです。孝謙上皇が淳仁天皇に道鏡との関係に干渉されて、頭に来て、淳仁天皇から実権を奪い取ってしまいました。これに対して、当時独裁者だったはずの藤原仲麻呂は反乱を起こそうとしますが、失敗してしまいます。その例があるので、譲位後も平城上皇は権力を振るおうとしたのです。

　桓武天皇から春宮坊から追い出された薬子は、平城天皇が即位されてから尚侍(ないしのかみ)として招聘されます。帝の意向を伺ってそれを伝える重要な役職です。帝はすべて薬子と話し合った上で事を決していたのです。それだけ、薬子は状況判断がテキパキと、筋を通してできたのでしょうね。帝の信頼は絶大でした。

　その時には『薬子繚乱』では、長女の珠子は平城天皇の女子を出産し、産後に体調を崩して亡くなっていました。夫縄主(ただぬし)は随分前から大原野の薬子のところへ通わないようになっていました。その意味では誰憚ることもなくなったので、帝との肉体関係を深めていたという解釈になっています。それは藤原氏にとっては困りますね。自分たちが出している娘が相手にされないわけですから、藤原薬子、兄仲成以外は、権力主体から外されていかざるを得なくなりますから。

　平城の故地に平城上皇は引っ越します。そこに上皇のための宮を建てようとします。これでは「二所朝廷」ということになるので、嵯峨天皇としては上皇側の妨害で、太政官から布令が出せなくなることを警戒して、蔵人所を設置してその頭に藤原北家の冬嗣を任命します。つまり法令などの重要書類を管理して、天皇直属の機関から通達を出せるようにしたわけです。

　この嵯峨天皇の動きに対して、平城上皇は平城京への遷都や蔵人所の解散、冬嗣の左遷などを要求したと思われます。ただし冬嗣自身が撰者である『日本後紀』では、平城京への遷都は薬子の図ったことだが、平城上皇の本心ではなかったとしています。

　平城京の故地に上皇の宮を建てようとしたことは事実ですから、これは上皇自身が、天皇と一緒にいてはぶつかるので、距離を置こうとしたことでもあると思われます。しかし距離を置けば余計に関係はこじれるわけですね。

　上皇の気持には『万葉集』の世界が平城京や大和にはあるわけですから、その世界に浸りたいという気持もあったのでしょう。それに平城京に行けばどうしてこんな素晴らしい地を捨ててわざわさ平安京などに都を作らなければならないのか、つくづく実感したのでしょう。その気持を薬子に手紙で託し て、嵯峨天皇に伝えたら、それを平城京遷都の命令と曲解して、逆手にとって遷都にみせかけ、平城京に押しかけて、潰してしまおうという動きにでたのではないかと、三木一郎は推測しています。

　ともかく嵯峨天皇側が臨戦態勢に出て、薬子の解任に踏み切ったので、平城上皇は東海に抜けて態勢を整えようとして進軍しますが、既に各道の関は塞がれており、途中で兵士が次々脱落したのでやむを得ず戻り落髪して僧になったということです。

　薬子は兄仲成が殺されたことを知って、潔く自害したということです。これを「薬子の変」と呼んでいましたが、やはり乱の主体は平城上皇だろうということで、最近の教科書では「平城上皇の変」と呼ぶようになっています。

　ところで薬子が平城京への遷都にこだわったのは、たんなる平城天皇の返り咲きを狙っていたからだけではありません。長岡京を捨てて平安京に遷ったことは、父 種継への裏切りと捉えていたのでしょう。長岡京が無理なら元に戻せということです。平城上皇の場合は、万葉の世界への憧れと共に、平城京に戻さない限り、怨霊の祟りから逃れることはできないのではないかという思いがあったのではないでしょうか。

　嵯峨天皇は空海の真言密教の力で怨霊を封じようとします。かくして政教分離は奈良の南都六宗からの分離は果たすものの、比叡山延暦寺の天台宗や高野山金剛峰寺や東寺の真言宗などの力を借りたのです。ですから天台宗も法華経だけではダメで、密教を取り入れたわけですね。呪いで怨霊を封じないといけないので。

　もちろん呪いぐらいで怨霊は封じられません。だって王朝のすさまじい権力争いには謀略による多くの犠牲者を生み、激しい怨みを生み出すわけで、それが民衆の反権力志向と結びついて怨霊信仰が広範な民衆の支持を得るからです。それに祟られる権力者自身の中にある良心の疼きが、自ら怨霊信仰を生み出してしまうわけですね。

　怨霊を生み出しているのは権力者自身であり、自分で自分の首を絞めているのですが、その権力構造で生きる限り、一生呪われる苦しみからは抜けられないわけです。
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『薬子繚乱』より
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